
昨
年
度
に
続
き
、
三
年
目
の
法
学
部
同
窓

会
長
を
務
め
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
昨
年

度
も
、
同
窓
会
の
本
部
及
び
各
支
部
等
の
総

会
・
懇
親
会
等
に
お
招
き
い
た
だ
き
、
同
窓

会
の
皆
さ
ま
の
各
方
面
で
の
ご
活
躍
を
う
か

が
う
と
同
時
に
、
法
学
部
へ
の
激
励
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
同
窓
会
東
京
支
部
会

に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
キ
ャ
リ
ア
・
ガ
イ
ダ

ン
ス
を
催
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
皆
さ
ま

か
ら
の
ご
支
援
に
感
謝
申
し
上
げ
る
と
と
も

に
、
同
窓
会
の
さ
ら
な
る
発
展
に
微
力
を
尽

く
し
た
く
存
じ
ま
す
。
今
年
度
も
、
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

川
内
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
二
〇
二
五
年
度

に
、
学
部
に
一
六
六
名
、
大
学
院
博
士
課
程

に
十
八
名
（
前
期
二
年
の
課
程
九
名
、
後
期

三
年
の
課
程
九
名
）
の
新
入
生
を
迎
え
、
片

平
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
専
門
職
大
学
院
に

八
一
名
（
法
科
大
学
院
四
九
名
、
公
共
政
策

大
学
院
三
二
名
）
の
新
入
生
を
迎
え
、
年
間

の
学
事
が
滞
り
な
く
行
わ
れ
ま
し
た
。
年
度

は
じ
め
に
は
、
同
窓
会
の
ご
支
援
を
い
た
だ

い
て
自
主
ゼ
ミ
合
同
の
実
行
委
員
会
の
企
画

に
よ
り
新
入
生
歓
迎
行
事
の
法
祭
大
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
同
窓
会
基
金
か
ら
助

成
い
た
だ
い
て
い
る
自
主
ゼ
ミ
の
う
ち
倶
楽

部
国
際
法
が
、
七
月
の
ジ
ャ
パ
ン
カ
ッ
プ
で

総
合
二
位
、
個
人
と
し
て
原
告
一
位
及
び
外

務
大
臣
杯
等
の
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

以
下
で
は
、
学
部
・
研
究
科
の
近
況
等
に

つ
き
、
教
員
ス
タ
ッ
フ
の
異
動
を
中
心
に
ご

報
告
い
た
し
ま
す
。

本
年
三
月
末
に
、
植
木
俊
哉
教
授
（
国

際
法
）
が
ご
定
年
に
て
退
職
さ
れ
、
名
誉

教
授
と
な
ら
れ
ま
し
た
。
植
木
先
生
は
、

一
九
八
六
年
に
着
任
さ
れ
た
後
、
約
四
〇

年
の
長
き
に
わ
た
っ
て
、
国
際
法
分
野
の

研
究
教
育
に
尽
力
し
て
こ
ら
れ
、
ま
た
、

二
〇
〇
四
年
四
月
か
ら
二
〇
〇
六
年
一
一
月

ま
で
法
学
部
長
・
法
学
研
究
科
長
を
務
め
ら

れ
、
さ
ら
に
、
二
〇
二
五
年
度
ま
で
の
長
き

に
わ
た
り
、
東
北
大
学
理
事
、
副
学
長
、
附

属
図
書
館
長
な
ど
を
歴
任
さ
れ
、
本
学
の
発

展
に
顕
著
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。
ご
退

職
は
、
大
変
に
名
残
惜
し
い
こ
と
で
す
が
、

二
〇
二
六
年
度
は
引
き
続
き
理
事
ご
在
任
と

の
こ
と
で
、
先
生
に
は
、
ま
す
ま
す
ご
健
勝

に
て
、
引
き
続
き
法
学
部
・
研
究
科
を
見

川
内
だ
よ
り

川
内
だ
よ
り
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守
っ
て
い
た
だ
き
た
く
存
じ
て
お

り
ま
す
。

ま
た
、
本
年
四
月
、
西
本
健
太

郎
教
授
（
国
際
法
）
が
、
東
京

大
学
大
学
院
法
学
政
治
学
研
究
科

に
転
出
さ
れ
ま
し
た
。
西
本
先
生

は
、
二
〇
一
二
年
に
着
任
さ
れ
た

後
、
特
に
、
二
〇
二
四
年
度
か
ら

二
〇
二
五
年
度
に
、
法
学
研
究
科

副
研
究
科
長
と
し
て
、
国
際
卓
越

研
究
大
学
認
定
後
の
法
学
研
究
科

の
戦
略
の
立
案
、
実
現
に
尽
力
な

さ
い
ま
し
た
。
本
研
究
科
へ
の
多

大
な
貢
献
に
感
謝
申
し
上
げ
つ

つ
、
新
天
地
で
の
ご
活
躍
を
お
祈

り
い
た
し
ま
す
。

一
方
、
昨
年
九
月
一
日
に
、
今

津
綾
子
准
教
授
が
、
教
授
（
民
事

訴
訟
法
）
に
昇
任
さ
れ
、ま
た
、同

年
一
〇
月
一
日
に
、
玉
井
裕
貴
准

教
授
（
民
事
訴
訟
法
）
が
東
北
学

院
大
学
法
学
部
か
ら
、
本
年
四
月

一
日
に
は
、
黒
崎
将
広
教
授
（
国

際
法
）
が
防
衛
大
学
校
人
文
社
会

科
学
群
国
際
関
係
学
科
兼
総
合
安

全
保
障
研
究
科
か
ら
着
任
さ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
本
学
の
研
究
教
育
活
動

を
担
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
本

年
四
月
一
日
か
ら
、
岩
田
太
教
授

（
英
米
法
）
が
、神
奈
川
大
学
法
学

部
と
の
ク
ロ
ス
ア
ポ
イ
ン
ト
メ
ン

ト
協
定
に
基
づ
き
、
着
任
さ
れ
ま

し
た
。

実
務
家
の
先
生
方
の
異
動
も
ご

ざ
い
ま
し
た
。
公
共
政
策
大
学

院
で
は
、
昨
年
七
月
に
、
宇
田
川

尚
子
教
授
が
警
察
庁
に
帰
任
さ

れ
、
御
手
洗
潤
教
授
が
本
学
災
害

科
学
国
際
研
究
所
に
転
任
さ
れ
た

一
方
、
同
年
八
月
に
、
小
林
雪
治

教
授
がJICA

（
国
際
協
力
機
構
）

か
ら
着
任
さ
れ
ま
し
た
。
法
科
大

学
院
で
は
、
本
年
三
月
末
に
、
松

岡
徹
教
授
が
経
済
産
業
省
特
許
庁

に
、
柏
木
良
太
准
教
授
が
検
察
庁

に
、
そ
れ
ぞ
れ
帰
任
さ
れ
、
替

わ
っ
て
、
上
嶋
裕
樹
教
授
、
谷
史

好
教
授
が
、
各
庁
か
ら
着
任
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
弁
護
士
・
み
な

し
専
任
教
授
の
曽
我
陽
一
教
授
が

退
任
さ
れ
、
本
学
法
科
大
学
院
修

了
生
で
あ
る
弁
護
士
の
伊
藤
佑
紀

教
授
が
着
任
さ
れ
ま
し
た
。

助
教
の
動
き
に
つ
き
ま
し
て

は
、
本
年
三
月
末
に
、
高
暁
彦
助

教
が
広
島
大
学
人
間
社
会
科
学
研

究
科
助
教
と
し
て
採
用
さ
れ
、
肖

陽
助
教
が
熊
本
大
学
法
学
部
准
教

授
と
し
て
採
用
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

退
職
さ
れ
た
一
方
、
本
年
四
月
、

賓
揚
助
教
が
法
学
研
究
科
特
任
助

教（
運
営
）か
ら
、三
嶋
康
平
助
教

が
同
特
任
フ
ェ
ロ
ー
か
ら
、
王
丹

助
教
が
同
博
士
後
期
課
程
院
生
か

ら
、
そ
れ
ぞ
れ
着
任
し
ま
し
た
。

残
念
な
こ
と
に
、
今
年
も
訃
報

を
お
知
ら
せ
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
小
田
滋
特
別
栄
誉
教
授

（
国
際
法
）
が
昨
年
九
月
四
日
に
、

他
界
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
ご
功
績

に
改
め
て
深
謝
い
た
し
ま
す
と
と

も
に
、
謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上

げ
ま
す
。

学
部
・
研
究
科
を
と
り
ま
く
状

況
と
い
た
し
ま
し
て
、
二
〇
二
四

年
一
一
月
、
東
北
大
学
が
唯
一
の

国
際
卓
越
研
究
大
学
と
し
て
認
定

さ
れ
て
以
来
、
研
究
科
内
に
戦
略

支
援
室
を
設
け
、
Ｕ
Ｒ
Ａ
（
研
究

力
強
化
等
を
支
援
す
る
専
門
職
）、

国
際
対
応
専
門
職
ス
タ
ッ
フ
の
支

援
の
も
と
、
学
生
を
含
め
た
国
際

交
流
の
活
発
化
、
研
究
成
果
の
積

極
的
な
広
報
等
を
通
じ
た
法
学
・

政
治
学
の
意
義
の
発
信
、
国
際
卓

越
研
究
大
学
と
し
て
要
請
さ
れ
る

研
究
助
成
金
・
寄
付
金
等
の
外
部

資
金
確
保
な
ど
の
課
題
に
、
取
り

組
ん
で
お
り
ま
す
。
二
〇
二
五
年

度
に
は
、
研
究
の
国
際
展
開
等
を

図
り
、
研
究
力
を
強
化
す
る
た
め

の
戦
略
的
人
事
と
し
て
、
テ
ニ
ュ

ア
ト
ラ
ッ
ク
准
教
授
の
国
際
公
募

を
実
施
し
、
二
名
の
採
用
を
決
定

し
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
、
篠
本
創

准
教
授
（
国
際
関
係
論
）
が
本
年

四
月
に
着
任
さ
れ
、
も
う
一
名

（
国
際
法
）
も
二
〇
二
六
年
度
中

に
着
任
予
定
で
す
。

同
窓
生
の
皆
さ
ま
の
多
方
面
に

わ
た
る
ご
経
験
、
ご
知
見
か
ら

学
ば
せ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
法

学
部
・
法
学
研
究
科
の
社
会
の
基

盤
を
支
え
る
教
育
及
び
研
究
の
伝

統
を
守
り
つ
つ
、
新
た
な
環
境
の

も
と
で
の
飛
躍
を
図
っ
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
法
学

部
・
法
学
研
究
科
の
後
輩
た
ち
の

た
め
に
、
よ
り
一
層
の
ご
指
導
ご

支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

末
筆
な
が
ら
、
同
窓
生
の
皆
さ

ま
の
ご
健
勝
と
益
々
の
ご
発
展
を

お
祈
り
い
た
し
ま
し
て
、
ご
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。
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学
部
教
授
に
昇
任
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
間
、
小
田
先
生
は
１
９
５
０

年
代
の
極
め
て
早
い
時
期
か
ら
、

問
題
の
本
質
を
鋭
く
捉
え
る
卓
越

し
た
洞
察
力
と
緻
密
な
実
証
的
分

析
に
基
づ
い
て
海
洋
法
の
資
源
管

理
の
法
へ
の
構
造
転
換
を
世
界
に

先
駆
け
て
主
張
さ
れ
ま
し
た
。
先

生
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
国
際
会
議
や

世
界
的
な
学
術
会
議
、
条
約
交
渉

な
ど
数
多
く
の
場
で
国
際
的
に
ご

活
躍
さ
れ
、
特
に
１
９
６
８
年
の

北
海
大
陸
棚
事
件
口
頭
弁
論
で
の

西
ド
イ
ツ
政
府
首
席
代
理
人
と
し

て
の
先
生
の
ご
活
躍
が
翌
69
年
の

国
際
司
法
裁
判
所
判
決
で
の
西
ド

イ
ツ
の
実
質
的
勝
訴
を
も
た
ら
し

た
ご
貢
献
は
、
同
判
決
が
そ
の
後

の
海
洋
法
の
発
展
に
も
た
ら
し
た

影
響
と
と
も
に
、
国
際
的
に
広
く

知
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
１
９
６
９

年
に
は
万
国
国
際
法
学
会
正
会

員
、
１
９
７
５
年
に
ア
メ
リ
カ
国

際
法
学
会
名
誉
会
員
と
な
ら
れ
、

１
９
７
５
年
の
国
連
に
お
け
る
選

挙
で
国
際
司
法
裁
判
所
の
裁
判
官

に
当
選
さ
れ
、
１
９
７
６
年
か
ら

２
０
０
３
年
ま
で
3
期
27
年
に
わ

た
り
国
際
司
法
裁
判
所
裁
判
官
を

務
め
ら
れ
ま
し
た
。
80
年
以
上
に

及
ぶ
国
際
司
法
裁
判
所
の
長
い
歴

史
の
中
で
、
3
期
27
年
の
裁
判
官

の
任
期
を
全
う
さ
れ
た
の
は
小
田

先
生
た
だ
お
一
人
で
す
。
こ
の
間
、

先
生
は
数
多
く
の
判
決
及
び
勧
告

的
意
見
に
関
与
さ
れ
、
国
際
社
会

に
お
け
る
紛
争
の
平
和
的
解
決
と

国
際
法
の
発
展
に
多
大
な
ご
貢
献

を
さ
れ
ま
し
た
。

小
田
先
生
は
、
日
本
国
内
で

も
、
１
９
９
４
年
に
日
本
学
士
院

会
員
に
選
出
さ
れ
、
２
０
０
３
年

に
は
瑞
宝
大
綬
章
受
章
、
国
際
法

協
会
日
本
支
部
代
表
理
事
、
さ
ら

に
仙
台
市
名
誉
市
民
と
な
ら
れ

ま
し
た
。
そ
の
後
、
長
年
に
わ

た
る
国
内
外
に
お
け
る
国
際
法
分

野
で
の
多
大
な
ご
功
績
に
よ
り
、

２
０
０
７
年
に
文
化
功
労
者
、

２
０
１
２
年
に
は
文
化
勲
章
を
受

章
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
小
田
先
生
は
、
国

際
的
に
ご
活
躍
さ
れ
た
知
の
巨

人
と
し
て
世
界
的
に
広
く
知
ら
れ

て
お
り
ま
す
。
そ
の
一
方
、
先
生

は
非
常
に
快
活
か
つ
温
か
い
お
人

柄
で
、
多
く
の
人
々
を
惹
き
つ
け

ら
れ
ま
し
た
。
私
自
身
も
、
何
度

か
ハ
ー
グ
の
裁
判
所
に
お
招
き
を

受
け
、
裁
判
官
執
務
室
な
ど
裁
判

所
の
内
部
を
先
生
ご
自
身
に
親

し
く
ご
案
内
い
た
だ
き
、
大
変

恐
縮
し
た
覚
え
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
ハ
ー
グ
で
の
裁
判
官
ご
在

任
中
も
、
仙
台
に
ご
帰
国
さ
れ
た

折
り
に
は
東
北
大
学
法
学
部
の
図

書
室
に
よ
く
お
越
し
に
な
り
、
そ

こ
で
最
近
の
裁
判
所
で
の
事
件
の

ご
様
子
な
ど
を
お
話
い
た
だ
く
機

会
に
も
恵
ま
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
に
、
小
田
先
生
は
、
若
い
次
世

代
の
研
究
者
に
対
し
て
も
懇
切
に

接
し
て
い
た
だ
く
温
か
い
お
人
柄

で
、
周
囲
の
多
く
の
人
々
を
深
く

魅
了
い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
、
先
生
は
、
ご
自
身
が

１
９
５
０
年
か
ら
生
活
の
本
拠
と

さ
れ
て
い
た
仙
台
の
地
と
東
北
大

学
を
非
常
に
愛
し
て
お
ら
れ
ま
し

た
。
先
生
の
国
際
的
な
ご
名
声
を

高
め
た
１
９
６
８
年
の
北
海
大
陸

棚
事
件
で
の
弁
論
に
向
け
て
「
仙

台
近
郊
の
温
泉
地
に
自
ら
を
缶
詰

に
し
て
」
東
北
大
学
法
学
部
の
同

僚
教
授
と
の
会
話
な
ど
を
ヒ
ン
ト

に
「
フ
ァ
サ
ー
ド
理
論
」
等
の
構

想
を
練
っ
た
こ
と
や
、
教
授
で
あ

り
な
が
ら
世
界
中
を
飛
び
ま
わ
ら

れ
た
先
生
に
寛
容
で
あ
っ
た
東
北

大
学
へ
の
感
謝
の
思
い
な
ど
を
、

東
北
大
学
特
別
栄
誉
教
授
・
東

北
大
学
名
誉
教
授
で
国
際
司
法
裁

判
所
裁
判
官
を
務
め
ら
れ
た
小
田

滋
先
生
が
、
２
０
２
５
年
９
月
４

日
に
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
（
享
年

１
０
０
歳
）。
こ
こ
に
謹
ん
で
先

生
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。

小
田
滋
先
生
は
、
１
９
２
４

年
に
札
幌
市
で
お
生
ま
れ
に
な

り
、
御
父
上
の
台
北
帝
国
大
学
医

学
部
教
授
ご
赴
任
に
伴
い
10
歳
か

ら
台
湾
で
過
ご
さ
れ
、
旧
制
台
北

高
等
学
校
を
ご
卒
業
の
後
、
東
京

帝
国
大
学
法
学
部
に
入
学
さ
れ

１
９
４
７
年
10
月
に
法
学
部
政
治

学
科
を
卒
業
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
、
同
学
部
の
特
別
研
究
生
を
経

て
、
１
９
５
０
年
に
東
北
大
学

法
学
部
講
師
と
し
て
着
任
さ
れ
、

１
９
５
０
年
か
ら
１
９
５
３
年
ま

で
戦
後
最
初
の
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー

財
団
に
よ
る
留
学
生
と
し
て
米
国

の
イ
ェ
ー
ル
大
学
ロ
ー
ス
ク
ー
ル

に
ご
留
学
、イ
ェ
ー

ル
大
学
で
法
学
博

士
号
（J.S.D

.

）
を

取
得
さ
れ
ま
し
た
。

ご
帰
国
直
後
の

１
９
５
３
年
に
東

北
大
学
法
学
部
助

教
授
、１
９
５
９
年

に
は
東
北
大
学
法

小
田
滋
先
生
を
偲
ん
で

　

東
北
大
学
理
事
・
副
学
長

�

植　

木　

俊　

哉

若き日の小田先生

（3）第 53 号 令和8年5月30日会　　　　　　　　報



先
生
は
ご
著
書
の
中
で
率
直
に
回

顧
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
小
田
先
生

は
、
１
９
８
５
年
に
東
北
大
学
名

誉
教
授
の
称
号
を
授
与
さ
れ
、
国

際
司
法
裁
判
所
か
ら
の
ご
帰
国
後

の
２
０
０
４
年
に
は
、
国
立
大
学

法
人
化
直
後
の
東
北
大
学
の
初
代

総
長
選
考
会
議
議
長
に
就
任
さ
れ

て
、
時
代
を
先
取
り
す
る
新
た
な

総
長
選
考
制
度
の
東
北
大
学
へ
の

導
入
に
ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

小
田
先
生
の
人
を
惹
き
つ
け
る

明
る
い
笑
顔
や
楽
し
い
お
話
、
ま

た
国
際
法
に
関
す
る
厳
し
い
ご
意

見
な
ど
を
直
接
お
伺
い
す
る
こ

と
が
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
こ
と

は
、
私
ど
も
に
と
り
ま
し
て
痛
恨

の
極
み
で
す
。
小
田
先
生
に
賜
り

ま
し
た
数
多
く
の
学
恩
に
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

今
後
と
も
私
ど
も
後
進
の
者
を
温

か
く
見
守
っ
て
く
だ
さ
い
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
追

悼
の
言
葉
に
代
え
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

す
ら
っ
と
背
の
高
い
太
田
先
生

の
温
厚
な
お
人
柄
は
、
と
て
も
素

敵
で
あ
っ
た
。
先
生
か
ら
学
ん
だ

こ
と
は
大
き
い
。

こ
う
し
て
先
生
を
偲
ぶ
文
章
を

書
き
な
が
ら
、
ふ
と
思
い
出
す
の

は
、「
太
陽
の
光
っ
て
の
は
、
す
ご

い
ね
ぇ
。
あ
の
路
地
の
根
雪
を
溶

か
す
ん
で
す
よ
」
と
か
、「
娘
の

使
っ
て
い
る
ネ
ッ
ト
っ
て
い
う
の

は
す
ご
い
ね
ぇ
。
文
献
が
一
発
で

見
つ
か
る
ん
で
す
よ
」
と
い
っ
た

先
生
の
素
直
な
感
想
の
言
葉
で
あ

る
。
思
え
ば
、
太
田
先
生
は
太
陽

の
よ
う
に
暖
か
く
包
容
力
の
あ
る

存
在
で
あ
っ
た
。
広
中
俊
雄･

鈴

木
禄
弥･

幾
代
通
の
3
先
生
と
は

明
ら
か
に
一
線
を
画
し
た
控
え
め

な
立
ち
位
置
に
あ
り
、
研
究
会
で

の
報
告
者
に
対
し
て
、
広
中
先
生

は
一
刀
両
断
の
唐
竹
割
り
で
、
鈴

木
先
生
は
前
後
左
右
か
ら
の
滅
多

斬
り
、
幾
代
先
生
は
「
お
い
、
大

丈
夫
か
」
と
言
い
な
が
ら
と
ど
め

を
刺
し
た
。
こ
う
し
た
3
先
生
の

後
は
、
太
田･

河
上
と
森
田
宏
樹

先
生
で
東
北
大
学
法
学
部
の
民
法

を
担
当
し
た
。
私
は
、
こ
れ
ら
の

先
生
方
に
育
て
て
い
た
だ
い
た
と

の
思
い
が
強
い
。

穏
や
か
で
親
し
み
深
い
語
り
口

で
学
生
達
か
ら
も
慕
わ
れ
て
い
た

太
田
先
生
は
、
当
初
東
北
大
学
無

料
法
律
相
談
所
の
顧
問
も
引
き
受

け
て
お
ら
れ
、
私
が
そ
の
後
を
継

ぎ
、
や
が
て
私
が
東
京

に
出
て
か
ら
は
、
水
野

紀
子
先
生
が
引
き
受
け

て
く
だ
さ
っ
た
。
相
談

所
が
地
方
に
出
か
け
て

い
っ
た
と
き
に
、
控
室

で
色
々
お
話
し
す
る
の

が
、楽
し
み
で
あ
っ
た
。

先
生
は
、
学
生
達
が
、

太
田
知
行
先
生
の
こ
と

　

東
北
大
学
名
誉
教
授

�

　

河　

上　

正　

二

来
所
者
の
方
々
に
ア
ド
バ
イ
ス
し

た
結
果
を
、「
う
ん
、う
ん
」と
う
な

ず
い
て
聞
き
な
が
ら
、
適
切
な
指

導
を
怠
ら
な
か
っ
た
。
せ
っ
か
ち

な
私
な
ど
は
「
何
も
な
く
て
供
託

な
ん
か
で
き
る
の
で
す
か
っ
」
と

叱
る
よ
う
な
言
い
方
を
し
た
が
、

今
に
し
て
思
え
ば
反
省
す
る
こ
と

し
き
り
で
あ
る
。
そ
れ
を
聞
い
た

来
所
者
さ
ん
が
学
生
の
意
見
を
ど

う
思
う
か
に
考
え
が
及
ば
な
か
っ

た
。
懸
命
に
調
べ
て
相
談
に
対
応

し
た
学
生
達
は
、
ど
う
感
じ
た
ろ

う
。い
ま
で
も
、太
田
先
生
に
お
尋

ね
し
た
い
こ
と
は
多
い
が
、
残
念

な
が
ら
最
早
そ
れ
も
叶
わ
な
い
。

東
北
大
学
で
学
生
達
や
教
員
仲

間
、
太
田
先
生
に
巡
り
会
え
た
私

は
、
研
究
者･

教
育
者
と
し
て
の

み
な
ら
ず
、
人
間
と
し
て
も
幸
せ

者
で
あ
っ
た
と
思
う
。

第 53 号（4）会　　　　　　　　報令和8年5月30日



件
段
階
）
に
お
い
て
、
法
益
侵
害

「
結
果
」
に
は
何
が
含
ま
れ
、ど
の

よ
う
な
場
合
に
そ
の
結
果
を
行
為

者
の
し
わ
ざ
と
し
て
「
帰
属
」
で

き
る
の
か
が
分
析
さ
れ
て
き
た
の

と
同
様
に
、
違
法
性
阻
却
事
由
に

つ
い
て
も
、法
益
保
全「
結
果
」と

そ
の
「
帰
属
」
の
観
点
か
ら
分
析

す
る
こ
と
が
可
能
と
い
え
ま
す
。

そ
こ
で
、
従
来
と
は
異
な
る
「
結

果
帰
属
」
と
い
う
観
点
か
ら
分
析

を
行
う
こ
と
で
正
当
化
を
め
ぐ
る

議
論
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
、
ま
た
、
そ
う
し
た
分
析

を
通
じ
て
、
結
果
帰
属
の
観
点
が

正
当
化
の
問
題
を
体
系
的
に
論
じ

る
た
め
の
総
論
的
視
座
の
一
つ
と

な
り
う
る
こ
と
を
示
す
こ
と
が
で

き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
、
結

果
帰
属
の
観
点
か
ら
正
当
化
を
め

ぐ
る
い
く
つ
か
の
問
題
に
つ
い
て

検
討
を
行
い
ま
し
た
。

研
究
の
端
緒

も
っ
と
も
、
研
究
を
開
始
し
た

当
初
か
ら
こ
う
し
た
問
題
意
識
を

持
っ
て
い
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
大
学
院
へ
進
学
す
る

に
あ
た
っ
て
決
定
し
た
研
究
テ
ー

マ
は
共
犯
論
で
あ
り
、
修
士
課

程
で
は
、
共
犯
の
処
罰
根
拠
・
従

属
性
の
問
題
に
つ
い
て
研
究
を
行

い
、
修
士
論
文
を
執
筆
し
ま
し

た
。
し
か
し
、共
犯
の
処
罰
根
拠
・

従
属
性
を
め
ぐ
る
議
論
は
ド
イ
ツ

法
に
由
来
し
、
こ
れ
を
紹
介
・
分

析
す
る
重
厚
な
先
行
研
究
が
す
で

に
多
数
存
在
し
て
い
た
こ
と
か

ら
、
新
規
性
の
あ
る
研
究
と
し
て

ど
の
よ
う
に
発
展
さ
せ
て
い
く
の

か
が
大
き
な
課
題
と
し
て
残
り
ま

し
た
。
そ
し
て
、
博
士
後
期
課
程

に
進
学
し
て
し
ば
ら
く
は
、
こ
の

課
題
を
克
服
す
る
こ
と
が
で
き

ず
、
ま
た
、
共
犯
論
を
研
究
領
域

と
す
る
こ
と
に
こ
だ
わ
り
す
ぎ
て

い
た
こ
と
も
あ
り
、
研
究
自
体
は

停
滞
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
中
で
、
共
犯
論
の

研
究
か
ら
正
当
化
論
の
結
果
帰
属

論
的
考
察
へ
と
シ
フ
ト
す
る
き
っ

か
け
と
な
っ
た
の
が
、
従
来
か
ら

取
り
組
ん
で
き
た
「
違
法
性
の
連

帯
性
」
の
問
題
で
す
。
違
法
性
の

連
帯
性
と
は
、
例
え
ば
、
Ａ
か
ら

殴
ら
れ
そ
う
に
な
っ
た
た
め
、
Ｘ

が
身
を
守
る
た
め
に
Ｙ
か
ら
渡
さ

れ
た
木
の
棒
で
Ａ
に
反
撃
し
て
怪

我
を
負
わ
せ
た
場
合
、
正
当
防
衛

行
為
を
行
っ
た
Ｘ
だ
け
で
な
く
、

東
北
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
准
教
授

	

松　

本　

圭　

史

博
士
論
文
と
刑
法
解
釈
論

研
究
テ
ー
マ

私
は
、
２
０
２
４
年
４
月
に
東

北
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
に
着

任
し
、
刑
法
の
講
義
・
演
習
な
ど

を
担
当
し
て
い
ま
す
。
研
究
紹
介

と
い
う
こ
と
で
、
今
回
は
、
私
の

こ
れ
ま
で
の
主
た
る
研
究
業
績
の

一
つ
で
あ
る
博
士
論
文
の
内
容
に

つ
い
て
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

刑
法
の
研
究
と
い
え
ば
、
例
え

ば
、
正
当
防
衛
論
、
未
遂
犯
論
、
共

犯
論
と
い
っ
た
よ
う
に
、
確
立
さ

れ
た
主
要
な
問
題
領
域
を
対
象
と

す
る
こ
と
が
一
般
的
で
す
。
し
か

し
、
私
の
博
士
論
文
の
テ
ー
マ
は
、

そ
う
し
た
特
定
の
問
題
領
域
に
特

化
し
た
も
の
で
は
な
く
、
領
域
横

断
的
な
も
の
で
し
た
。
具
体
的
に

は
、
刑
法
に
お
け
る
正
当
化
事
由

（
違
法
性
阻
却
事
由
）
の
結
果
帰
属

論
的
考
察
、
つ
ま
り
、
刑
法
に
お

け
る
正
当
化
を
め
ぐ
る
諸
問
題
を

「
結
果
」
と
「
帰
属
」
の
観
点
か
ら

分
析
す
る
と
い
う
も
の
で
し
た
。

刑
法
は
、
生
命
、
身
体
、
財
産

な
ど
の
法
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
る

べ
き
社
会
的
に
重
要
な
利
益
・
価

値
（
法
益
）
を
保
護
す
る
た
め
に
、

そ
れ
を
侵
害
す
る
行
為
を
「
犯

罪
」
行
為
と
し
て
定
め
て
い
ま

す
。
そ
う
す
る
と
、
犯
罪
行
為
が

違
法
と
評
価
さ
れ
る
の
は
、
法
益

を
保
護
す
る
と
い
う
刑
法
の
目
的

に
反
し
て
、
法
益
侵
害
と
い
う
マ

イ
ナ
ス
の
結
果
を
生
じ
さ
せ
る
た

め
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
こ
の
よ
う
に
法
益
侵
害
と

い
う
マ
イ
ナ
ス
の
結
果
が
違
法
性

を
基
礎
づ
け
る
の
だ
と
す
る
と
、

そ
れ
と
は
対
照
的
に
、
刑
法
の
目

的
に
沿
っ
た
法
益
保
全
と
い
う
プ

ラ
ス
の
結
果
を
生
じ
さ
せ
た
と
い

う
事
情
は
、
犯
罪
行
為
の
違
法
性

を
否
定
す
る
方
向
に
作
用
す
る
と

考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ

を
定
式
化
し
た
の
が
、
違
法
性
阻

却
の
一
般
原
理
と
し
て
の
優
越
的

利
益
原
理
で
あ
り
、
あ
る
行
為
に

よ
っ
て
保
全
さ
れ
た
法
益
が
そ
れ

に
よ
っ
て
侵
害
さ
れ
た
法
益
を
上

回
っ
て
い
る
場
合
、
全
体
と
し
て

み
れ
ば
実
質
的
に
は
マ
イ
ナ
ス
の

結
果
が
生
じ
て
い
な
い
と
い
え
る

こ
と
か
ら
、
違
法
性
が
阻
却
さ
れ

る
と
解
さ
れ
て
い
ま
す
。「
こ
れ
に

よ
っ
て
生
じ
た
害
が
避
け
よ
う
と

し
た
害
の
程
度
を
超
え
な
か
っ
た

場
合
に
限
り
、罰
し
な
い
。」
と
定

め
る
刑
法
37
条
（
緊
急
避
難
）
も
、

こ
う
し
た
優
越
的
利
益
原
理
に
基

づ
く
も
の
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

違
法
性
の
基
礎
づ
け
の
問
題
と

違
法
性
阻
却
の
問
題
を
こ
の
よ
う

に
対
照
的
に
捉
え
る
場
合
、
そ
の

性
質
は
異
な
る
も
の
の
、
い
ず
れ

も
結
果
の
発
生
を
問
題
と
す
る
点

で
共
通
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。
そ
う
す
る
と
、
違
法

性
を
基
礎
づ
け
る
段
階
（
構
成
要
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そ
れ
を
手
助
け
し
た
Ｙ
も
同
様
に

違
法
性
が
阻
却
さ
れ
て
適
法
と
評

価
さ
れ
る
、
と
い
っ
た
よ
う
に
共

犯
者
間
で
違
法
評
価
が
連
帯
（
連

動
）
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。
従

来
、
実
行
者
で
あ
る
正
犯
が
適
法

で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
を
手
助
け

し
た
に
す
ぎ
な
い
共
犯
も
適
法
と

な
る
の
は
当
然
で
あ
る
と
さ
れ
て

き
ま
し
た
が
、
ど
の
よ
う
な
場
合

に
な
ぜ
違
法
性
が
連
帯
す
る
こ
と

に
な
る
の
か
に
つ
い
て
は
理
論
的

に
検
討
の
余
地
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
違
法
性
の
連
帯
性
を
め
ぐ

る
議
論
に
お
い
て
、
結
果
帰
属
の

観
点
か
ら
重
要
と
考
え
ら
れ
る
二

つ
の
指
摘
が
み
ら
れ
ま
し
た
。
一

つ
目
が
、
共
犯
者
は
正
犯
者
の
正

当
防
衛
行
為
に
よ
っ
て
生
じ
た
法

益
侵
害
結
果（
Ａ
の
負
傷
）だ
け
で

な
く
、
法
益
保
全
結
果
（
Ａ
の
攻

撃
か
ら
Ｘ
が
守
ら
れ
た
こ
と
）
に

つ
い
て
も
因
果
性
を
及
ぼ
し
て
い

る
た
め
、
共
犯
者
に
も
違
法
性
阻

却
の
効
果
が
及
ぶ
と
い
う
も
の
で

す
。2
つ
目
が
、共
犯
者
が
利
益
衝

突
状
況
（
正
当
防
衛
状
況
）
を
あ

え
て
作
り
出
し
た
よ
う
な
場
合
に

は
、
正
犯
者
に
正
当
防
衛
に
よ
る

違
法
性
阻
却
が
認
め
ら
れ
る
と
し

て
も
、
そ
の
効
果
は
正
当
防
衛
状

況
を
わ
ざ
わ
ざ
作
り
出
し
た
共
犯

者
に
は
及
ば
ず
、
違
法
と
評
価
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
、
つ
ま
り
、
例

外
的
に
違
法
性
の
連
帯
性
が
認
め

ら
れ
な
い
こ
と
に
な
る
と
い
う
も

の
で
す
。
私
は
、
結
果
帰
属
の
観

点
か
ら
、
前
者
に
つ
い
て
は
、
法

益
保
全
結
果
に
対
し
て
因
果
性
を

及
ぼ
し
て
い
れ
ば
原
則
と
し
て
そ

の
「
帰
属
」
が
認
め
ら
れ
る
こ
と

を
、後
者
に
つ
い
て
は
、法
益
保
全

結
果
に
対
し
て
因
果
性
を
及
ぼ
し

て
い
る
と
し
て
も
、
い
ず
れ
か
の

法
益
が
侵
害
せ
ざ
る
得
な
い
状
況

を
あ
え
て
作
り
出
す
と
い
う
違
法

性
阻
却
（
正
当
防
衛
）
の
趣
旨
に

反
す
る
行
い
を
し
た
者
に
つ
い
て

は
例
外
的
に
そ
の
「
帰
属
」
を
認

め
ず
、
違
法
性
が
阻
却
さ
れ
な
い

こ
と
を
示
す
も
の
と
位
置
づ
け
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
結
果
帰
属

論
的
考
察
の
端
緒
と
し
て
、
違
法

性
の
連
帯
性
の
問
題
を
法
益
保
全

結
果
の
「
帰
属
」
が
問
題
と
な
る

場
面
で
あ
る
と
整
理
し
ま
し
た
。

結
果
帰
属
論
的
考
察
の
展
開

次
に
、
結
果
帰
属
論
的
考
察
を

展
開
す
る
に
あ
た
り
、
違
法
性
阻

却
を
基
礎
づ
け
る
「
結
果
」
と
は

ど
の
よ
う
な
も
の
か
に
つ
い
て
考

察
す
る
た
め
に
、「
失
敗
し
た
正
当

防
衛
」
と
呼
ば
れ
る
問
題
に
つ
い

て
検
討
を
加
え
ま
し
た
。

失
敗
し
た
正
当
防
衛
と
は
、
例

え
ば
、
Ａ
か
ら
殴
ら
れ
そ
う
に

な
っ
た
た
め
、
Ｘ
が
身
を
守
る
た

め
に
Ａ
を
殴
打
し
て
怪
我
を
負
わ

せ
た
が
、
そ
れ
を
意
に
介
せ
ず
Ａ

が
攻
撃
を
継
続
し
た
た
め
、
結
局
、

Ｘ
が
Ａ
に
殴
打
さ
れ
て
怪
我
を

負
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
場
合
で

す
。
こ
の
場
合
、
結
局
Ｘ
は
殴
ら

れ
て
お
り
、
Ａ
か
ら
殴
ら
れ
る
こ

と
は
な
か
っ
た
と
い
う
意
味
で
の

法
益
保
全
に
は
失
敗
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
違
法
性
阻
却
を
基
礎
づ

け
る
法
益
保
全
結
果
が
発
生
し
て

い
な
い
と
も
い
え
そ
う
で
す
。
現

に
、
従
来
の
学
説
に
お
い
て
は
、

防
衛
に
失
敗
し
た
以
上
、
正
当
化

を
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
す

る
見
解
も
み
ら
れ
ま
し
た
。
し
か

し
、
こ
う
し
た
場
合
に
正
当
化
を

認
め
な
い
こ
と
は
妥
当
で
な
い
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
一

方
で
は
攻
撃
を
加
え
て
き
た
者
が

屈
強
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
他
方

で
は
防
衛
を
す
る
者
が
非
力
で
あ

れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
防
衛
に
失
敗
す

る
可
能
性
が
高
く
な
り
、
防
衛
者

に
正
当
防
衛
の
成
立
を
認
め
る
こ

と
が
困
難
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す

が
、
そ
う
し
た
帰
結
は
到
底
受
け

入
れ
ら
れ
な
い
た
め
で
す
。
そ
の

た
め
、
こ
う
し
た
場
合
に
も
正
当

化
を
認
め
る
べ
き
だ
と
す
る
見
解

が
学
説
で
も
有
力
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
な
ぜ
正
当
化
を
認
め
る
こ

と
が
で
き
る
の
か
に
つ
い
て
は
、

理
論
的
な
基
礎
づ
け
が
十
分
に
は

行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
こ
で
、
ド
イ
ツ
法
に
お
け
る

議
論
も
参
照
し
な
が
ら
、
結
果
帰

属
論
の
観
点
か
ら
理
論
的
な
基
礎

づ
け
を
試
み
ま
し
た
。ま
ず
、違
法

性
の
基
礎
づ
け
の
際
に
は
、
死
亡

結
果
が
発
生
し
た
場
合
だ
け
で
な

く
、
死
期
を
早
め
た
場
合
や
怪
我

を
重
篤
化
さ
せ
た
場
合
に
も
違
法

性
を
基
礎
づ
け
る
「
結
果
」
が
発

生
し
た
と
い
え
る
と
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
応
用
し
、
そ
れ
と
は
対
照

的
に
、
最
終
的
に
法
益
の
保
全
に

失
敗
し
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
防

衛
行
為
に
よ
っ
て
攻
撃
者
の
攻
撃

を
弱
体
化
な
い
し
遅
延
さ
せ
た
場

合
に
は
、
違
法
性
阻
却
を
基
礎
づ

け
る
法
益
保
全
「
結
果
」
が
発
生

し
た
（
部
分
的
に
見
れ
ば
防
衛
に

成
功
し
た
）
と
捉
え
る
こ
と
に
問

題
は
な
い
と
考
え
ま
し
た
。
ま
た
、

そ
う
し
た
攻
撃
の
弱
体
化
・
遅
延

す
ら
認
め
ら
れ
な
い
場
合
で
あ
っ

て
も
、例
え
ば
、人
の
死
亡
と
い
う

侵
害
結
果
が
生
じ
な
く
と
も
、
人

を
死
亡
さ
せ
る
危
険
性
・
可
能
性

（
法
益
侵
害
の
危
険
性
・
可
能
性
）

を
生
じ
さ
せ
た
場
合
に
は
未
遂
犯

の
成
立
を
基
礎
づ
け
る
違
法
性
が

認
め
ら
れ
る
こ
と
を
応
用
し
、
そ

れ
と
は
対
照
的
に
、
攻
撃
の
回
避

や
弱
体
化
・
遅
延
と
い
っ
た
防
衛

結
果
が
生
じ
た
可
能
性
（
法
益
保

全
の
可
能
性
）
が
認
め
ら
れ
れ
ば
、

違
法
性
阻
却
を
認
め
る
こ
と
も
可

能
で
あ
る
と
結
論
づ
け
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
違
法
性
阻
却
を
基
礎

づ
け
る
「
結
果
」
と
い
う
観
点
か

ら
、
中
止
犯
の
法
的
性
格
を
め
ぐ

る
問
題
に
つ
い
て
も
検
討
を
加
え

ま
し
た
。

例
え
ば
、
Ｘ
が
Ａ
に
向
か
っ
て

け
ん
銃
を
発
射
し
、
Ａ
は
致
命

傷
を
負
っ
た
が
、
Ａ
が
苦
し
ん
で

い
る
の
を
見
た
Ｘ
が
翻
意
し
て
急

い
で
Ａ
を
病
院
に
連
れ
て
行
っ
た

た
め
、
Ａ
が
一
命
を
取
り
留
め
た

場
合
、
こ
の
よ
う
に
途
中
で
犯
罪
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を
中
止
し
た
Ｘ
に
は
中
止
犯
（
刑

法
四
十
三
条
但
書
）
の
成
立
が
認

め
ら
れ
ま
す
。
通
常
の
未
遂
犯
の

場
合
、
刑
が
任
意
的
に
減
軽
さ
れ

る
に
す
ぎ
な
い
の
に
対
し
て
、
中

止
犯
の
成
立
が
認
め
ら
れ
る
場
合

に
は
刑
が
必
要
的
に
減
軽
ま
た
は

免
除
さ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
中

止
行
為
が
行
わ
れ
た
場
合
に
だ
け

な
ぜ
そ
の
よ
う
な
寛
大
な
措
置
が

と
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
の
か
つ
い

て
、
伝
統
的
に
議
論
が
行
わ
れ
て

き
ま
し
た
。

従
来
は
、
中
止
行
為
に
よ
り
違

法
性
の
減
少
が
認
め
ら
れ
る
と
す

る
「
違
法
減
少
説
」、
責
任
非
難
の

減
少
が
認
め
ら
れ
る
と
す
る
「
責

任
減
少
説
」、
行
為
者
に
対
し
て
法

益
の
保
護
に
資
す
る
中
止
行
為
を

動
機
づ
け
る
た
め
に
刑
の
必
要
的

減
軽
ま
た
は
免
除
と
い
う
褒
賞
を

定
め
て
い
る
と
す
る「
政
策
説
」な

ど
が
主
張
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
こ

の
中
で
も
特
に
、
違
法
減
少
説
に

対
し
て
は
、
中
止
行
為
に
よ
り
法

益
侵
害
の
危
険
を
消
滅
さ
せ
た
と

し
て
も
、
被
害
者
を
法
益
侵
害
の

危
険
に
晒
し
た
と
い
う
過
去
の
事

実
は
消
え
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、

そ
こ
で
減
少
す
る
違
法
性
が
何
で

あ
る
の
か
が
明
ら
か
で
な
い
と
の

批
判
が
向
け
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
、私
は
、結
果
帰
属
の
観
点

か
ら
考
察
を
加
え
、
中
止
行
為
に

よ
り
法
益
侵
害
の
危
険
が
消
滅
し

て
未
遂
に
と
ど
ま
っ
た
と
い
う
こ

と
は
、言
い
換
え
れ
ば
、法
益
の
保

全
が
実
現
し
た
こ
と
に
ほ
か
な
ら

な
い
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
点
に
つ

い
て
は
他
の
正
当
化
の
場
合
と
同

様
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
し

て
、
法
益
保
全
結
果
を
発
生
さ
せ

た
こ
と
に
基
づ
い
て
違
法
減
少
と

し
て
の
性
質
を
基
礎
づ
け
る
こ
と

が
で
き
る
と
結
論
づ
け
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
研
究
活
動
に
つ
い
て

以
上
の
よ
う
な
研
究
を
博
士
論

文
に
ま
と
め
、
単
著
と
し
て
出
版

す
る
機
会
に
も
恵
ま
れ
た
こ
と
か

ら
、
い
っ
た
ん
は
研
究
に
区
切
り

が
つ
い
た
と
い
え
ま
す
。
そ
の
た

め
、
従
来
か
ら
並
行
し
て
研
究
し

て
き
た
危
険
運
転
致
死
傷
罪
に
関

す
る
論
文
の
ほ
か
に
、
近
時
で
は
、

共
犯
論
に
関
す
る
論
文
や
財
産
犯

に
関
す
る
論
文
を
執
筆
す
る
な
ど
、

研
究
の
幅
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
従
来
か
ら
特
定
の
テ
ー

マ
に
縛
ら
れ
る
こ
と
な
く
研
究
を

行
っ
て
き
た
自
身
の
ス
タ
イ
ル
を

生
か
し
て
、
研
究
の
幅
を
広
げ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

他
方
で
、
い
っ
た
ん
区
切
り
が

つ
い
た
と
は
い
え
、
従
来
の
研
究

に
つ
い
て
も
、
前
提
と
す
る
違
法

性
の
本
質
論
の
探
究
、
正
当
化
論

を
め
ぐ
る
他
の
問
題
の
検
討
、
結

※
本
稿
は
、２
０
２
５
年
７
月
30
日

に
開
催
さ
れ
た
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
で
の
模
擬
講
義
の
ダ
イ
ジ
ェ

ス
ト
版
で
す
。文
献
の
引
用
は
ご
く

一
部
を
除
き
省
略
し
ま
し
た
。

は
じ
め
に

よ
う
こ
そ
東
北
大
学
に
お
越
し

く
だ
さ
い
ま
し
た
。東
北
大
学
法
学

部
で
租
税
法
を
担
当
し
て
お
り
ま

す
。
藤
原
健
太
郎
で
す
。
本
日
は
、

租
税
の
意
義
や
限
界
に
つ
い
て
お

話
し
な
が
ら
、東
北
大
学
法
学
部
で

法
学
を
学
ぶ
こ
と
の
効
用
に
つ
い

て
お
話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

一　

租
税
と
は
何
か

日
常
で
は
「
税
金
」
と
言
い
ま

す
が
、
学
術
的
に
は
「
租
税
」
と

い
う
語
を
用
い
ま
す
。
租
税
は
、

国
家
が
存
在
す
る
限
り
、
不
可
避

に
存
在
し
ま
す
。

税
金
は
こ
れ
か
ら
も
集
ま
る
の
か
？�
�

―
課
税
権
の
限
界
を
考
え
る

東
北
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
准
教
授

	

藤　

原　

健
太
郎

果
帰
属
と
い
う
考
え
方
そ
れ
自

体
の
是
非
に
つ
い
て
な
ど
、
検
討

す
べ
き
問
題
が
山
の
よ
う
に
残
さ

れ
て
い
る
た
め
、
自
身
の
研
究
の

本
丸
と
し
て
、
今
後
も
研
究
を
継

続
・
発
展
さ
せ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

普
段
の
買
い
物
で
も
、
私
た
ち

は
お
金
を
支
払
い
、
そ
の
代
わ

り
に
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
取

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
通
常
の

経
済
活
動
は
、
当
事
者
同
士
の
自

発
的
な
交
換
で
す
。
相
手
が
持
つ

も
の
の
中
に
自
分
が
欲
し
い
も
の

が
あ
れ
ば
、
自
分
が
持
つ
も
の
の

中
か
ら
相
手
が
望
む
も
の
を
渡
せ

ば
よ
い
。
交
換
は
こ
の
よ
う
に
し

て
、
互
い
の
効
用
を
高
め
ま
す
。

こ
れ
に
対
し
て
租
税
は
、一
方
的
・

権
力
的
に
徴
収
さ
れ
る
と
い
う
性

質
を
持
っ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん

租
税
は
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
原
資
で

す
が
、
租
税
と
特
定
の
公
共
サ
ー

ビ
ス
と
は
、
自
発
的
な
交
換
関
係

に
あ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

で
は
、
誰
が
租
税
を
徴
収
で
き
る

の
で
し
ょ
う
か
。
国
や
都
道
府
県
、

市
町
村
が
徴
税
権
限
を
持
つ
の
は

当
然
で
す
。
こ
れ
に
対
し
、
私
人

は
徴
税
で
き
ま
せ
ん
。
も
っ
と
も

現
実
に
は
、
徴
税
に
似
た
行
為
が

見
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
例

え
ば
、
い
わ
ゆ
る
「
み
か
じ
め
料
」

の
徴
収
や
宗
教
団
体
に
お
け
る
献

金
の
強
要
な
ど
で
す
。
実
質
的
に

は
、
特
定
の
集
団
に
よ
る
徴
税
と

い
え
な
く
も
あ
り
ま
せ
ん
。
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さ
れ
る
の
か
、
と
い
う
問
題
は
避

け
ら
れ
ま
せ
ん
。

租
税
は
、
政
府
を
運
営
す
る
た

め
に
徴
収
さ
れ
ま
す
。
そ
う
す

る
と
、
政
府
は
何
の
た
め
に
存
在

す
る
の
か
、
と
い
う
問
題
に
行
き

着
き
ま
す
。
標
準
的
な
経
済
学
で

は
、
政
府
に
は
「
市
場
の
失
敗

（m
arket failure

）」
を
是
正
す

る
役
割
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
場
で
は
、
競
争
原
理
の
も
と
で

各
人
が
合
理
的
に
行
動
す
る
こ
と

で
、
社
会
に
あ
る
希
少
な
資
源
が

効
率
的
に
配
分
さ
れ
る
と
想
定
さ

れ
ま
す
。
言
い
換
え
れ
ば
、
市
場

に
任
せ
て
お
け
ば
、
人
々
が
需
要

す
る
サ
ー
ビ
ス
は
効
率
的
な
形
で

誰
か
に
よ
っ
て
供
給
さ
れ
る
は
ず

だ
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
し
か
し

「
市
場
の
失
敗
」
と
は
、こ
う
し
た

市
場
の
働
き
が
十
分
に
発
揮
さ
れ

な
い
状
態
を
指
し
ま
す
。

代
表
例
が
「
公
共
財
（public 

goods

）」
の
問
題
で
す
。
非
競
合

性
・
非
排
除
性
ゆ
え
に
、
市
場
に

任
せ
る
と
過
少
供
給
に
な
り
や
す

い
財
を
指
し
ま
す
。
政
府
は
、
こ

の
よ
う
な
公
共
財
を
提
供
す
る
存

在
と
し
て
基
礎
づ
け
ら
れ
ま
す
。

純
粋
な
意
味
で
の
公
共
財
は
国
防

な
ど
に
限
ら
れ
、
多
く
は
あ
り
ま

せ
ん
。
た
だ
し
現
実
の
国
家
は
、

公
共
財
の
提
供
以
外
に
も
多
様
な

役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
い
ず
れ

に
せ
よ
、
政
府
が
担
う
役
割
が
あ

る
以
上
、
そ
の
資
源
調
達
の
た
め

に
租
税
は
不
可
欠
で
す
。

日
本
国
憲
法
に
は
「
納
税
の
義

務
」（
憲
法
30
条
）
が
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
を
租
税
法
学
の
先

達
は
、
民
主
主
義
の
契
機
を
表
現

し
た
も
の
と
し
て
解
釈
し
て
き
ま

し
た
。
ま
さ
に
「
代
表
な
く
し
て

課
税
な
し
」
で
す
。
歴
史
的
に
見

れ
ば
、
議
会
は
国
王
の
課
税
を
承

認
す
る
機
関
と
し
て
成
立
し
ま
し

た
。
日
本
国
憲
法
下
で
も
、
国
会

は
立
法
権
を
持
つ
だ
け
で
な
く
、

財
政
に
つ
い
て
も
重
要
な
権
限
を

担
う
機
関
で
す
。
国
民
は
、
自
ら

の
代
表
機
関
で
あ
る
国
会
を
通
じ

て
法
律
を
作
り
、
そ
の
実
施
の
た

め
の
財
源
の
確
保
・
管
理
・
支
出

方
法
を
決
め
ま
す
。
憲
法
は
「
財

政
」
に
関
し
て
比
較
的
詳
細
な

ル
ー
ル
を
定
め
て
お
り
、
日
本
国

憲
法
だ
け
で
な
く
明
治
憲
法
で
も

同
様
で
し
た
。

日
本
国
憲
法
は
、
権
力
分
立
に

よ
っ
て
権
力
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し

し
か
し
、
こ
れ
ら
を
適
法
・
正

当
な
行
為
だ
と
考
え
る
人
は
い

な
い
で
し
ょ
う
。
裏
返
せ
ば
、
徴

税
が
許
さ
れ
る
の
は
、
そ
の
団
体

が
公
的
に
承
認
さ
れ
た
権
力
機
構

で
あ
る
場
合
に
限
ら
れ
る
、
と
い

う
こ
と
で
す
。
正
統
な
権
力
だ
け

が
、
課
税
権
を
持
つ
の
で
す
。

も
っ
と
も
、
歴
史
を
さ
か
の

ぼ
れ
ば
事
情
は
単
純
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
特
に
日
本
の
中
世
は

そ
う
で
す
。
日
本
中
世
の
「
関
」

は
、
山
賊
・
海
賊
と
不
可
分
で
あ

り
、
彼
ら
の
行
為
の
背
景
に
は
関

料
徴
収
の
一
環
だ
と
い
う
意
識
が

あ
っ
た
、
と
い
う
研
究
が
あ
り
ま

す
（
桜
井
英
治
『
日
本
中
世
の
経

済
構
造
』
第
9
章
）。
前
近
代
に

は
（
西
洋
の
封
建
社
会
で
も
同
様

に
）、
土
地
の
支
配
関
係
が
重
層

的
で
し
た
。
明
治
以
前
の
日
本
で

も
、
土
地
に
対
す
る
権
利
に
は
さ

ま
ざ
ま
な
階
層
が
あ
り
、
下
位
の

権
利
者
が
上
位
の
権
利
者
の
支
配

に
服
す
る
状
況
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
現
代
で
は
、
土
地
所

有
権
は
原
則
と
し
て
誰
か
一
人
に

帰
属
し
ま
す
。
法
学
部
で
最
初
に

学
ぶ
科
目
の
一
つ
が
民
法
で
す

が
、
近
代
民
法
の
基
本
的
な
権
利

の
一
つ
が
所
有
権
で
す
。
日
本
の

場
合
、
近
代
的
所
有
権
は
、
租
税

を
確
実
に
徴
収
す
る
仕
組
み
を
構

築
し
て
い
く
中
で
、
結
果
的
に
成

立
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
（
石

井
紫
郎
『
日
本
人
の
法
意
識
』
第

8
章
）。
つ
ま
り
、所
有
者
と
は
当

初
、
地
租
を
納
め
る
義
務
を
負
う

者
だ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

と
も
か
く
明
治
国
家
は
、
中
間
的

な
所
有
関
係
を
清
算
し
、
唯
一
の

正
統
な
権
力
機
構
と
し
て
近
代
国

家
へ
の
歩
み
を
始
め
ま
し
た
。

近
代
国
家
は
、
国
家
（
お
よ
び

地
方
公
共
団
体
）
と
い
う
権
力
主

体
が
行
う
課
税
・
徴
税
の
み
を
正

統
な
も
の
と
認
め
、
そ
れ
以
外
の

主
体
に
よ
る
課
税
・
徴
税
に
似
た

行
為
を
違
法
な
も
の
と
し
て
位
置

づ
け
ま
し
た
。
課
税
権
に
お
け
る

第
一
の
限
界
は
、
課
税
権
が
国
家

や
地
方
公
共
団
体
と
い
っ
た
正
統

な
権
力
主
体
に
の
み
帰
属
す
る
、

と
い
う
点
に
あ
り
ま
す
。

二　

租
税
の
存
在
理
由

以
上
は
、
租
税
が
存
在
す
る
こ

と
を
前
提
と
し
た
議
論
で
し
た
。

し
か
し
、
そ
も
そ
も
租
税
は
必
要

な
の
か
―
―
課
税
は
な
ぜ
正
当
化

て
い
る
と
言
わ
れ
ま
す
。
簡
単
に

言
え
ば
、
国
の
ど
の
機
関
も
単
独

で
は
権
力
を
正
当
に
行
使
で
き
な

い
仕
組
み
に
し
て
い
る
、
と
い
う

こ
と
で
す
。
し
か
し
、
こ
れ
だ
け

で
は
十
分
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
こ

れ
に
加
え
て
、
各
機
関
に
過
剰
な

リ
ソ
ー
ス
を
与
え
な
い
こ
と
が
重

要
で
す
。
例
え
ば
、
予
算
を
1
年

ご
と
に
編
成
す
る
の
も
、
そ
の
発

想
に
基
づ
き
ま
す
。
日
本
国
憲
法

で
は
第
七
章
と
し
て
「
財
政
」
と

い
う
章
が
設
け
ら
れ
、
明
治
憲
法

に
も
第
六
章
「
会
計
」
と
い
う
章

が
置
か
れ
て
い
ま
し
た
。
人
権
規

定
な
ど
と
比
べ
て
も
、
財
政
に
関

し
て
は
か
な
り
詳
細
な
ル
ー
ル
が

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
租
税
は
、
財
政
の
う
ち

歳
入
を
支
え
る
最
も
重
要
な
要

素
で
す
か
ら
、
当
然
、
厳
格
な
法

的
ル
ー
ル
に
服
さ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
こ
れ
が
租
税
法
律
主
義

（
憲
法
84
条
）
で
す
。
課
税
と
い

う
、
国
家
の
根
幹
で
あ
り
国
民
の

財
産
に
直
接
作
用
す
る
行
為
に
つ

い
て
は
、
国
民
自
身
が
代
表
機
関

で
あ
る
議
会
を
通
じ
て
決
め
る
の

だ
、
と
い
う
思
想
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
日
本
の
歳
入
構
造
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を
見
る
と
、
公
債
が
占
め
る
比
率

が
大
き
い
の
は
事
実
で
す
。
た
だ

し
、
公
債
は
買
い
手
が
い
な
け
れ

ば
発
行
で
き
ま
せ
ん
。
国
債
の
購

入
は
、
他
の
投
資
商
品
と
比
べ
て

相
応
の
収
益
が
期
待
で
き
る
か
ら

こ
そ
行
わ
れ
ま
す
。
で
は
、
そ
の

利
払
い
・
償
還
の
原
資
は
ど
こ
か

ら
来
る
の
か
。
究
極
的
に
は
税
で

す
。
国
に
投
資
す
る
人
が
国
債
を

買
え
る
の
は
、
国
に
課
税
権
が
あ

る
か
ら
で
す
。
言
い
換
え
れ
ば
、

将
来
の
税
収
を
国
債
に
よ
っ
て
先

取
り
し
て
い
る
の
で
す
。

日
本
は
先
の
大
戦
に
際
し
、
戦

費
調
達
の
た
め
に
大
量
の
国
債
を

発
行
し
ま
し
た
。
結
果
と
し
て
イ

ン
フ
レ
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の

よ
う
な
「
イ
ン
フ
レ
税
」
は
、租
税

に
よ
る
財
源
調
達
が
機
能
し
に
く

い
局
面
で
用
い
ら
れ
ま
す
。
戦
争

時
だ
け
で
な
く
、
租
税
制
度
や
執

行
制
度
が
十
分
に
整
備
さ
れ
て
い

な
い
国
、
す
な
わ
ち
法
制
度
が
十

分
に
確
立
さ
れ
て
い
な
い
段
階
に

あ
る
国
で
用
い
ら
れ
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、通
貨
発
行

益
（
イ
ン
フ
レ
税
）
を
主
要
な
財

源
と
す
る
こ
と
は
、
先
進
国
で
は

あ
ま
り
想
定
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

三　

租
税
は
集
ま
る
の
か
？

今
述
べ
た
の
は
、
課
税
権
の
法

的
限
界
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
実

際
に
は
、
多
く
の
場
合
、
法
的
に

設
定
さ
れ
た
租
税
が
そ
の
通
り

に
徴
収
さ
れ
る
の
か
、
と
い
う
こ

と
が
問
題
と
な
り
ま
す
。
果
た
し

て
、
作
っ
た
ル
ー
ル
は
守
ら
れ
る

の
か
、
と
い
う
問
題
で
す
。
租
税

法
学
で
は
、
近
年
こ
の
研
究
が
盛

ん
で
す
。

通
常
、
税
額
は
納
税
者
自
身
の

確
定
申
告
に
よ
っ
て
確
定
し
、
納

税
も
自
ら
行
い
ま
す
。
そ
の
た

め
、
徴
税
に
お
い
て
は
納
税
者
の

協
力
が
不
可
欠
で
す
。
協
力
を
得

ら
れ
な
い
租
税
制
度
は
執
行
コ
ス

ト
が
高
く
な
り
、
税
収
を
得
る
と

い
う
観
点
か
ら
は
本
末
転
倒
で

す
。
例
え
ば
、
罰
則
の
強
化
は
非

協
力
的
な
納
税
者
に
対
し
て
は
威

嚇
効
果
と
し
て
有
効
で
す
が
、
も

と
も
と
協
力
的
な
納
税
者
に
対

し
て
は
逆
効
果
に
な
り
得
ま
す
。

「
自
ら
進
ん
で
納
税
す
る
」
こ
と

は
、
自
分
が
信
頼
で
き
る
人
間
で

あ
る
と
い
う
シ
グ
ナ
ル
に
も
な
り

ま
す
。
経
済
社
会
に
お
い
て
信
用

は
大
切
で
す
。
一
方
で
、
脱
税
は

「
目
先
の
利
益
を
優
先
し
、
い
ざ

と
い
う
時
に
約
束
を
破
る
か
も
し

れ
な
い
」
と
い
う
シ
グ
ナ
ル
に
な

り
え
ま
す
。
こ
の
シ
グ
ナ
ル
が
機

能
す
る
条
件
は
、「
自
ら
進
ん
で

守
っ
て
い
る
」
こ
と
で
す
。
罰
則

が
厳
し
い
ほ
ど
、「
進
ん
で
守
る

人
」
と
「
い
や
い
や
守
る
人
」
の

区
別
は
難
し
く
な
り
ま
す
。
し
た

が
っ
て
、
罰
則
強
化
は
、
誠
実
な

人
に
対
し
て
は
逆
効
果
と
な
る
可

能
性
が
高
い
で
す
。

そ
も
そ
も
、
納
税
と
脱
税
の
ど

ち
ら
が
得
か
、
と
い
う
問
題
を
考

え
て
み
ま
す
。
単
純
化
す
れ
ば
、

「
脱
税
で
得
ら
れ
る
利
益
」
と
「
脱

税
に
対
す
る
ペ
ナ
ル
テ
ィ
の
期
待

値
」（
罰
の
大
き
さ
×
発
覚
率
）
の

比
較
に
な
り
ま
す
。参
考
ま
で
に
、

税
務
調
査
の
実
調
率
は
令
和
4
年

分
で
、
個
人
０
．７
％
、
法
人
１
．

９
％
と
さ
れ
て
い
ま
す
（
税
制
調

査
会
（
２
０
２
４
年
６
月
24
日
）

国
税
庁
説
明
資
料
）。こ
の
数
字
だ

け
を
見
れ
ば
、
人
々
は
合
理
的
な

計
算
以
上
に
納
税
し
て
い
る
、
と

も
言
え
ま
す
。
つ
ま
り
、
税
に
関

し
て
い
え
ば
、
人
は
、
な
ぜ
ル
ー

ル
に
違
反
す
る
の
か
で
は
な
く
、

な
ぜ
ル
ー
ル
を
遵
守
す
る
の
か
、

と
い
う
問
い
の
立
て
方
の
方
が
適

研
究
者
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、

財
源
調
達
の
手
段
と
し
て
は
租
税

が
最
も
マ
シ
で
あ
る
、
と
い
う
考

え
方
に
な
り
ま
す
。
日
本
国
憲
法

上
、
国
が
租
税
を
徴
収
す
る
権
限

が
あ
る
こ
と
は
確
か
で
す
が
、
憲

法
を
読
む
と
、
国
が
市
民
か
ら
資

源
を
調
達
す
る
手
法
が
明
示
的
に

多
く
列
挙
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
租
税
を
除
け
ば
、

例
外
的
に
相
応
の
条
件
で
収
用
が

認
め
ら
れ
て
い
る
く
ら
い
で
す
。

現
代
で
は
、
租
税
は
貨
幣
で
納

め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
貨

幣
で
納
め
る
の
は
、
財
や
労
務
の

提
供
を
強
い
る
よ
り
も
、
市
民
の

自
由
に
対
す
る
侵
害
が
相
対
的
に

小
さ
い
か
ら
で
す
。
そ
し
て
、
租

税
で
あ
る
以
上
、
必
然
的
に
さ
ま

ざ
ま
な
法
的
制
約
を
受
け
ま
す
。

手
続
面
で
は
租
税
法
律
主
義
が
あ

り
、
国
会
が
正
式
な
手
続
き
で
議

決
し
た
租
税
し
か
課
す
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
平
等
原
則
も

重
要
で
す
。
特
定
の
人
々
だ
け
に

税
負
担
を
過
重
に
し
た
り
、
逆
に

恣
意
的
に
優
遇
し
た
り
す
る
こ
と

は
、
原
則
と
し
て
正
当
化
さ
れ
ま

せ
ん
。

切
だ
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
人
々
が
ル
ー

ル
を
遵
守
す
る
要
因
を
調
べ
る
こ

と
は
、
納
税
協
力
を
維
持
・
向
上

さ
せ
る
た
め
に
も
重
要
で
す
。
そ

の
た
め
に
は
、
デ
ー
タ
に
基
づ
く

分
析
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
膨
大

な
デ
ー
タ
を
集
め
、
ど
の
要
因
が

現
象
に
影
響
を
与
え
た
の
か
を
分

析
す
る
こ
と
は
、
客
観
的
な
議
論

の
基
盤
に
な
り
ま
す
。
経
済
学
や

政
治
学
で
は
一
般
的
な
手
法
で
す

が
、
法
律
学
で
も
こ
の
動
き
は
進

ん
で
い
ま
す
。
政
治
学
で
は
、
本

学
の
金
子
智
樹
准
教
授
は
、
メ

デ
ィ
ア
が
政
治
に
与
え
る
影
響
を

多
様
な
デ
ー
タ
で
研
究
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
本
学
の
森
田
果
教

授
は
、
法
律
学
に
お
け
る
こ
の
研

究
手
法
の
先
駆
者
で
す
。
租
税
法

の
領
域
で
も
、
税
務
情
報
を
匿
名

化
し
て
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮
し

た
う
え
で
研
究
に
供
す
る
動
き
が

始
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
実

証
研
究
が
広
が
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
自
分
で
統
計

分
析
を
行
わ
な
く
て
も
、
デ
ー
タ

が
学
問
に
役
立
つ
形
で
ど
の
よ
う

に
利
用
さ
れ
る
べ
き
か
を
検
討
す

る
の
も
法
律
学
の
重
要
な
領
分
で
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す
。
従
来
の
法
解
釈
の
素
養
に
加

え
て
実
証
研
究
の
リ
テ
ラ
シ
ー
も

備
え
て
い
る
と
、
議
論
の
幅
が
広

が
り
ま
す
。
幸
い
、
東
北
大
学
法

学
部
に
は
こ
の
種
の
手
法
に
強
い

教
員
が
い
ま
す
。

結
局
の
と
こ
ろ
、
納
税
者
の
協

力
の
議
論
も
含
め
、
法
律
学
は

人
と
人
と
の
関
係
を
扱
う
学
問
で

す
。
だ
か
ら
こ
そ
、「
人
」
の
行

動
原
理
へ
の
洞
察
が
欠
か
せ
ま
せ

ん
。
最
近
で
は
、
法
律
学
と
神
経

科
学
と
の
共
同
研
究
も
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
他
方
で
、「
現
実
の
人
の

行
動
原
理
」
を
知
り
つ
つ
も
、
あ

え
て
そ
こ
か
ら
距
離
を
置
く
視
点

も
必
要
で
す
。
法
律
学
は
近
代
以

降
、
人
は
理
性
的
・
合
理
的
で
あ

る
、
と
い
う
人
間
観
を
前
提
に
議

論
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な

人
間
像
を
前
提
に
す
る
こ
と
で
、

自
由
な
市
民
社
会
を
構
想
し
、
制

度
を
組
み
立
て
て
き
た
面
が
あ
り

ま
す
。
現
実
の
人
間
に
つ
い
て
の

洞
察
を
深
め
つ
つ
、
理
系
学
問
に

も
関
心
を
持
ち
、
同
時
に
、
あ
る

べ
き
人
間
像
（
哲
学
な
ど
が
有
用

で
す
）
を
模
索
す
る
。
そ
の
理
念

と
現
実
の
架
け
橋
と
な
る
の
が
法

律
学
で
あ
る
の
で
す
。

特 

別 

寄 

稿

私
は
、
昭
和
60
年
に
法
学
部
を

卒
業
し
、
現
在
東
京
の
丸
の
内

で
、
離
婚
案
件
を
多
く
扱
う
法
律

事
務
所
の
代
表
を
し
て
い
ま
す
。

本
日
は
、
弁
護
士
と
し
て
離
婚
案

件
に
携
わ
る
中
で
、
昨
今
の
離
婚

事
情
と
日
本
に
お
け
る
労
働
問
題

が
密
接
に
関
連
し
て
い
る
と
い
う

点
に
つ
い
て
お
伝
え
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

最
近
の
若
い
女
性
（
30
代
前
半

位
ま
で
）
で
特
徴
的
な
離
婚
相
談

は
、
こ
れ
ま
で
の
常
識
を
覆
す
よ

う
に
、
女
性
側
が
、「
親
権
は
欲
し

く
あ
り
ま
せ
ん
」
と
い
う
も
の
で

す
。
彼
女
た
ち
の
言
い
分
は
、
ほ

ぼ
共
通
し
て
い
て
、
以
下
の
よ
う

な
内
容
で
す
。

「
子
供
が
生
ま
れ
て
か
ら
、
こ

れ
ま
で
ず
っ
と
、
私
が
家
事
も
育

児
も
ワ
ン
オ
ペ
で
や
っ
て
き
ま
し

た
。
フ
ル
タ
イ
ム
で
働
い
て
い
る

の
で
、
と
て
も
大
変
で
し
た
。
で

も
彼
は
仕
事
が
忙
し
い
か
ら
と
い

う
理
由
で
、
家
事
に
も
育
児
に
も

あ
ま
り
参
加
し
て
く
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。
離
婚
し
た
後
も
、
私
が
親

権
者
に
な
っ
て
こ
れ
ま
で
と
同
じ

よ
う
に
、
私
が
家
事
も
育
児
も
一

人
で
行
う
の
は
、
不
公
平
だ
と
思

う
ん
で
す
。
彼
も
私
も
フ
ル
タ
イ

ム
で
働
い
て
い
て
、
疲
れ
果
て
て

家
に
帰
っ
て
き
た
あ
と
、
こ
れ
ま

で
と
同
じ
よ
う
に
家
事
も
育
児
も

す
る
、
で
も
彼
の
ほ
う
が
給
与
は

圧
倒
的
に
高
い
。
そ
れ
は
あ
ま
り

に
理
不
尽
で
す
。
彼
に
も
育
児
と

家
事
を
ワ
ン
オ
ペ
で
行
う
こ
と
が

ど
ん
な
に
大
変
な
こ
と
か
わ
か
っ

て
欲
し
い
。
そ
れ
に
彼
の
ほ
う
が

年
収
も
高
い
わ
け
だ
か
ら
、
子
供

も
彼
と
一
緒
に
住
む
ほ
う
が
、
豊

か
な
生
活
を
送
れ
ま
す
。
で
す
の

で
、
私
は
、
離
婚
後
の
親
権
は
父

親
が
取
っ
て
、
彼
が
育
て
る
方
が

い
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
私
の
考

え
方
、
ど
こ
か
間
違
っ
て
い
ま
す

か
？
」

少
子
化
と
労
働
力
不
足
が
進
む

現
在
の
日
本
社
会
に
お
い
て
は
、

男
性
だ
け
で
な
く
女
性
も
、
そ
し

て
高
齢
者
も
働
く
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
共
働
き
が
当
た
り

前
と
な
り
、
専
業
主
婦
世
帯
は
全

体
の
３
割
を
切
り
、
男
性
は
外
で

働
き
、
女
性
は
家
事
を
す
る
と
い

う
家
庭
の
形
は
、
す
で
に
過
去
の

も
の
と
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
我
が
国
の
家
庭
内

の
役
割
分
担
は
、
十
分
に
変
化
し

て
い
る
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
夫
婦

双
方
が
フ
ル
タ
イ
ム
で
働
い
て
い

て
も
、
家
事
や
育
児
の
負
担
は
依

然
と
し
て
女
性
に
集
中
し
、
そ
の

ひ
ず
み
が
離
婚
の
際
に
、「
親
権
を

手
放
す
女
性
」
の
出
現
と
い
う
現

象
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
と
思
わ

れ
ま
す
。

し
か
し
私
は
、
こ
の
問
題
は
、

単
に
男
女
の
役
割
意
識
の
問
題
、

女
性
の
人
権
と
い
っ
た
従
来
型

の
枠
組
み
の
中
で
捉
え
る
だ
け
で

は
不
十
分
だ
と
思
い
ま
す
。
む
し

ろ
、
日
本
社
会
が
直
面
し
て
い
る

労
働
力
不
足
と
い
う
観
点
か
ら
も

考
え
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

私
が
昨
年
企
業
視
察
で
訪
れ
た

デ
ン
マ
ー
ク
で
は
、
男
女
が
と

も
に
育
児
を
担
う
こ
と
を
前
提
と

し
た
働
き
方
が
広
が
っ
て
い
ま
し

た
。
こ
れ
は
理
念
と
い
う
よ
り

も
、
高
福
祉
社
会
を
継
続
し
て
い

く
た
め
に
は
、
男
性
も
女
性
も
高

齢
者
に
も
働
い
て
も
ら
い
（
定
年

は
70
歳
だ
そ
う
で
す
！
）
税
金
を

徴
収
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
社

会
の
要
請
か
ら
き
て
い
る
と
の
こ

と
で
し
た
。
日
本
に
お
い
て
も
、

労
働
力
不
足
と
い
う
現
実
は
、
デ

ン
マ
ー
ク
と
変
わ
り
ま
せ
ん
。
と

な
る
と
、
今
後
ま
す
ま
す
女
性
の

社
会
進
出
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に

な
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
男
性
側

の
意
識
が
変
わ
ら
な
け
れ
ば
、
社

昨
今
の
離
婚
事
情
と

�

日
本
の
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私
は
東
北
大
学
法
学
部
を
卒

業
後
、
当
時
女
子
大
生
就
職
人

気
Ｎ
Ｏ
１
と
言
わ
れ
た
西
武
百

貨
店
（
現
そ
ご
う
・
西
武
）
に
入

社
し
ま
し
た
。
世
界
を
飛
び
回

る
バ
イ
ヤ
ー
職
を
希
望
し
、
人
事

部
や
経
営
企
画
部
、
店
の
営
業
責

任
者
等
の
後
、
念
願
の
商
品
部
バ

イ
ヤ
ー
・
部
長
と
な
り
、
池
袋
本

店
副
店
長
や
執
行
役
員
を
経
て
、

２
０
１
９
年
58
歳
の
時
に
「
ご
っ

つ
お
便
」
と
い
う
食
品
カ
タ
ロ
グ

ギ
フ
ト
子
会
社
の
社
長
に
就
任
し

ま
し
た
。

社
長
の
内
示
に
は
「
よ
し
！
」

と
ガ
ッ
ツ
ポ
ー
ズ
で
し
た
が
、
行

き
先
は
食
品
の
プ
ロ
集
団
で
す
。

私
は
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
系
で
育
っ
て

き
た
の
で
食
品
は
素
人
。
さ
て
ど

う
す
る
か
。
門
外
漢
に
は
門
外
漢

だ
か
ら
こ
そ
の
気
づ
き
が
き
っ
と

あ
る
、
と
考
え
ま
し
た
。
実
際
自

分
で
は
当
た
り
前
の
言
動
が
、
食

品
が
長
い
メ
ン
バ
ー
に
は
新
鮮
な

こ
と
も
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。

私
は
先
ず
「
会
社
の
存
在
意

義
、
目
指
す
姿
、
価
値
観
・
行
動

指
針
」
を
明
確
に
し
ま
し
た
。
経

営
用
語
の
Ｍ
Ｖ
Ｖ
で
す
。
次
に
そ

の
た
め
に
必
要
な
人
材
を
ど
う
揃

え
る
か
、
組
織
は
人
で
す
。
そ
し

て
3
年
で
結
果
を
出
す
ロ
ー
ド

マ
ッ
プ
を
作
成
し
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
ほ
ぼ
3
年
タ
ー
ム
で
人
事
異

動
を
繰
り
返
し
て
き
た
私
の
ル
ー

テ
ィ
ン
で
す
。
も
ち
ろ
ん
食
品
に

関
し
て
は
猛
勉
強
し
ま
し
た
。
取

扱
商
品
は
１
０
０
０
種
以
上
ほ
ぼ

試
食
。
本
来
バ
イ
ヤ
ー
の
仕
事
で

あ
る
展
示
会
や
商
談
会
に
は
地
方

開
催
で
も
で
き
る
だ
け
参
加
し
ま

し
た
。
で
も
こ
れ
ら
は
と
て
も
楽

し
か
っ
た
で
す
。
そ
の
う
ち
ベ
テ

ラ
ン
も
知
ら
な
い
よ
う
な
情
報
も

入
る
よ
う
に
な
り
ま
す
か
ら
、
自

ら
動
く
こ
と
は
本
当
に
大
切
だ
と

思
い
ま
す
。

着
任
時
の
経
営
状
況
は
実
は
大

変
厳
し
い
も
の
で
し
た
。
し
か
し

逆
に
こ
れ
以
上
落
ち
る
こ
と
も
な

い
だ
ろ
う
と
腹
を
括
り
ま
し
た
。

社
長
の
仕
事
は
孤
独
だ
と
よ
く
言

い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
最
後
の
決
断

は
全
て
自
分
の
責
任
で
す
が
、
信

頼
す
る
仲
間
と
日
頃
か
ら
よ
く
情

報
共
有
し
話
し
合
っ
て
い
れ
ば
、

孤
独
と
思
う
こ
と
は
な
い
の
で
は

…
少
な
く
と
も
私
は
自
分
が
孤
独

と
感
じ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

経
営
計
画
が
順
調
に
進
ん
で
い

た
矢
先
に
コ
ロ
ナ
が
発
生
、
そ
の

後
も
大
口
顧
客
を
失
う
な
ど
次
々

と
難
題
は
降
り
か
か
り
ま
し
た

が
、
そ
の
度
に
仲
間
た
ち
が
全
力

で
乗
り
切
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
私

は
彼
ら
に
心
か
ら
感
謝
し
、
本
当

に
誇
り
に
思
っ
て
い
ま
す
。

仕
事
と
は
人
と
人
の
繋
が
り
で

あ
り
、
一
人
で
は
決
し
て
成
り
立

ち
ま
せ
ん
。
特
に
社
長
の
仕
事
は

そ
う
だ
と
思
い
ま
す
。
メ
ン
バ
ー

が
よ
り
働
き
や
す
い
環
境
を
整

え
、
目
指
す
方
向
に
エ
ネ
ル
ギ
ー

会
に
出
た
女
性
は
、
結
婚
を
避

け
、
出
産
を
避
け
、
仮
に
出
産
し

た
と
し
て
も
、
育
児
を
避
け
る
と

い
う
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
の
で

は
な
い
か
、
私
は
、
そ
ん
な
危
惧

を
抱
い
て
い
ま
す
。

家
庭
は
、
社
会
の
重
要
な
構
成

単
位
の
一
つ
で
す
。
男
女
の
協
力

の
下
で
家
庭
生
活
が
円
滑
に
運
営

さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
出
生
率

も
上
が
り
、
少
子
化
に
歯
止
め
が

か
か
り
、
労
働
力
不
足
の
問
題
も

解
決
に
も
つ
な
が
る
と
い
う
社
会

を
期
待
し
て
い
ま
す
。
男
性
の
意

識
が
少
し
ず
つ
変
わ
っ
て
い
く
こ

と
が
、
結
果
と
し
て
社
会
全
体
の

力
を
底
上
げ
す
る
こ
と
に
つ
な
が

る
は
ず
で
す
。

ま
ず
は
、
企
業
は
男
性
の
育
児

休
暇
取
得
を
積
極
的
に
奨
励
し
、

男
性
も
積
極
的
に
育
児
休
暇
を
取

得
す
る
、
そ
ん
な
身
近
な
行
動
か

ら
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

を
集
中
す
れ
ば
、
業
績
と
い
う
結

果
は
必
ず
出
ま
す
。
出
な
い
な
ら

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
足
り
な
い
か
、
集

中
先
が
違
っ
て
い
る
か
で
す
。
そ

し
て
そ
の
ベ
ク
ト
ル
を
合
わ
せ
る

の
が
社
長
の
仕
事
・
役
割
だ
と
考

え
ま
す
。

3
年
計
画
の
つ
も
り
で
し
た
が

結
果
6
年
間
社
長
を
務
め
ま
し

た
。
結
果
が
付
い
て
き
た
こ
と
も

あ
り
、退
任
時
は
「
や
り
切
っ
た
」

と
言
い
切
り
、
ま
た
自
分
の
役
割

を
果
た
せ
た
こ
と
は
本
当
に
幸
せ

で
し
た
。

そ
し
て
今
は
東
北
大
学
監
事
と

し
て
、
自
分
の
経
験
も
活
か
し
な

が
ら
、
最
後
は
「
や
り
切
っ
た
」

と
言
え
る
日
々
に
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
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会
員
だ
よ
り

空
き
家
と
な
っ
た
実
家
の
後
始

末
は
、
思
い
の
ほ
か
厄
介
な
も

の
で
あ
る
。
父
の
他
界
後
、
20
年

ほ
ど
そ
の
ま
ま
と
な
っ
て
い
た
借

地
上
の
建
物
に
は
、
長
ら
く
母
が

暮
ら
し
て
い
た
が
、
6
年
前
に
脳

梗
塞
で
倒
れ
て
施
設
に
移
り
、
以

後
は
空
き
家
と
な
っ
て
い
た
。
令

和
4
年
10
月
の
遺
産
分
割
協
議
に

よ
り
私
が
本
件
建
物
の
相
続
人
と

な
っ
た
こ
と
で
、
売
却
処
分
に
踏

み
切
ろ
う
と
考
え
た
。
不
動
産
業

者
に
依
頼
し
、
地
主
と
交
渉
を
始

め
た
矢
先
、
地
主
か
ら
賃
貸
借
契

約
の
解
除
通
知
、
そ
し
て
訴
状
が

届
い
た
の
で
あ
る
。

民
法
を
多
少
は
学
ん
だ
者
と

し
て
、「
こ
れ
は
面
白
い
経
験
に

な
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
い
う
無

謀
な
好
奇
心
が
芽
生
え
た
。
学
生

時
代
に
学
ん
だ
広
中
俊
雄
先
生
の

「
債
権
各
論
講
義
」
を
引
っ
張
り

出
し
、
原
告
代
理
人
が
元
日
弁
連

副
会
長
と
い
う
強
敵
で
あ
る
こ
と

に
怯
え
つ
つ
も
、
弁
護
士
に
依
頼

す
る
の
は
仕
事
の
調
整
も
大
変
で

あ
り
、
結
局
、
自
ら
法
廷
に
立
つ

「
本
人
訴
訟
」
を
選
ん
だ
。

本
件
は
「
建
物
収
去
土
地
明
渡

請
求
事
件
」
で
あ
り
、
概
要
は
次

の
と
お
り
で
あ
る
。

■�

争
点
1
：「
遺
産
分
割
は
賃
借
権

の
無
断
譲
渡
に
当
た
る
の
か
」

原
告
（
現
地
主
は
平
成
26
年
に

土
地
を
相
続
し
、
そ
の
際
に
建
物

に
居
住
し
て
い
た
母
と
新
た
に
賃

貸
借
契
約
書
を
締
結
し
、
私
が
連

帯
保
証
人
と
な
っ
た
。）
の
主
張

は
、「
私
の
遺
産
分
割
に
よ
る
建

物
取
得
は
、
賃
貸
借
契
約
上“

母

か
ら
私
へ
の
賃
借
権
の
無
断
譲

渡”

に
該
当
し
、
契
約
解
除
が
で

き
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
私
は
、
相
続
は
法

律
上
、
被
相
続
人
の
死
亡
時
に
当

然
に
権
利
義
務
が
移
転
す
る
（
民

法
８
９
６
条
）
た
め
、
譲
渡
と
い

う
当
事
者
の
意
思
行
為
と
は
性
質

が
異
な
る
こ
と
、
ま
た
遺
産
分
割

は
相
続
開
始
時
に
遡
及
し
て
効
力

が
生
じ
る
（
同
９
０
９
条
）
た
め
、

結
局
は
死
亡
時
に
私
が
相
続
し
た

の
と
同
じ
状
態
に
な
る
こ
と
を
主

張
し
た
。

■�

争
点
2
：「
連
帯
保
証
人
に
な
っ

た
こ
と
＝
相
続
人
が
特
定
し
た

か
」

原
告
は
、「
平
成
26
年
の
賃
貸
借

契
約
締
結
時
に
、
私
が
母
の
連
帯

保
証
人
と
し
て
記
名
押
印
し
た
こ

と
が
、
相
続
人
の
特
定
（
母
が
相

続
人
と
な
る
）
に
当
た
る
」
と
主

張
し
て
き
た
。

こ
れ
に
対
し
私
は
、
連
帯
保
証

の
当
事
者
と
な
る
こ
と
と
、
相
続

人
と
し
て
建
物
を
取
得
す
る
こ
と

は
次
元
の
異
な
る
問
題
で
あ
り
、

相
続
人
が
他
に
も
い
る
こ
と
も
あ

り
、
私
が
保
証
人
と
な
っ
た
か
ら

と
い
っ
て
母
の
相
続
を
認
め
た
こ

と
に
は
な
ら
な
い
こ
と
を
主
張
し

た
。

■�

争
点
3
：「
遺
産
分
割
当
時
、
母

に
意
思
能
力
が
な
か
っ
た
」
と

い
う
予
備
的
主
張

訴
訟
途
中
か
ら
、
原
告
は
主

張
を
大
き
く
変
え
て
き
た
。「
遺

産
分
割
が
行
わ
れ
た
時
点
で
、
母

は
意
思
能
力
を
失
っ
て
お
り
、
遺

産
分
割
協
議
自
体
が
無
効
で
、
そ

ん
な
登
記
を
な
し
た
人
物
と
の
間

に
、
継
続
的
信
頼
関
係
を
基
礎
と

し
た
賃
貸
借
契
約
を
維
持
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
」
と
い
う
の
で
あ

る
。
ま
た
、
原
告
は
文
書
送
付
嘱

託
を
申
し
立
て
、
介
護
記
録
・
介

護
認
定
書
の
提
出
を
裁
判
所
に
求

め
た
が
、
提
出
さ
れ
た
記
録
か
ら

は
「
意
思
能
力
の
欠
如
」
を
裏
付

け
る
決
定
的
な
証
拠
は
得
ら
れ
な

か
っ
た
。
加
え
て
、
遺
産
手
続
を

担
当
し
た
司
法
書
士
が
母
本
人
に

電
話
で
内
容
確
認
し
て
い
る
記
録

も
あ
り
、
私
は
こ
の
点
を
証
拠
に

基
づ
き
主
張
し
た
。
さ
ら
に
、
仮

に
相
続
登
記
が
違
法
で
あ
っ
た
場

合
に
、
原
告
に
と
っ
て
ど
う
い
う

不
都
合
又
は
不
利
益
が
あ
り
、
信

頼
関
係
が
維
持
で
き
な
い
と
言
っ

て
い
る
の
か
釈
明
を
求
め
た
が
、

回
答
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
。

■
裁
判
の
結
末

─
和
解
の
成
立

弁
論
準
備
手
続
で
証
拠
が
出
尽

く
し
た
段
階
で
、
裁
判
長
か
ら
和

解
の
提
案
が
あ
っ
た
。
建
物
の
買

取
額
は
高
額
で
は
な
か
っ
た
が
、

第
２
回
口
頭
弁
論
で
裁
判
官
に

「
金
額
の
イ
メ
ー
ジ
は
」
と
問
わ

れ
、「
い
く
ら
で
も
構
わ
な
い
」
と

述
べ
た
手
前
、
私
は
和
解
案
を
受

け
入
れ
る
こ
と
に
し
た
。
原
告
側

は
渋
っ
て
い
た
が
、
代
理
人
弁
護

士
の
説
得
も
あ
り
受
諾
。
結
果
と

し
て
、
私
の
主
張
が
認
め
ら
れ
た

と
言
え
る
終
結
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
、
建
物
を
引
き
渡
し
て

ち
ょ
う
ど
一
か
月
後
、
母
は
す
べ

て
の
整
理
が
済
ん
だ
の
を
見
届
け

る
か
の
よ
う
に
、
静
か
に
天
寿
を

全
う
し
た
。
長
い
訴
訟
の
緊
張
が

解
け
た
あ
と
に
訪
れ
た
母
の
死
は
、

私
に
深
い
感
慨
を
残
し
た
。
本
人

訴
訟
と
い
う
貴
重
な
経
験
と
と
も

に
、
こ
の
出
来
事
は
こ
れ
か
ら
も

忘
れ
得
ぬ
記
憶
と
な
る
だ
ろ
う
。
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に
堪
え
ま
せ
ん
。
特
に
、
転
勤
が

伴
う
会
社
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
転
居
が
伴
わ
な
い
異
動
で
対

応
し
て
い
た
だ
い
た
の
は
、
本
当

に
大
き
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
恐
ら
く
さ
び
し
い
思

い
も
し
た
で
あ
ろ
う
子
供
も
頑

張
っ
て
く
れ
た
と
思
い
ま
す
。
保

育
園
に
通
っ
て
い
た
頃
は
毎
日
の

よ
う
に
抱
っ
こ
を
せ
が
ま
れ
ま
し

た
が
、
安
心
し
た
よ
う
な
表
情

で
「
抱
っ
こ
は
心
の
栄
養
源
」
と

言
っ
て
い
た
の
を
今
は
懐
か
し
く

思
い
出
し
て
い
ま
す
。

毎
日
時
間
に
追
わ
れ
つ
つ
も
頑

張
っ
て
い
る
マ
マ
さ
ん
、
お
子
さ

ん
た
ち
は
み
な
さ
ん
の
頑
張
り
を

き
ち
ん
と
見
て
い
ま
す
。
も
し
少

し
で
も
余
裕
が
あ
れ
ば
、
抱
っ
こ

し
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。「
抱
っ
こ

は
心
の
栄
養
源
」
で
す
か
ら
！

法
学
部
同
窓
会
北
海
道
支
部
で

事
務
局
長
を
し
て
お
り
ま
す
平
成

4
年
卒
の
西
澤
で
ご
ざ
い
ま
す
。

成
田
事
務
局
長
か
ら
「
女
性
躍

進
の
年
に
相
応
し
く
多
彩
な
Ｏ
Ｇ

に
書
い
て
ほ
し
い
」
と
寄
稿
を
依

頼
さ
れ
、
参
戦
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

２
０
２
５
年
の
入
学
者
の
女

子
学
生
比
率
は
40
％
弱
と
い
う

こ
と
で
す
が
、
私
が
入
学
し
た

１
９
８
８
年
は
15
％
程
度
だ
っ
た

と
記
憶
し
て
い
ま
す
。
現
在
の
定

員
は
１
６
０
名
で
あ
り
、
当
時
の

２
／
３
程
度
と
か
な
り
少
な
く
、

そ
の
な
か
で
約
40
％
が
女
性
と
い

う
こ
と
は
、
存
在
感
も
増
し
て
い

る
と
思
わ
れ
、
頼
も
し
い
限
り
で

す
。
恐
ら
く
当
時
も
今
も
あ
ま
り

変
わ
ら
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
女

子
学
生
は
真
面
目
で
堅
実
と
い
う

印
象
が
あ
り
ま
す
（
私
以
外
）。

私
の
会
社
で
も
東
北
大
卒
の
女
性

は
、
こ
れ
ま
で
に
数
名
程
度
い
ま

し
た
が
、
み
な
さ
ん
そ
う
い
っ
た

印
象
で
す
（
し
つ
こ
い
で
す
が
私

以
外
）。

そ
し
て
、
真
面
目
な
方
ほ
ど
仕

事
と
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
（
家
庭
、
子

育
て
な
ど
）
の
両
立
に
悩
ま
れ
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
と
て

も
真
面
目
・
堅
実
と
は
言
い
難
い

私
で
も
、
そ
れ
な
り
に
苦
労
が
あ

り
ま
し
た
。「
仕
事
は
で
き
る
よ
う

に
な
り
た
い
」「
納
得
い
く
ま
で
考

え
た
い
」
と
思
い
つ
つ
も
、「
子
供

の
お
迎
え
に
行
か
な
く
て
は
」「
早

く
食
事
さ
せ
て
、
お
風
呂
に
入
れ

て
、
寝
か
し
つ
け
し
な
い
と
」
な

ど
、
常
に
時
間
に
追
わ
れ
て
余
裕

の
な
い
毎
日
で
し
た
。
子
供
が
一

人
で
も
そ
う
な
の
で
す
か
ら
、
二

人
、
三
人
と
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
に

は
本
当
に
頭
が
下
が
り
ま
す
。

そ
れ
で
も
、
仕
事
を
辞
め
る
気

は
さ
ら
さ
ら
な
く
、
何
と
か
子
供

が
高
校
を
卒
業
す
る
ま
で
乗
り
切

る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
ひ
と
え

に
家
族
や
会
社
の
方
の
ご
理
解
・

ご
協
力
の
お
か
げ
で
あ
り
、
感
謝

新
潟
市
が
政
令
指
定
都
市
に
移

行
し
た
２
０
０
７
年
4
月
、
私

は
東
北
大
学
公
共
政
策
大
学
院
に

入
学
し
た
。
新
潟
市
出
身
の
私

は
、
新
潟
大
学
で
経
済
を
学
ん
で

い
た
が
、
当
時
、
新
潟
市
と
関

係
が
深
い
日
朝
平
壌
宣
言
締
結

や
、
日
本
が
国
連
安
全
保
障
理
事

会
へ
の
常
任
理
事
国
入
り
を
目
指

す
な
ど
の
様
々
な
国
際
情
勢
が
あ

り
、
日
本
の
国
際
政
策
へ
の
関
心

が
深
ま
り
、
国
際
関
係
の
講
義
を

受
講
す
る
学
生
と
な
っ
て
い
た
。

そ
の
た
め
、
公
共
政
策
大
学
院
で

は
、
入
試
時
に
国
際
分
野
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
が
予
定
さ
れ
て
い
た

た
め
進
学
を
決
め
た
。
国
際
関
係

の
研
究
が
動
機
と
な
り
進
学
し
た

が
、
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
に
よ
り
実

態
を
知
り
、
根
拠
を
固
め
て
政
策

提
言
に
つ
な
げ
る
学
び
は
、
日
々

心
高
鳴
る
も
の
が
あ
っ
た
。

現
在
、
私
は
新
潟
市
議
会
議
員

と
し
て
一
期
三
年
目
と
な
る
。
帰

省
し
、
直
ぐ
に
出
馬
し
た
の
で
は

な
く
、
進
学
や
就
職
を
経
て
い

る
。
職
業
経
験
も
そ
う
だ
が
、
公

共
政
策
大
学
院
で
の
就
学
は
、
市

議
を
目
指
し
職
責
を
果
た
す
う
え

で
影
響
が
大
き
い
。

立
候
補
し
た
理
由
は
、
地
元
が

こ
の
ま
ま
で
は
消
え
て
し
ま
う

の
で
は
な
い
か
と
い
う
危
機
感
を

抱
い
た
こ
と
に
あ
っ
た
。
住
民
の

老
齢
化
、
学
校
統
合
、
移
動
手
段

や
防
災
機
能
低
下
へ
の
懸
念
、
こ

れ
ら
が
更
に
人
口
減
少
を
進
ま
せ

る
。
日
本
全
国
の
特
に
郊
外
地
域

に
お
い
て
は
共
通
の
課
題
で
あ
る

が
、「
ど
こ
も
そ
う
だ
か
ら
仕
方
な

学
び
を
今
に
生
か
す�
�

～
地
方
政
治
を
目
指
し
て
～

�

米　

野　

泰　

加
（
Ｈ
21
院
修
了
）

心
の
栄
養
源

�

西
澤 （
棟
方
） 

香
衣
（
Ｈ
4
卒
）
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忘
れ
が
た
き
同
窓
先
輩

細　

島　

正　

志
（
Ｓ
53
卒
）

い
」
と
は
出
来
な
か
っ
た
。

私
は
二
度
の
挑
戦
を
経
て
現
在

に
至
る
。
立
候
補
し
た
選
挙
区

は
、
完
全
な
無
所
属
で
の
当
選
事

例
は
過
去
に
な
く
、
し
か
も
無
所

属
の
女
性
候
補
者
が
当
選
し
た
こ

と
が
な
い
地
で
あ
っ
た
。
二
度
と

も
立
候
補
時
に
党
所
属
や
推
薦
は

な
く
、
ま
し
て
や
地
盤
、
看
板
、

鞄
な
ど
な
い
。
十
分
な
票
固
め
が

出
来
た
訳
で
も
な
か
っ
た
。
思
え

ば
、
地
方
議
員
選
挙
と
は
言
え
、

挑
戦
は
無
謀
に
近
か
っ
た
。
一
度

目
の
挑
戦
は
、
最
終
当
選
者
と
約

５
０
０
票
差
で
落
選
。
届
き
そ
う

で
届
か
な
い
。「
な
い
」こ
と
ば
か

り
で
あ
っ
た
。
敗
戦
当
時
、
終
え

よ
う
か
と
考
え
た
こ
と
も
が
あ
っ

た
が
、「
あ
き
ら
め
な
い
で
ほ
し

い
」
と
言
っ
て
く
れ
る
人
た
ち
が

い
た
。
こ
の
言
葉
を
頼
り
に
、
も

う
一
度
、
挑
戦
す
る
決
心
を
し

た
。何

が
見
え
て
い
な
か
っ
た
の

か
、
選
挙
後
、
多
く
の
方
々
と
話

を
し
、
欠
け
て
い
た
視
点
は
何

だ
っ
た
の
か
考
え
、
自
分
の
行
動

を
見
直
す
。
あ
る
意
味
、PD

CA

サ
イ
ク
ル
。
他
の
候
補
者
と
変
わ

り
な
い
こ
と
で
は
ダ
メ
な
の
だ
と

新
潟
支
部
総
会
で
面
識
を
得
た

縁
で
、
成
田
教
授
か
ら
俳
句
や
登

山
の
こ
と
で
寄
稿
を
と
の
ご
依
頼

が
あ
っ
た
。
以
下
、
誌
面
を
穢
す

雑
文
と
ご
承
知
の
上
お
読
み
頂
け

れ
ば
幸
い
で
す
。

私
が
本
学
を
選
択
し
た
の
は
、

学
費
が
安
い
首
都
圏
外
の
国
立
大

学
で
あ
る
こ
と
と
、
愛
読
し
て
い

た
芥
川
賞
作
家
・
北
杜
夫
が
卒
業

生（
医
）で
あ
り
杜
の
都
・
仙
台
へ

の
憧
れ
が
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
。

北
は
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る
『
ど
く

と
る
マ
ン
ボ
ウ
』
シ
リ
ー
ズ
や

『
楡
家
の
人
び
と
』
な
ど
純
文
学

で
も
人
気
が
あ
っ
た
（
＊
１
）。

蛇
足
で
あ
る
が
私
は
こ
の
二
十

年
間
俳
句
に
親
し
ん
で
お
り
、俳
句

結
社
「
炎
環
」
の
同
人
で
あ
る
。
し

か
も
俳
号
は
北
杜
夫
か
ら
拝
借
し

「
北
悠
休
」
と
し
て
い
る
（
＊
２
）。

さ
て
法
曹
を
目
指
し
法
学
部
に

入
っ
た
も
の
の
、
徐
々
に
青
春

期
の
不
燃
焼
感
や
迷
い
が
昂
じ
始

め
、
三
年
生
の
時
思
い
切
っ
て
社

会
人
山
岳
会
の
仙
台
山
想
会
（
以

下
、
山
想
会
）
に
入
会
し
た
。

以
降
、
冬
は
山
ス
キ
ー
で
飯

豊
・
朝
日
・
蔵
王
・
鳥
海
な
ど
東

北
の
名
山
を
、
夏
は
沢
登
り
に
熱

中
し
た
。
社
会
人
の
会
員
は
山
で

厳
し
い
反
面
、
飲
食
で
は
す
っ
か

り
お
世
話
に
な
っ
た
。
先
輩
の
多

く
は
鬼
籍
に
入
ら
れ
た
が
、
私
が

公
務
員
（
厚
労
省
・
労
働
基
準
監

督
官
）
を
定
年
退
職
し
た
直
後
に

Ｏ
Ｂ
有
志
で
山
想
同
窓
会
を
結

成
、
昨
年
も
船
形
山
の
キ
ャ
ン
プ

場
に
集
ま
っ
た
。

山
想
会
の
創
立
者
は
、
岡
田
喜

秋
（
経
）
で
あ
っ
た
。
喜
秋
は

北
と
同
様
、
旧
制
松
本
高
校
か
ら

思
っ
た
。

次
の
選
挙
ま
で
の
間
、
小
学
校

特
別
教
育
や
学
童
保
育
の
支
援
員

を
し
な
が
ら
、
各
種
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
に
所
属
し
、
地
域
の
活

動
を
積
み
重
ね
た
。
教
育
も
地
域

も
、
現
状
や
課
題
が
何
か
身
を

も
っ
て
知
る
期
間
で
あ
っ
た
。
二

度
目
の
統
一
地
方
選
挙
で
は
、
5

人
枠
中
の
3
位
当
選
と
な
っ
た
。

身
を
も
っ
た
言
葉
を
発
す
る
こ
と

が
出
来
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

職
務
上
の
活
動
は
じ
め
様
々
な

活
動
を
通
じ
て
多
く
の
困
り
事
が

寄
せ
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
今
も
、

現
場
に
行
き
、
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査

を
基
に
困
り
事
の
把
握
や
解
決
方

法
を
検
討
し
、
執
行
部
局
と
対
話

し
施
策
調
整
を
図
る
。
直
ぐ
に
着

地
点
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
と

は
限
ら
な
い
が
、
細
か
な
調
査
を

重
ね
、
建
設
的
な
対
話
と
な
る
よ

本
学
に
入
り
、
戦
後
の
焦
土
か
ら

望
む
泉
ヶ
岳
や
蔵
王
の
美
し
さ
に

惹
か
れ
山
想
会
を
設
立
し
た
。
卒

業
後
、
日
本
交
通
公
社
（
現
Ｊ
Ｔ

Ｂ
）
に
入
り
月
刊
誌
「
旅
」
の
編

集
長
や
紀
行
作
家
と
し
て
名
を
馳

せ
た
。
松
本
清
張
と
の
興
味
深
い

エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
る
。

喜
秋
は
社
会
派
推
理
に
意
欲
を

示
す
清
張
に
、
鉄
道
を
題
材
に
し

た
連
載
小
説
の
約
束
を
取
り
付
け

た
。
時
刻
表
を
駆
使
し
た
完
全
犯

罪
小
説
に
清
張
が
付
し
た
当
初
の

題
名
は
『
縄
』
で
あ
っ
た
。
こ
れ

に
違
和
感
を
覚
え
た
喜
秋
は
再
考

を
促
し
、
最
終
的
に
『
点
と
線
』

に
落
ち
着
い
た
。
ミ
ス
テ
リ
ー
名

作
誕
生
の
秘
話
で
あ
る
。

喜
秋
と
は
こ
こ
十
年
、
蔵
王
や

新
潟
の
御
神
楽
岳
の
山
旅
に
ご
一

緒
し
お
元
気
だ
っ
た
が
、
昨
年
四

月
に
九
九
歳
で
他
界
さ
れ
た
。
そ

の
著
作
の
多
く
は
復
刊
さ
れ
、
懐

か
し
き
山
旅
や
失
わ
れ
た
秘
境
が

蘇
え
る
。
民
俗
学
的
に
も
貴
重
な

資
料
と
な
っ
て
い
る
（
＊
３
）。

つ
い
で
に
本
学
出
身
の
著
名
な

登
山
家
で
は
、
近
代
ア
ル
ピ
ニ
ズ

ム
草
創
期
に
谷
川
岳
等
の
岩
壁
初

登
攀
に
名
を
残
す
小
川
登
喜
男
が

う
心
掛
け
て
い
る
。
課
題
把
握
と

解
決
に
ど
う
向
き
合
う
か
、
学
び

が
今
に
生
き
て
い
る
。
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「
門
戸
開
放
」の
伝
統
を
受
け
継
ぐ

�

金　

澤　

真　

理
（
Ｈ
２
卒
）

澤
柳
政
太
郎
博
士
。
在
学
中
は

さ
ほ
ど
強
く
意
識
す
る
こ
と
の
な

か
っ
た
そ
の
名
前
に
対
し
、
私
が

特
別
の
感
慨
を
も
つ
よ
う
に
な
っ

た
の
は
、
勤
務
校
で
女
性
研
究

者
支
援
に
携
わ
っ
て
か
ら
で
あ

る
。
当
時
の
勤
務
校
大
阪
市
立
大

学
は
、
大
阪
府
立
大
学
と
の
統
合

を
控
え
て
い
た
。
そ
の
状
況
で
ダ

イ
バ
ー
シ
テ
ィ
担
当
の
副
学
長
を

拝
命
し
、
自
然
科
学
系
部
局
の
人

数
が
多
い
と
い
う
特
色
を
も
つ
大

学
組
織
内
で
、
人
数
比
が
少
な
い

女
性
研
究
者
の
支
援
に
尽
く
し
て

き
た
女
性
研
究
者
支
援
室
と
と
も

に
、
南
近
畿
圏
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
広
げ
つ
つ
、
地
道
に
研
究
環

境
の
改
善
を
進
め
た
。
女
性
研
究

者
支
援
室
の
こ
の
努
力
が
母
校
の

初
代
学
長
（
任
期
：
１
９
１
１
～

１
９
１
３
年
）
の
名
を
冠
す
る
賞

を
頂
い
た
の
だ
か
ら
嬉
し
く
な
い

わ
け
が
な
い
。

澤
柳
博
士
は
文
部
官
僚
出
身
で

あ
り
な
が
ら
、
国
立
大
学
の
み
な

ら
ず
、
大
正
の
自
由
主
義
的
雰
囲

気
の
下
で
私
立
学
校
の
設
立
、
運

営
に
も
尽
力
し
た
。
教
育
の
機
会

均
等
が
モ
ッ
ト
ー
で
あ
り
、
欧
州

遊
学
の
経
験
か
ら
海
外
の
女
子
学

生
の
存
在
を
知
っ
た
博
士
は
、
東

北
大
学
の
「
門
戸
開
放
」
の
理

念
に
基
づ
き
、
帝
国
大
学
と
し
て

初
め
て
女
子
に
学
問
の
途
を
開
い

た
。
そ
れ
ま
で
閉
ざ
さ
れ
て
い
た

大
学
に
歩
み
を
進
め
た
当
時
の
学

生
た
ち
の
意
気
込
み
と
重
圧
は
い

か
ば
か
り
で
あ
っ
た
か
と
思
い
を

馳
せ
る
。

私
自
身
の
法
学
部
入
学
の
頃
を

い
る
。
最
近
で
は
剣
沢
大
滝
の
完

全
踏
破
な
ど
渓
谷
登
攀
の
第
一
人

者
・
大
西
良
治
（
学
部
不
詳
）
の

活
躍
が
目
を
瞠
る
（
＊
４
）。

私
の
畏
敬
す
る
先
輩
で
は
憲
法

学
の
巨
星
・
樋
口
陽
一
教
授
は
言

う
に
及
ば
ず
。
さ
ら
に
田
中
角
栄

が
主
導
し
た
尾
瀬
林
道
を
白
紙
撤

回
さ
せ
尾
瀬
の
自
然
を
守
っ
た
環

境
庁
長
官
・
大
石
武
一
（
医
）、
反

骨
の
出
版
人
・
松
本
昌
次
（
文
）

に
も
触
れ
た
い
所
で
あ
る
が
、
紙

幅
が
尽
き
た
よ
う
で
す
（
＊
５
）。

在
学
当
時
の
バ
ン
カ
ラ
で
貧
乏

で
野
暮
な
東
北
大
生
の
代
名
詞
は

「
イ
カ
ト
ン
」（
い
か
に
も
東
北
大
）

で
あ
っ
た
が
、
直
接
ま
た
は
著
作

を
通
じ
出
会
っ
た
先
輩
方
は
一
本

筋
の
通
っ
た
生
き
方
を
さ
れ
て
い

て
、
こ
れ
も
学
風
と
し
て
誇
り
に

し
て
良
い
と
思
っ
て
い
る
。

＊
１ �

北
が
カ
ラ
コ
ル
ム
遠
征
隊
に
同

行
し
た
際
の
『
白
き
た
お
や
か

な
峰
』は
わ
が
愛
読
書
。
今
年
四

月
に
そ
の
地
域
の
山
旅
を
計
画

し
て
い
る
。

＊
２ �『
角
川
俳
句
年
鑑
２
０
２
６
年

版
』（
Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
）・
結

社
「
炎
環
」

＊
３ �

岡
田
喜
秋
『
日
本
の
秘
境
』『
名

思
い
起
こ
せ
ば
、
確
か
に
文
系
他

学
部
に
比
べ
て
格
段
に
女
子
の
比

率
が
低
か
っ
た
。
し
か
し
、
男
女

雇
用
機
会
均
等
法
施
行
直
後
と
い

う
時
代
背
景
も
手
伝
っ
て
、
や
が

て
は
社
会
で
重
要
な
役
割
を
果
た

せ
る
と
、
進
路
に
希
望
を
持
ち
、

日
々
勉
励
す
る
先
輩
、
同
輩
が
少

な
く
な
か
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
状

況
で
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
自
分
も

研
究
を
志
し
大
学
院
に
進
学
し
よ

う
と
決
意
す
る
こ
と
が
で
き
た
の

で
は
な
い
か
と
当
時
を
振
り
返

る
。そ

れ
か
ら
数
十
年
は
本
当
に

あ
っ
と
い
う
間
で
あ
っ
た
。
国
内

外
の
研
究
者
、
特
に
同
一
研
究
分

野
に
限
ら
ず
、
他
の
領
域
で
功
績

を
あ
げ
た
方
々
と
も
接
す
る
機
会

が
あ
っ
た
の
は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平

等
の
精
神
を
研
究
の
機
会
や
環
境

の
改
善
に
反
映
し
、
多
様
な
観
点

に
基
づ
い
て
得
ら
れ
た
学
術
の
成

果
を
皆
で
享
受
し
よ
う
と
す
る
、

学
問
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
一
端
に

加
わ
れ
た
幸
運
に
よ
る
。
組
織
の

構
成
比
で
は
少
数
に
と
ど
ま
り
、

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
躍
の
場

を
切
り
拓
い
て
こ
ら
れ
た
ロ
ー
ル

モ
デ
ル
と
な
る
先
輩
方
が
必
ず

残
の
山
路
』『
山
村
を
歩
く
』『
秘

め
ら
れ
た
旅
路
』
ほ
か
（
山
と
渓

谷
社
・
ヤ
マ
ケ
イ
文
庫
）

＊
４ �

大
西
良
治
『
渓
谷
登
攀
』（
山
と

渓
谷
社
）

＊
５ �

樋
口
陽
一
『
戦
後
憲
法
史
と
並

走
し
て
』（
岩
波
書
店
）
平
野
長

靖
『
尾
瀬
に
死
す
』（
新
潮
社
）

松
本
昌
次
『
わ
た
し
の
戦
後
出

版
史
』（
ト
ラ
ン
ス
ビ
ュ
ー
）

と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
言
わ
れ
た
の

は
、「
女
性
研
究
者
が
頑
張
ろ
う
と

し
て
い
る
と
き
に
、
理
解
し
、
支

え
て
く
れ
よ
う
と
す
る
男
性
の
研

究
者
が
常
に
い
た
。
そ
の
協
力
を

得
ら
れ
た
か
ら
こ
そ
今
が
あ
る
」

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
多
数
を
占

め
る
地
位
に
あ
っ
て
も
現
状
に
甘

ん
じ
ず
、
む
し
ろ
次
の
世
代
を
担

う
多
様
な
存
在
を
支
援
し
よ
う
と

布
石
す
る
、
先
を
見
通
す
目
が

あ
っ
た
。
澤
柳
博
士
も
ま
た
、
将

来
を
見
据
え
、
女
性
研
究
者
の
活

躍
の
場
を
拓
く
一
手
を
指
し
た
と

言
え
る
の
で
は
な
い
か
。
学
び
た

い
と
意
欲
を
も
つ
若
者
に
、
性
別

を
問
わ
ず
専
攻
を
選
び
、
研
究
の

途
へ
進
む
意
義
と
可
能
性
を
伝
え

る
と
き
、
よ
う
や
く
私
も
母
校
の

伝
統
の
一
端
を
受
け
継
ぐ
こ
と
が

で
き
た
と
感
じ
る
。
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や
か
に
地
元
と
繋
が
り
、そ
れ
が
将

来
的
な
二
拠
点
居
住
や
移
住
と
い

う
選
択
肢
へ
と
昇
華
し
て
い
く
よ

う
な
新
し
い
仕
組
み
を
構
築
し
な

け
れ
ば
、持
続
可
能
な
地
域
社
会
を

維
持
す
る
こ
と
は
困
難
に
な
る
。

こ
の
た
め
、
現
在
、
若
者
た
ち

が
リ
ア
ル
と
バ
ー
チ
ャ
ル
の
世
界

で
交
流
し
な
が
ら
地
元
と
繋
が
る

こ
と
が
で
き
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
の
構
築
に
向
け
て
検
討
を
進
め

て
い
る
。
令
和
の
江
戸
家
老
と
し

て
、
次
世
代
の
力
を
宮
城
の
未
来

「
法
一
亭
」
誕
生
秘
話

�

―
35
Ｊ
伝
説
の
先
輩
た
ち
―

阿　

見　

孝　

雄
（
Ｓ
44
卒
）

「
あ
あ
、
や
は
り
、
間
違
い
の
無

い
事
実
だ
っ
た
の
か
」。

清
水
廣
行
様
の
「
同
窓
会
事
務

局
長
退
任
を
労
う
会
」
に
後
輩
と

し
て
お
邪
魔
し
話
を
聞
き
、
改
め

て
納
得
し
た
法
学
部
学
生
の
素
敵

な
伝
統
行
事
の
誕
生
秘
話
で
す
。

私
た
ち「
40
Ｊ
」の
学
生
も
大
学
祭

で
夢
中
に
な
っ
た
焼
き
鳥
屋
「
法

一
亭
」
の
出
店
は
、「
35
Ｊ
」
の
先
輩

の
苦
闘
の
お
か
げ
だ
っ
た
の
で
す
。

東
北
大
学
の
大
学
祭
初
の
焼
き
鳥

屋
出
店
の
企
画
は
、
当
時
の
大
学

祭
実
行
委
員
会
か
ら
「
知
性
が
な

い
」
と
冷
た
く
却
下
さ
れ
ま
し
た
。

そ
こ
で
先
輩
た
ち
は
中
川
善
之
助

教
授
に
直
接
会
い
窮
状
を
訴
え
ま

す
。
そ
の
際
、
五
人
の
先
輩
は
下

駄
を
脱
い
で
研
究
室
に
入
室
し
た

と
か
。「
下
駄
」
と
聞
い
て
も
、
い

ま
の
学
生
諸
君
に
は
ピ
ン
と
こ
な

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。大
い
に
時

代
を
感
じ
ま
す
。こ
の
突
然
の
珍
し

い
願
い
に
中
川
先
生
は
驚
い
た
で

し
ょ
う
が
、「
知
性
だ
け
が
人
間
を

作
り
上
げ
る
の
で
は
な
い
」と
応
援

を
快
諾
。
東
北
大
学
の
名
物
教
授

中
川
先
生
の
後
押
し
で
「
法
一
亭
」

は
無
事
開
店
。
た
い
へ
ん
な
評
判

を
呼
び
、利
益
も
出
ま
し
た
。
そ
の

利
益
が
契
機
と
な
り
、「
中
善
並
木
」

が
誕
生
し
ま
す
。こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

が
き
っ
か
け
で
し
ょ
う
か
。敬
愛
す

る
中
川
先
生
が
定
年
退
官
し
仙
台

か
ら
離
れ
る
と
、
鎌
倉
の
ご
自
宅

ま
で
法
学
部
の
学
生
た
ち
が
徒
歩

旅
行
で
お
訪
ね
す
る
「
中
善
行
進
」

が
始
ま
り
ま
し
た
。
驚
く
べ
き
こ

の
行
動
は
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
人
気
番
組
で

全
国
に
放
送
も
さ
れ
ま
し
た
。ま
さ

に
「
35
Ｊ
」
の
先
輩
た
ち
の
ご
活
躍

に
よ
り
、
東
北
大
学
法
学
部
な
ら

で
は
の
こ
れ
ら
の
心
に
残
る
エ
ピ

ソ
ー
ド
が
生
ま
れ
た
の
で
し
た
。

「
中
善
並
木
」
の
記
念
碑
に
刻

ま
れ
た
中
川
先
生
の
お
言
葉
、「
若

き
日
の
友
情
と
感
激
の
た
め
に
」

を
ま
さ
に
実
現
し
た
「
35
Ｊ
」
の

先
輩
の
皆
様
に
心
よ
り
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

へ
と
繋
ぐ
懸
け
橋
に
な
り
た
い
と

考
え
て
い
る
。

宮
城
と
首
都
圏
の
若
者
を
結
ぶ

「
令
和
の
江
戸
家
老
」
の
挑
戦

川　

越　
　
　

開
（
Ｈ
５
卒
）

２
０
２
５
年
４
月
、
宮
城
県
東

京
事
務
所
長
と
し
て
、
千
代
田
区

平
河
町
に
あ
る
都
道
府
県
会
館
内

の
事
務
所
に
着
任
し
た
。
当
所
は
、

中
央
省
庁
か
ら
の
情
報
収
集
や
工

場
誘
致
等
を
目
的
と
し
た
企
業
訪

問
、
地
場
産
品
の
Ｐ
Ｒ
、
県
人
会

活
動
の
支
援
等
、
多
岐
に
わ
た
る

業
務
を
担
う
。
知
事
の
上
京
時
に

は
公
務
の
円
滑
な
遂
行
を
支
え
る

フ
ル
ア
テ
ン
ド
も
務
め
る
。
そ
の

役
割
は
、
現
代
に
お
け
る
「
仙
台

藩
の
江
戸
家
老
」
と
言
え
よ
う
か
。

着
任
早
々
、
私
は
喫
緊
の
課
題

に
直
面
し
た
。
地
方
に
と
っ
て
人

口
減
少
、
と
り
わ
け
若
者
の
首
都

圏
へ
の
流
出
に
よ
る
社
会
減
の
解

消
は
待
っ
た
な
し
の
状
況
で
あ
る

が
、
そ
う
し
た
若
者
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
と
の
接
点
が
殆
ど
な
い
。
戦

後
の
集
団
就
職
世
代
を
中
心
に
故

郷
を
支
え
て
き
た
県
人
会
は
出
身

市
町
村
ご
と
に
組
織
さ
れ
、
所
長

は
年
間
30
回
ほ
ど
総
会
・
懇
親
会

に
招
待
さ
れ
る
が
、
会
員
は
高
齢

化
し
、
若
者
の
参
画
が
得
ら
れ
に

く
い
実
情
に
あ
る
。

こ
れ
ま
で
も
、
本
県
は
質
の
高

い
雇
用
の
創
出
や
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン

の
促
進
、
交
流
人
口
の
拡
大
・
関

係
人
口
の
創
出
に
注
力
し
て
き

た
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
施
策
を

真
に
実
効
性
あ
る
も
の
に
す
る
た

め
に
は
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
な
る
首

都
圏
の
若
者
に
必
要
な
情
報
を
着

実
に
届
け
、
相
互
に
交
流
で
き
る

た
め
の
基
盤
が
不
可
欠
で
あ
る
。

「
隗
よ
り
始
め
よ
」
の
精
神
で
、

こ
の
数
カ
月
間
に
出
会
っ
た
十

数
名
の
若
者
た
ち
と
交
流
会
を
催

し
た
。
そ
こ
で
聞
こ
え
て
き
た
の

は
、「
同
郷
の
仲
間
と
繋
が
り
た

い
」
と
い
う
切
実
な
声
だ
。

志
を
抱
い
て
上
京
し
た
若
者
に

は
、ま
ず
は
そ
の
夢
を
全
力
で
追
い

か
け
て
欲
し
い
。
そ
の
上
で
、関
係

人
口
と
し
て
、ふ
る
さ
と
納
税
や
観

光
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
を
通
じ
て
緩

左端：筆者
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（１）令和７年度収支決算（案）と令和８年度予算（案）
１. 会費納入減による収入の低下と物価高等による支出の増加

令和 7 年度の予算は、一般会員の会費納入減、ならびに物価高、旅費規程の変更、事務局担当者の変更に伴う
事務費の増加等により、大変厳しい内容となりました。年代別に会費の納入状況をみると中高齢の会費の納入率
が高くなっております。若い世代の会員に、同窓会活動を一層ご理解頂くことが急務と考えます。

会費納入にご協力頂きました会員の皆さまには心より御礼申し上げますとともに、引き続きご支援のほどよろ
しくお願い申し上げます。

なお、学部入学時の「法祭大」、卒業時の「卒業祝賀会」にあたり、大学側の要請にお応えし、例年通り、支援（賛
助金）を継続しております。新入学生、卒業生に対し同窓会の存在意義をアピールして参ります。

２. 令和８年度予算について
本年度は、今のところ大きな支出は予定しておりません。昨年度、宮城支部、東京支部から要請のあった支部

総会の助成の増額等、各支部、会員の皆さまからのご要望に向き合い、活動を進めていきたいと思います。しか

　　　「令和７年度収支決算（案）」と「令和８年度予算（案）」� 単位：円

★収入の部	 （▲）は収入の減少	

項　　　目 令和７年度予算 同左決算 予算対比 令和８年度予算

１）　会費等 5,300,000 4,784,000 ▲ 516,000 5,000,000
（年会費・一般会員および新入生会員）

２）　利　息 6,605 30,342 23,737 42,300（銀行預金　実績勘案）
３）　広告料 0 0 0
４）　雑収入・その他 20,000 169,110 149,110 10,000（寄附金等）
５）　桜基金 0 0 0

合　　　計 5,326,605 4,983,452 ▲ 343,153 5,052,300

★支出の部	 （▲）は支出の減少	

項目 令和７年度予算 同左決算 予算対比 令和８年度予算
１）会費等 150,000 176,244 26,244 180,000（前年実績勘案）

２）事業費（会報発行ほか） 885,000 872,644 ▲ 12,356 620,000（会報作製費）
285,000（学部賛助金等）

３）事務費（旅費・人件費ほか） 3,595,000 3,644,911 49,911 3,390,000
（旅費・データ管理費・手数料・事務費等）

４）通信費（郵送料ほか） 392,000 382,482 ▲ 9,518 430,000（会報郵送料） 10,000（切手代）
５）振替手数料 160,000 119,202 ▲ 40,798 120,000（郵便振替　実績勘案）
６）桜基金 0 0 0

合　　　計 5,182,000 5,195,483 13,483 5,005,000 

★収支差額の部		

項目 令和７年度予算 同左決算 予算対比 令和８年度予算
１）収支差益 144,605 ▲ 212,031 ▲ 356,636 17,300
２）前期繰越金 30,621,701 30,912,207 290,506 30,700,176
３）次期繰越金 30,766,306 30,700,176 ▲ 66,130 30,717,476（見込み）
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しながら、物価高騰の流れは続くと見られますので、当然のことながら経費節減にも努めて参ります。併せまし
て、若い世代の会員の皆さまに、同窓会活動に参画頂くための取り組みを、関係部門の皆さまと協議を進めて参
ります。

このような状況もあって、令和 8 年度の予算は、支出が昨年度実績を下回り、収支差益を確保する予算となっ
ております。

会員の皆さまには厳しい環境の中ではありますが、収支基盤強化に向けて、昨年度までと変わらぬご支援、ご
協力を何卒よろしくお願い申し上げます。

（2）令和８年度行事予定
最新情報は同窓会 HP にて更新掲載していますのでそちらもチェックください。

令和８年
　４月 11 日（土）　法祭大
　５月 ８ 日（金）　第１回運営委員会
　５月 15 日（金）　東海支部総会
　５月 30 日（土）　会報第 53 号発行
　６月 ８ 日（月）　学術振興基金ヒアリング
　６月 12 日（金）　監査会
　６月 13 日（土）　広島支部総会
　６月 20 日（土）　理事会
　７月 ４ 日（土）　本部・東京支部合同総会
　７月 10 日（金）　宮城支部総会
　７月 17 日（金）　学術振興基金理事会
　７月 24 日（金）　岩手支部総会

　 ８月 28 日（金）　北海道支部総会
　 ９月 ５ 日（土）　新潟支部総会
　 ９月 11 日（金）　大阪支部総会
　10 月 ２ 日（金）　第２回運営委員会
　10 月 30 日（金）　福島支部総会
　11 月 xx 日　　　  宮城支部役員幹事懇談会
令和９年
　 １月 27 日（水）　第３回運営委員会
　 ３月 25 日（木）　学位記交付式・卒業祝賀会
開催日未定：�青森、秋田、山形各支部総会、東北芝蘭会

総会、法科大学院部会総会、公共政策大学
院部会総会

（3）学術振興基金（理事長：蘆立教授）
当該基金は 2001 年から同窓生の寄付金を原資として、自主ゼミ活動への助成を行っています。現在自主ゼミ

は 8 グループあり、2025 年度（令和 7 年度）は 7 グループに約 90 万円を助成しました。本号自主ゼミだよりに
も掲載のとおり、地道な研究やフィールドワーク、法律相談、時宜を得たテーマの公演、同窓生を講師に招いた
講演はじめ各大会では優勝や入賞するなど数々の成果につながっております。東北法学刊行会は「東北法学」第
60 号を発行しました。

（4）同窓会との連絡
・問合せ：dosokailaw@gmail.com　電話／ FAX：022-795-6181
・同窓会HP：https://www.law.tohoku.ac.jp/alumni/
・住所変更：メールのほか会員情報登録フォーマットをご利用ください。
・�同窓会費：従来年額 3,000 円ですが、少なからずご厚志のお申し出がございます。3,000 円以上の振込（ゆう

ちょ銀行又は郵便局）も可能です。※別紙ご案内参照
	� 同期会開催への支援：計画中のグループには会報寄稿を条件に本学プロデュース日本酒「萩丸」の提供など

人数に合わせて行っております。ご希望のグループはあらかじめ事務局にご一報ください。

（5）令和８年度総会審議事項
今年度の総会は、7 月 4 日（土）東京支部総会と合わせて開催されます。議事内容は以下の通りです。ご意見

等ございましたら 6 月 22 日（月）まで事務局あてメール等でご連絡ください。
１．令和７年度決算案及び令和 8年度予算案

本号本部だより（１）掲載の通り
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２．令和８年度同窓会運営方針案
	 （１）�リアルタイムの情報共有と広範囲に寄付を創出する PR の仕組みづくり
	 （２）同窓生からの提案、各支部訪問時の情報交換をもとに新しい同窓会を構築 
	 （３）会報や HP を通した同窓会員の近況や大学の取組、学生の活動状況の紹介
	 （４）活動方針、課題、提案を踏まえ、予算編成に反映する
	 （５）若手会員の掘り起こしや総会への学生参加に向けた助成

３．行事企画
本号本部だより（２）掲載の通り

4．その他
他学部、萩友会、東京芝蘭会等とのネットワークを活用し効果的な運営を図る。
継続的懸案事項の整理と調整を図る。

Ｒ７年度　卒業年代別会費納入状況

卒業年代 納入者 ％

1940 年代 1 0.1%

1950 年代 55 4.8%

1960 年代 209 18.4%

1970 年代 285 25.1%

1980 年代 272 23.9%

1990 年代 151 13.3%

2000 年代 57 5.0%

2010 年代 27 2.4%

2020 年代 16 1.4%

院 生 63 5.5%
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令和６・７年度卒業生進路状況
　3 月 25 日に令和 7 年度の学位記交付式が行われました。令和 7 年度の卒業・修了生（9 月卒業・修了者含む）
は学部生で 154 名（内女性 57 名）、法学研究科で修士課程 5 名（内女性 3 名）、博士課程 4 名（内女性 2 名）、
法科大学院で 35 名（内女性 8 名）、公共政策大学院で 35 名（内女性 9 名）でした。その後、川内南キャンパ
ス文系総合講義棟で 3 名への総長賞、17 名（内女性 7 名）への法学会賞授与式及び祝賀会が行われ、期待と
覚悟を持ってあたらしい世界へと羽ばたきました。
■法科大学院修了者の進路
司法修習 24 名、司法試験受験 9 名、就職 1 名（東北電力）、進学 1 名（東北大学法学研究科研究大学院後期課程）
■公共政策大学院修了者の進路
�国家公務員総合職等：総務省、法務省、外務省、財務省、厚生労働省、文部科学省、農林水産省、経済産業省、
国土交通省、衆議院法制局
地方公務員：北海道、岩手県、宮城県、福島県、仙台市、天童市、福島市、大阪市
民間関係：日本総合研究所、日本放送協会、読売新聞社、東奥日報社、三菱 UFJ 信託銀行、明治安田生命保険
相互会社、アフラック生命保険、豊田自動織機、安藤・間　等
進学：東北大学法学研究科研究大学院（後期課程）

　令和 7 年度の学部卒業生・研究大学院修了生についての進路状況はデータの開示が会報発行まで間に合いま
せんので、後日判明次第同窓会 HP に掲載し、来年の会報でも報告します。以下は会報前号で掲載できなかっ
た令和 6 年度の進路状況です。
■令和６年度学部卒業生の進路
　168 名中、就職 113 名、進学 38 名、就活中その他 17 名。就職者のほぼ半数は、国家公務員総合・大卒 20
名、金融業・保険業 20 名、地方公務員 14 名。このうち下記は回答を承諾した卒業生の行き先です。
※順不同・株式会社等省略
国家公務員総合・大卒：総務省、厚生労働省、国土交通省、外務省、金融庁、参議院事務局
裁判所職員：名古屋高等裁判所、仙台地方裁判所、仙台地方・家庭裁判所
都道府県上級：秋田県、山形県、宮城県、千葉県、茨城県、富山県、徳島県
市役所上級、町・村職員：つくば市
上記以外：東北大学、国際協力機構、日本貿易振興機構、住宅金融支援機構、東北管区警察局
�民間企業等：三井住友銀行、日本郵政、七十七銀行、三菱 UFJ 信託銀行、バークレイズ証券、みずほ証券、大
和証券、三菱 UFJ ニコス、日興システムソリューションズ、ROXX、TOKAI グループ、ラクスル、東日本高
速道路、日揮ホールディングス、アイリスオーヤマ、EYSC、NTT 東日本、NTT ドコモ、NEC 通信システム、
日本電営、東北電力、北海道テレビ放送、ステップ、ORB、河合塾マナビス、早稲田学習研究会、RECCOO、
アンダーソン・毛利・友常法律事務所、杉本法律事務所、ベリーベスト法律事務所、司法書士法人杜 office、
アフラック生命保険、三井住友海上火災保険、日本生命保険相互会社、日本財宅、ブリヂストン、JR 東日本、
三菱重工業、鹿島建設、竹中工務店、東建コーポレーション、三菱鉛筆、オリエンタルランド、アーキテック
ス、DYM、レバレジーズ、Dirbato、アボットジャパン、クスリのアオキ、ZEALS、giftee

進学：東北大学法科大学院 17 名、同公共政策大学院 3 名、同研究大学院 1 名、他大学及び他研究科等 17 名。
■令和６年度研究大学院修了者の進路：
前期課程修了者 7 名。アクセンチュア、TDI グループ情報技術開発、七十七銀行、三菱総合研究所　等
後期課程修了者 13 名。東北大学、長崎大学、広西大学（中国）、日本経営システム　等
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北
海
道
支
部

北
海
道
支
部
総
会

�

村
　
上
　
恵
　
也

北
海
道
支
部
で
は
、
令
和
7
年

8
月
22
日
に
札
幌
市
中
央
区
の
ビ

ヤ
ホ
ー
ル
ラ
イ
オ
ン
狸
小
路
店
に

て
令
和
7
年
度
総
会
を
開
催
い
た

し
ま
し
た
。

当
日
は
、
同
窓
会
本
部
よ
り
戸

澤
前
会
長
、
成
田
事
務
局
長
に
、

ご
参
加
い
た
だ
き
、
支
部
か
ら
は

支
部
長
以
下
22
名
、
総
勢
24
名
で

の
会
と
な
り
ま
し
た
。

西
澤
事
務
局
員
（
Ｈ
4
卒
）
の

司
会
に
よ
り
、
総
会
で
会
計
報
告

が
さ
れ
た
後
、
森
支
部
長
（
Ｓ
55

卒
）
お
よ
び
戸
澤
前
会
長
の
ご
挨

拶
と
高
橋
さ
ん
（
Ｓ
45
卒
）
の
乾

杯
に
よ
り
、
ビ
ー
ル
会
が
開
始
さ

れ
ま
し
た
。

例
年
同
様
に
同
窓
会
本
部
か
ら

の
資
料
が
配
布
さ
れ
、
成
田
事

務
局
長
か
ら
ご
説
明
が
あ
っ
た
ほ

か
、
参
加
い
た
だ
い
た
会
員
の
み

な
さ
ま
か
ら
は
、
一
言
ず
つ
近

況
報
告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
今

年
は
、
遠
く
広
島
か
ら
沖
原
さ

ん
（
Ｓ
46
卒
）
に
ご
参
加
い
た
だ

い
た
ほ
か
、
初
参
加
の
上
野
さ
ん

（
Ｓ
61
卒
）、田
代
さ
ん
（
Ｈ
4
卒
）

の
2
名
を
お
迎
え
し
、
会
員
間
で

新
た
な
交
流
が
で
き
た
も
の
と
感

じ
ら
れ
ま
し
た
。

最
後
は
、
初
参
加
の
上
野
さ
ん

に
締
め
の
乾
杯
を
お
願
い
し
、
全

員
で
記
念
撮
影
を
し
て
盛
会
の
う

ち
に
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

北
海
道
支
部
総
会
に
は
毎
年
20

名
以
上
の
会
員
に
出
席
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。
北
海
道
で
は
決
し

て
多
く
は
な
い
同
窓
会
員
が
接
点

を
持
つ
こ
と
が
出
来
る
貴
重
な
機

会
と
し
て
、
引
き
続
き
会
員
拡
大

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

次
回
は
、
令
和
8
年
8
月
28
日

（
金
）18
時
か
ら
今
回
と
同
じ
札
幌

市
中
央
区
の
ビ
ヤ
ホ
ー
ル
ラ
イ
オ

ン
狸
小
路
店
で
開
催
を
予
定
し
て

お
り
ま
す
。
会
員
の
み
な
さ
ま
の

ご
参
加
を
お
待
ち
す
る
と
と
も
に
、

お
近
く
に
同
窓
生
の
方
が
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
ご
紹
介

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
同
窓
会
誌
を
ご
覧
に

な
っ
て
ご
連
絡
を
く
だ
さ
る
方
も

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
の
で
、
北
海

道
在
住
の
方
は
ぜ
ひ
お
気
軽
に
ご

参
加
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

（
北
海
道
支
部
事
務
局 

Ｈ
20
卒
）

岩
手
支
部

令
和
７
年
度
岩
手
支
部

�

総
会
開
催
さ
れ
る

�

前
　
田
　
敬
　
之

令
和
7
年
度
岩
手
支
部
総
会

は
、
令
和
7
年
7
月
25
日
（
金
）

に
、
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
盛

岡
ニ
ュ
ー
ウ
ィ
ン
グ
に
お
い
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
岩
手
も
猛
暑
の

最
中
で
し
た
が
、
空
調
の
効
い
た

快
適
な
会
場
で
旧
交
を
温
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

当
日
は
、県
内
の
行
政
・
金
融
・

大
学
・
福
祉
と
い
っ
た
各
界
か
ら

19
名
が
参
加
し
、
ま
た
、
同
窓
会

本
部
か
ら
久
保
野
恵
美
子
会
長
な

ら
び
に
成
田
美
子
事
務
局
長
の
お

二
方
を
お
迎
え
し
、
活
気
あ
る
懇

親
会
と
な
り
ま
し
た
。

懇
親
会
で
は
、
久
保
野
会
長
か

ら
大
学
及
び
ご
自
身
の
研
究
の

現
況
な
ど
を
お
話
し
い
た
だ
き
ま

し
た
。
続
い
て
成
田
事
務
局
長
か

ら
、
最
近
の
法
学
部
・
法
科
大
学

院
に
関
す
る
話
題
提
供
が
あ
り
、

出
席
者
に
と
っ
て
は
る
か
昔
の
在

学
時
と
の
違
い
に
感
嘆
し
ま
し

た
。
続
い
て
、廣
田
支
部
長
か
ら
、

盛
岡
市
史
編
さ
ん
の
作
業
状
況
の

話
題
提
供
が
あ
り
ま
し
た
。

恒
例
の
近
況
報
告
に
お
い
て

は
、
各
界
に
お
い
て
幹
部
・
中
堅

職
員
と
し
て
活
躍
中
の
会
員
か
ら

は
仕
事
の
状
況
に
つ
い
て
、
ま

た
、
年
配
会
員
か
ら
は
、
毎
日
の

健
康
法
や
余
暇
活
動
の
様
子
を
ご

披
露
い
た
だ
き
ま
し
た
。
業
界
や

年
代
の
垣
根
を
越
え
、
あ
ち
こ
ち

で
話
に
花
が
咲
き
ま
し
た
が
、
お

開
き
の
時
間
と
な
り
、
名
残
惜
し

く
も
散
会
と
な
り
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
中
断
を
経

て
、
今
回
が
再
開
4
年
目
と
な

り
、
宴
席
に
お
い
て
も
基
本
的
な

感
染
防
止
行
動
が
当
た
り
前
の
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。
本
人
や
御
家

族
の
急
病
の
た
め
急
遽
欠
席
と
な

る
な
ど
残
念
な
事
も
あ
り
ま
し
た

が
、
次
回
以
降
再
会
で
き
る
こ
と

を
心
待
ち
に
し
て
お
り
ま
す
。

来
年
度
も
、
7
月
下
旬
の
開
催

を
進
め
て
お
り
ま
す
の
で
、快
適
な

空
間
で
多
数
の
皆
さ
ん
に
お
会
い
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で
き
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、支
部
の
活
動
に
関
心

の
お
持
ち
の
方
は
、事
務
局
あ
て
御

一
報
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

（
岩
手
支
部
事
務
局
長 

Ｈ
5
卒
）

秋
田
支
部

秋
田
支
部
総
会
を�

�

開
催
し
ま
し
た

�

山
　
田
　
芳
　
浩

令
和
7
年
度
に
お
け
る
秋
田
支

部
総
会
は
、
令
和
7
年
10
月
10
日

金
曜
日
午
後
6
時
よ
り
、
秋
田
市

の
ア
キ
タ
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
に
て
開

催
い
た
し
ま
し
た
。

今
年
は
19
名
の
会
員
の
皆
様
に

ご
出
席
い
た
だ
い
た
ほ
か
、
本
同

窓
会
前
会
長
の
戸
澤
英
典
先
生
や

成
田
美
子
事
務
局
長
（
Ｓ
59
卒
）

に
も
ご
来
賓
と
し
て
お
越
し
い
た

だ
き
、
公
務
が
お
忙
し
い
中
ご
出

席
い
た
だ
い
た
戸
澤
前
会
長
と
、

当
支
部
総
会
の
開
催
に
当
た
り
資

料
提
供
な
ど
ご
配
意
い
た
だ
い
た

成
田
事
務
局
長
に
対
し
ま
し
て
、

改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
懇
親
会
で
は
、
支
部
顧

問
の
佐
藤
博
身
さ
ん
（
Ｓ
41
卒
）

の
ご
発
声
に
よ
る
乾
杯
の
後
、
和

気
藹
々
と
し
た
雰
囲
気
で
会
は
進

行
し
、
参
加
者
は
大
い
に
交
流
を

深
め
ま
し
た
。

ま
た
、
戸
澤
前
会
長
及
び
成
田

事
務
局
長
よ
り
ご
挨
拶
を
頂
戴

し
、
最
近
の
本
学
及
び
仙
台
市
の

様
子
な
ど
も
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま

し
た
。

特
に
印
象
深
い
こ
と
と
し
ま
し

て
、「
本
学
法
学
部
・
大
学
院
法
学

研
究
科
の
現
状
」
に
お
い
て
、
本

学
法
学
部
生
各
位
が
、
学
部
内
で

の
学
習
は
も
と
よ
り
、
自
主
ゼ
ミ

活
動
に
お
い
て
優
秀
な
成
績
を
収

め
て
い
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

本
学
が
、
官
民
各
界
に
対
し

て
、
ま
さ
に
“
国
の
礎
〟
と
い
え

る
有
為
な
人
材
を
輩
出
し
て
い
る

こ
と
に
つ
い
て
、
改
め
て
誇
ら
し

く
感
じ
た
次
第
で
す
。

こ
の
ほ
か
、
昨
年
度
に
続
き
、

余
興
と
し
て
本
学
に
ち
な
ん
だ
ク

イ
ズ
大
会
も
行
い
ま
し
た
。

今
年
度
は
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
ス
ラ
イ
ド
の
作
成
に
Ａ
Ｉ
を
用

い
た
ほ
か
、
景
品
と
し
て
本
学
生

協
が
販
売
し
て
い
る
「
川
内
第
2

食
堂
普
通
カ
レ
ー
」
を
提
供
す
る

な
ど
、
様
々
な
工
夫
を
凝
ら
し
、

東
北
大
学
の
歴
史
・
文
化
を
共
有

す
る
こ
と
が
で
き
る
、
有
意
義
な

時
間
と
な
っ
た
も
の
と
感
じ
て
お

り
ま
す
。

懇
親
会
の
最
後
に
は
、
学
生
歌

「
青
葉
も
ゆ
る
こ
の
み
ち
の
く
」

を
全
員
で
斉
唱
し
、
本
学
と
の
絆

を
再
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。秋

田
支
部
の
会
員
は
、
伝
統
的

に
官
公
庁
（
特
に
秋
田
県
庁
）
関

係
者
が
多
い
の
で
す
が
、
市
町
村

や
民
間
企
業
、
専
門
職
（
士
業
）

の
方
々
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

少
し
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
、

出
席
者
の
若
返
り
も
進
ん
で
お
り

ま
す
。
ア
ラ
フ
ォ
ー
以
下
の
世
代

の
方
々
も
珍
し
く
な
く
な
り
ま
し

た
。
ま
た
若
干
名
で
は
あ
り
ま
す

が
、
初
め
て
参
加
さ
れ
る
会
員
の

方
や
女
性
会
員
に
も
ほ
ぼ
毎
年
、

御
出
席
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

年
齢
・
性
別
・
職
域
を
問
わ
ず
、

同
窓
の
よ
し
み
で
交
流
を
深
め
ら

れ
、
公
私
の
交
友
関
係
を
広
げ
ら

れ
る
貴
重
な
機
会
で
す
の
で
、
今

後
と
も
多
く
の
会
員
の
方
々
に
お

越
し
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
改
め
ま
し
て
、
ご
出
席

い
た
だ
い
た
皆
様
と
、
準
備
に
奔

走
し
つ
つ
勧
誘
・
掘
り
起
こ
し
を

頑
張
っ
て
い
た
だ
い
た
役
員
・
幹

事
及
び
常
連
会
員
の
皆
様
に
、
感

謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

次
回
の
開
催
日
程
は
未
定
で
す

が
、決
ま
り
次
第
、ご
案
内
を
差
し

上
げ
ま
す
（
例
年
は
夏
か
ら
秋
頃

の
開
催
で
す
）
の
で
、
皆
様
の
ご

出
席
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

秋
田
県
内
に
転
入
さ
れ
た
方

や
、
興
味
が
あ
っ
て
参
加
し
た

い
が
案
内
が
届
か
な
い
と
い
う

方
は
、
お
手
数
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
同
窓
会
本
部
ま
た
は
秋
田
支

部
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

�

（
秋
田
支
部
長 

Ｓ
53
卒
）

【
同
窓
会
本
部
連
絡
先
】

こ
の
会
報
や
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
等

に
記
載
の
と
お
り
で
す
。

【
秋
田
支
部
連
絡
先
】

秋
田
支
部
幹
事

�

藤
木 

正
博
（
Ｈ
19
卒
）

�F
ujiki-M

asahiro@
pref.

akita.lg.jp

宮
城
支
部

支
部
だ
よ
り
「
宮
城
支
部
」

�

渡
　
辺
　
泰
　
宏

令
和
7
年
度
は
、
本
部
と
緊
密

に
連
携
し
な
が
ら
活
動
を
展
開
致

し
ま
し
た
。
主
に
「
7
月
合
同
総

会
」
と
「
11
月
役
員
幹
事
懇
談
会
」

を
報
告
し
ま
す
。

1
．
67
名
の
総
会
開
催

令
和
7
年
7
月
11
日
（
金
）
午

後
6
時
よ
り
本
部
・
宮
城
支
部

合
同
総
会
を
「
ホ
テ
ル
Ｊ
Ａ
Ｌ
シ

テ
ィ
仙
台
」
で
開
催
致
し
ま
し

た
。
2
年
に
一
度
の
本
部
と
の
合

同
総
会
で
、
当
日
は
自
主
ゼ
ミ
の

現
役
学
生
も
招
待
し
な
が
ら
、
総

勢
67
名
の
参
加
を
頂
き
ま
し
た
。

ま
ず
本
部
総
会
で
は
久
保
野
恵

美
子
同
窓
会
長
（
議
長
）
の
下
で

議
事
審
議
と
な
り
、
6
年
度
活
動

報
告
や
7
年
度
計
画
な
ら
び
に
旅

第 53 号（22）会　　　　　　　　報令和8年5月30日



費
規
程
改
正
案
が
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
役
員
人
事
で
は
、
長
年
本
部

事
務
局
を
支
え
て
頂
い
た
清
水
廣

行
・
岡
崎
隆
一
氏
に
代
わ
り
新
事

務
局
長
・
次
長
に
成
田
美
子
氏
・

松
田
敬
男
氏
の
就
任
も
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

続
い
て
宮
城
支
部
総
会
で
は
、

荒
支
部
長
よ
り
卒
業
生
が
多
方
面

で
活
躍
す
る
現
状
を
寿
ぐ
挨
拶
の

後
、
議
事
に
つ
い
て
は
会
員
相
互

の
交
流
連
携
を
核
に
し
た
活
動
計

画
な
ら
び
に
役
員
改
選
で
は
佐
野

好
昭
理
事
の
副
支
部
長
就
任
や
新

理
事
に
松
田
敬
男
（
常
任
理
事
）・

阿
部
俊
徳
・
髙
橋
義
広
・
庄
子
希

恵
・
齊
藤
洋
之
氏
就
任
も
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

そ
の
後
の
懇
親
会
で
は
、
様
々

に
談
論
の
輪
が
広
が
り
、
企
業
や

行
政
・
法
曹
界
の
近
況
、
さ
ら
に

は
現
役
学
生
の
皆
さ
ん
か
ら
の
報

告
等
を
ま
じ
え
、
最
後
は
「
青
葉

も
ゆ
る
」
を
斉
唱
し
、
極
め
て
盛

況
の
う
ち
に
、
お
名
残
惜
し
く
、

会
を
終
了
致
し
ま
し
た
。

令
和
8
年
は
7
月
10
日
（
金
）

に
宮
城
支
部
単
独
の
総
会
を
「
ホ

テ
ル
Ｊ
Ａ
Ｌ
シ
テ
ィ
仙
台
」
で
開

催
致
し
ま
す
。
現
役
学
生
・
院
生

の
参
加
も
広
く
呼
び
掛
け
て
参
り

ま
す
の
で
、
多
く
の
方
々
の
ご
参

加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

２
．
役
員
幹
事
懇
談
会

令
和
7
年
11
月
20
日
（
木
）
午

後
6
時
よ
り
、
地
元
百
貨
店
「
藤

崎
」
内
の
「
ケ
ヤ
キ 

カ
フ
ェ
」
に

お
い
て
20
名
が
参
加
致
し
ま
し

た
。
荒
支
部
長
の
冒
頭
挨
拶
後
、

ご
来
賓
の
久
保
野
恵
美
子
同
窓
会

長
の
ご
挨
拶
（
司
法
試
験
合
格
者

増
等
）
に
続
き
、
本
部
な
ら
び
に

宮
城
支
部
・
東
北
芝
蘭
会
の
活
動

報
告
を
行
い
ま
し
た
。

ご
講
話
に
は
、
阿
南
友
亮
（
あ

な
み
ゆ
う
す
け
）
法
学
研
究
科
教

授
よ
り「
荒
ぶ
る
中
国
の
診
断
書
」

と
題
し
て
中
国
問
題
を
考
え
る
基

本
的
視
座
か
ら
ご
講
演
頂
き
ま
し

た
。
実
は
、
一
昨
年
の
前
回
に
ご

講
話
を
頂
く
予
定
で
し
た
が
急
遽

ご
家
庭
の
事
情
で
今
回
の
実
現
に

至
り
ま
し
た
。
中
国
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は

中
国
統
計
局
発
表
の
も
の
し
か
な

い
こ
と
や
現
在
の
日
中
関
係
を
考

え
る
際
の
重
要
ポ
イ
ン
ト
な
ど
を

懇
切
に
ご
教
示
頂
き
ま
し
た
。

そ
の
後
の
懇
親
会
で
は
、
昨
今

の
熊
出
没
や
卒
業
生
の
進
路
状

況
、
さ
ら
に
は
国
際
情
勢
な
ど
幅

広
い
話
題
で
盛
り
上
が
り
瞬
く
間

の
3
時
間
で
し
た
。
ま
た
、
会
場

に
は
ア
ル
バ
イ
ト
ス
タ
ッ
フ
と
し

て
法
学
部
の
学
生
も
い
て
、
集
合

写
真
に
も
参
加
し
て
頂
く
な
ど
、

和
気
藹
々
の
楽
し
い
時
間
と
な
り

ま
し
た
。
彼
に
は
我
々
先
輩
が
ど

の
よ
う
に
映
っ
た
か
い
ず
れ
聞
い

て
み
た
い
と
思
い
ま
す
（
余
談
で

す
が
）。

こ
れ
か
ら
も
荒
支
部
長
の
下
で

本
部
や
理
事
・
職
域
幹
事
の
方
々

と
の
連
携
を
密
に
し
な
が
ら
活
動

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

�（
宮
城
支
部
事
務
局
長 

Ｓ
53
卒
）

福
島
支
部

福
島
支
部
総
会
を

�

開
催
い
た
し
ま
し
た

�

板
　
垣
　
良
　
夫

令
和
7
年
10
月
31
日
（
金
）、支

部
会
員
16
名
の
出
席
の
も
と
、
第

46
回
東
北
大
学
法
学
部
同
窓
会
福

島
支
部
総
会
を
開
催
い
た
し
ま
し

た
。
総
会
で
は
、
令
和
6
年
度
事

業
報
告
及
び
決
算
の
承
認
、
令
和

7
年
度
の
事
業
計
画
・
予
算
案
の

審
議
な
ど
、
支
部
運
営
の
基
本
と

な
る
案
件
に
つ
い
て
御
審
議
い
た

だ
き
ま
し
た
。

総
会
後
の
懇
親
会
に
は
、
同
窓

会
本
部
か
ら
久
保
野
恵
美
子
同
窓

会
長
（
法
学
研
究
科
長
・
法
学
部

長
）
と
成
田
事
務
局
長
を
お
迎
え

し
、
福
島
支
部
恒
例
の
ミ
ニ
講
義

と
し
て
、
久
保
野
会
長
よ
り
「
夫

婦
・
親
子
以
外
の
家
族
的
関
係
」

を
テ
ー
マ
に
御
講
義
い
た
だ
き
ま

し
た
。
高
齢
兄
弟
や
友
人
同
士
の

支
え
合
い
と
い
っ
た
親
密
な
関
係

を
民
法
上
ど
う
捉
え
る
か
と
い
う

問
題
意
識
の
も
と
、
家
族
法
改

正
、
特
別
寄
与
料
制
度
、
同
性
婚

を
め
ぐ
る
近
年
の
議
論
・
判
例

に
も
触
れ
な
が
ら
、
今
後
の
立
法

論
・
解
釈
論
の
方
向
性
を
丁
寧
に

解
説
い
た
だ
き
ま
し
た
。
家
族
の

か
た
ち
が
多
様
化
す
る
中
で
、
法

が
人
と
人
と
の
「
助
け
合
い
」
を

ど
う
支
え
る
べ
き
か
を
考
え
る
、

示
唆
に
富
む
内
容
で
し
た
。

続
い
て
成
田
事
務
局
長
か
ら

は
、
宮
城
県
庁
勤
務
お
よ
び
東
北

大
学
共
創
戦
略
セ
ン
タ
ー
特
任
教

授
と
し
て
の
御
経
験
を
踏
ま
え
、

東
北
大
学
が
国
際
卓
越
研
究
大
学

に
指
定
さ
れ
る
ま
で
の
取
組
、
世

界
最
先
端
研
究
施
設
「
ナ
ノ
テ
ラ

ス
」
を
軸
と
し
た
理
系
分
野
の
研

究
、
海
外
大
学
・
企
業
と
の
連
携

や
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援
の
状
況

に
つ
い
て
紹
介
い
た
だ
き
ま
し

た
。
加
え
て
、
片
平
キ
ャ
ン
パ
ス

の
歴
史
や
女
子
同
窓
会「
芝
蘭
会
」

（７月総会集合写真）

（役員幹事懇談会集合写真）
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の
活
動
、
学
術
振
興
基
金
・
応
援

基
金
を
通
じ
た
学
生
支
援
、
国

際
法
ク
ラ
ブ
や
交
渉
コ
ン
ペ
で
活

躍
す
る
学
生
の
様
子
ま
で
幅
広
く

お
話
し
い
た
だ
き
、
母
校
の
現
在

（
い
ま
）
を
実
感
す
る
と
と
も
に
、

会
員
一
同
、
母
校
へ
の
思
い
を
新

た
に
す
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

懇
親
会
で
は
、
法
曹
界
、
民
間

企
業
、
行
政
な
ど
各
分
野
で
活

躍
さ
れ
る
会
員
が
、
学
生
時
代
の

思
い
出
や
近
況
を
語
り
合
い
、
和

や
か
に
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。
東

北
大
学
生
を
受
け
入
れ
た
短
期
就

業
体
験
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
紹
介
さ

れ
、
若
い
世
代
と
の
交
流
や
後
輩

支
援
の
意
義
を
再
確
認
す
る
ひ
と

と
き
と
な
り
ま
し
た
。

令
和
8
年
度
の
総
会
は
、
例
年

ど
お
り
10
月
30
日
（
金
）
午
後
6

時
、
杉
妻
会
館
に
て
開
催
を
予
定

し
て
お
り
ま
す
。
多
忙
な
日
々
と

は
存
じ
ま
す
が
、
日
常
で
は
得
難

い
交
流
と
刺
激
が
得
ら
れ
る
貴
重

な
機
会
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
御
参
加

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

な
お
、
転
勤
等
で
福
島
県
へ
転

居
さ
れ
た
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、

住
所
・
勤
務
先
等
の
変
更
を
福
島

支
部
事
務
局
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。

�（
福
島
支
部
事
務
局
担
当 

Ｈ
12
卒

�E
-M

ail

：tohoku.law
.fks@

gm
ail.com

）

新
潟
支
部

新
潟
支
部
報
告

�

水
　
内
　
基
　
成

新
潟
支
部
は
令
和
7
年
度
の

活
動
と
し
て
、
同
年
9
月
6
日

（
土
）
に
ア
ー
ト
ホ
テ
ル
新
潟
に

て
支
部
総
会
・
懇
親
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
当
日
は
、
本
部
の
久
保

野
恵
美
子
同
窓
会
長
、
伏
見
岳
人

教
授
（
東
北
大
学
公
共
政
策
大
学

院
長
）、
宮
川
司
萩
友
会
特
任
准

教
授
、
成
田
美
子
事
務
局
長
を

含
む
24
名
の
参
加
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
こ
れ
に
先
立
ち
5
月
に
学

部
の
枠
を
超
え
た
交
流
の
一
環
と

し
て
工
学
部
、
農
学
部
の
同
窓
会

支
部
役
員
と
の
意
見
交
換
会
・
懇

親
会
を
開
催
し
た
と
こ
ろ
（
宮
川

さ
ん
に
お
骨
折
り
い
た
だ
き
ま
し

た
）、
総
会
当
日
の
工
学
部
同
窓

会
（
青
葉
工
業
会
）
支
部
か
ら
お

二
人
の
ご
参
加
に
つ
な
が
り
ま
し

た
。伏

見
教
授
は
新
潟
県
民
な
ら
誰

も
が
名
を
知
る
か
ま
ぼ
こ
屋
さ
ん

が
ご
実
家
と
の
こ
と
で
、
ご
自
身

の
研
究
対
象
で
あ
る
後
藤
新
平
と

新
潟
と
の
縁
を
含
め
た
興
味
深
い

お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
成
田

事
務
局
長
か
ら
は
女
子
同
窓
会
の

歴
史
や
学
生
団
体
を
資
金
面
で
応

援
す
るGiving Cam

paign

の
ご

紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。
成
田
さ
ん

の
大
学
同
期
同
ク
ラ
ス
の
方
の
参

加
も
あ
り
ま
し
た
。
参
加
者
各
位

の
近
況
報
告
も
多
様
で
大
い
に
懇

親
を
深
め
、
有
志
に
よ
る
二
次
会

も
大
変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

新
潟
支
部
の
皆
様
は
、
顔
触
れ

や
経
歴
も
多
彩
で
、
先
輩
方
も
偉

ぶ
ら
な
い
気
さ
く
な
人
柄
の
方
ば

か
り
で
す
。
平
成
10
～
20
年
代
卒

の
若
い
方
も
参
加
し
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
母
校
の
「
今
」
を
知

る
こ
と
が
で
き
た
り
、
社
会
人
に

な
っ
て
か
ら
の
お
互
い
の
意
外
な

つ
な
が
り
が
判
明
し
た
り
、
総
会

参
加
を
き
っ
か
け
に
新
た
な
つ
な

が
り
が
で
き
た
り
と
、
同
窓
っ
て

や
は
り
い
い
も
の
だ
、
貴
重
だ
な

と
思
い
ま
す
。

令
和
8
年
度
の
総
会
・
懇
親
会

は
本
年
9
月
5
日
（
土
）
18
時
～
、

ア
ー
ト
ホ
テ
ル
新
潟
駅
前
に
て
の

開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
新
潟

県
に
在
住
の
同
窓
生
の
皆
様
、
転

勤
、
就
職
等
で
新
潟
県
に
転
居
、
Ｕ

タ
ー
ン
さ
れ
た
同
窓
生
の
皆
様
か

ら
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
努
め
ま
す
。
こ
ち
ら
も
ア
ン
テ

ナ
を
高
く
し
て
お
待
ち
ま
す
の
で
、

同
窓
生
の
情
報
を
随
時
お
寄
せ
く

だ
さ
い
（
水
内
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

ま
で
：m

-m
izu@

theia.ocn.ne.jp

）。

�（
新
潟
支
部
事
務
局　

Ｈ
12
卒
）

東
京
支
部

～
芋
煮
や
東
北
の
名
産
を

�

食
べ
な
が
ら
～

�

宮
　
川
　
　
　
司

令
和
7
年
7
月
5
日
東
京
京
橋

の
明
治
屋
ホ
ー
ル
に
て
、
東
北
大

学
の
幟
、
東
北
大
学
萩
友
会
の
旗

を
掲
げ
て
、
会
員
80
名
程
度
の
参

加
で
令
和
7
年
度
の
東
京
支
部
会

総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

総
会
は
、
原
田
会
長
の
開
会
挨

拶
、
事
務
局
長
の
宮
川
か
ら
の
活

動
報
告
、
鈴
木
さ
ん
か
ら
の
会
計

報
告
を
行
い
、
つ
つ
が
な
く
終
了

し
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
東
北
大
学
が
国
際

卓
越
研
究
大
学
と
な
っ
た
こ
と
を

踏
ま
え
て
、
久
保
野
研
究
科
長
か
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ら
「
法
学
部
の
現
状
と
課
題
」
と

い
う
題
名
で
の
ご
講
演
と
、
応
援

の
お
願
い
と
と
も
に
、「
研
一
く
ん

ピ
ン
バ
ッ
チ
」
の
紹
介
も
さ
れ
ま

し
た
。

同
窓
生
の
田
口
監
事
か
ら
は
、

大
学
の
現
状
の
話
と
応
援
依
頼
が

さ
れ
ま
し
た
。

懇
親
会
で
は
、
原
田
会
長
の
乾

杯
挨
拶
の
後
、
中
堅
若
手
が
調
理

し
た
山
形
風
の
芋
煮
、
東
北
の
名

産
品
、
差
し
入
れ
の
お
酒
や
新
鮮

な
野
菜
、
留
学
生
が
考
え
た
ア
イ

ス
を
食
べ
な
が
ら
、
懇
親
を
深
め

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

最
年
長
参
加
者
の
壱
岐
先
輩
、

本
学
法
学
部
ご
出
身
の
高
畑
先
生

（
行
政
法
）
の
お
話
も
あ
り
、非
常

に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

最
後
は
、
中
里
副
会
長
か
ら
の

「
来
年
は
、
も
う
一
人
同
窓
生
を

連
れ
て
き
て
！
」
と
い
う
挨
拶
で

閉
会
し
ま
し
た
。

会
長
を
は
じ
め
と
し
た
方
々
か

ら
の
お
酒
、
新
鮮
野
菜
、
お
菓
子

の
差
し
入
れ
、
中
堅
若
手
の
方
々

に
よ
る
芋
煮
調
理
の
お
か
げ
で
会

費
低
減
も
実
現
し
、
参
加
さ
れ
た

方
々
に
も
、
東
北
の
味
を
お
楽
し

み
い
た
だ
け
た
か
と
思
い
ま
す
。

中
堅
若
手
の
方
々
に
は
、
お
忙

し
い
と
こ
ろ
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

の
更
新
、
芋
煮
食
材
の
調
達
か
ら

調
理
ま
で
ご
協
力
い
た
だ
き
、
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

メ
ル
マ
ガ
掲
載
に
ご
尽
力
い
た

だ
い
た
基
金
・
校
友
事
業
室
の
皆

様
を
は
じ
め
、
ご
協
力
い
た
だ
い

た
大
学
本
部
の
方
々
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

次
回
以
降
も
、
当
面
は
今
回
の

方
法
で
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
ご
参
加
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。
ま
た
、
在
校
生
、
同
窓

生
の
皆
様
方
に
同
窓
会
を
知
っ
て

い
た
だ
く
こ
と
も
目
的
と
し
て
、

次
の
取
り
組
み
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

〇�

ギ
ビ
ン
グ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
へ
の

協
力

ギ
ビ
ン
グ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、

企
業
が
提
供
し
た
資
金
を
、
東
北

大
学
学
生
団
体
（
学
友
会
や
自
主

ゼ
ミ
）
応
援
を
目
的
と
し
て
、
毎

年
10
月
く
ら
い
に
投
票
を
行
い
、

そ
の
投
票
結
果
に
よ
り
、
当
該
団

体
に
資
金
が
分
配
さ
れ
ま
す
。

昨
年
か
ら
法
学
部
の
自
主
ゼ
ミ

が
合
同
で
ギ
ビ
ン
グ
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
の
た
め
の
団
体
「Juristars

」

を
作
り
、
初
回
参
加
な
が
ら
、
95

団
体
中
43
位
の
１
６
９
票
を
獲
得

し
ま
し
た
。

今
年
も
大
学
メ
ル
マ
ガ
で
大
学

全
体
と
し
て
の
投
票
依
頼
が
あ
り

ま
す
の
で
、
昨
年
以
上
の
投
票
を

お
願
い
し
ま
す
。

〇�
東
京
支
部
会
事
務
局
か
ら
の
お

願
い

総
会
な
ど
の
ご
連
絡
に
つ
い
て

は
、
萩
友
会
Ｈ
Ｐ
や
萩
友
会
メ
ー

ル
マ
ガ
ジ
ン
で
お
知
ら
せ
し
ま
す

の
で
、「
萩
友
会
メ
ル
マ
ガ
」
へ
の

登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

�（
東
京
支
部
事
務
局
長　

Ｈ
2
卒
）

東
海
支
部

東
海
支
部
総
会

�

森
　
　
　
亮
　
太

令
和
7
年
5
月
16
日
（
金
）、

東
北
大
学
法
学
部
同
窓
会
東
海

支
部
総
会
及
び
懇
親
会
が
「
純

系
名
古
屋
コ
ー
チ
ン
樞
（
く
る

る
）」（
名
古
屋
市
中
村
区
名
駅

4-

3-

11
）
に
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
東
海
支
部
会
員
24
名
に
、

東
北
大
学
法
学
部
長
・
法
学
研
究

科
長
・
同
学
部
教
授
の
久
保
野
恵

美
子
様
、
東
北
大
学
法
学
部
同
窓

会
事
務
局
長
の
清
水
廣
行
様
、
東

北
大
学
法
学
部
同
窓
会
東
京
支
部

「
萩
友
会
」（
全
学
同
窓
会
）
の
宮

川
司
様
を
合
わ
せ
た
計
27
名
の
参

加
と
な
り
ま
し
た
。

東
海
支
部
総
会
は
、
老
舗
料
理

店
や
ホ
テ
ル
に
お
い
て
開
催
さ
れ

る
こ
と
が
通
例
と
な
っ
て
い
ま
し

た
が
、
今
年
度
は
、
昨
年
度
に
引

き
続
き
、
名
古
屋
駅
に
ほ
ど
近
い

名
古
屋
コ
ー
チ
ン
料
理
の
居
酒
屋

で
開
催
し
ま
し
た
。

佐
野
眞
琴
支
部
長
（
昭
和
56
年

卒
）
の
開
会
挨
拶
に
始
ま
り
、
久

保
野
様
、
清
水
様
、
宮
川
様
か
ら

も
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

東
海
地
区
で
は
、
日
頃
、
東
北
大

学
と
の
つ
な
が
り
を
感
じ
る
機
会

は
そ
う
多
く
な
い
と
い
う
の
が
実

情
で
し
た
が
、
昨
今
で
は
、
東
北

大
学
の
話
題
が
新
聞
等
で
も
報
道

さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
参
加
者
は

み
な
、
現
在
の
東
北
大
学
の
活
動

状
況
を
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま

し
た
。
会
の
中
盤
に
は
、
参
加
者

全
員
に
ス
ピ
ー
チ
の
時
間
が
割
か

れ
、
学
生
時
代
の
思
い
出
や
、
卒

業
後
の
同
窓
生
間
の
関
わ
り
を
中

心
と
し
た
思
い
出
話
に
大
変
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。
同
窓
生
が
多
方

面
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分

か
り
、
自
身
の
励
み
に
も
な
り
ま

し
た
。
終
盤
に
は
、
応
援
団
Ｏ
Ｂ

で
あ
る
加
藤
雄
一
先
輩
（
平
成
7

年
卒
）
の
掛
け
声
に
合
わ
せ
、
恒

例
イ
ベ
ン
ト
の
応
援
歌
「
青
葉
も

ゆ
る
こ
の
み
ち
の
く
」
の
合
唱
が

行
わ
れ
た
後
、
全
員
で
写
真
撮
影

を
し
て
締
め
括
ら
れ
ま
し
た
。

さ
て
、
令
和
8
年
度
の
東
海
支

部
同
窓
会
は
、
令
和
8
年
5
月
中

旬
頃
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
会
場

は
、
引
き
続
き
、「
純
系
名
古
屋

コ
ー
チ
ン
樞
（
く
る
る
）」
を
中

心
に
現
在
検
討
中
で
す
。
ぜ
ひ
東

海
地
区
に
ご
在
住
の
方
で
、
出
席
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を
希
望
さ
れ
る
方
、
幹
事
か
ら
総

会
開
催
の
案
内
状
が
届
か
な
い
方

が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
幹

事
の
私
森
（
連
絡
先
０
５
２
―

９
５
１
―
７
７
３
７
（
勤
務
先
））

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

�

（
東
海
支
部
幹
事　

Ｈ
19
卒
）

大
阪
支
部

大
阪
万
博
開
催
後
の

�

大
阪
支
部　

同
窓
会

�

藤
　
原
　
武
　
士

令
和
7
年
10
月
18
日
（
土
）、

今
年
度
の
大
阪
支
部
の
同
窓
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
今
年
も
本
部
か

ら
、成
瀬
先
生
、石
田
先
生
、成
田

事
務
局
長
を
お
招
き
し
ま
し
た
。

今
年
は
総
勢
17
名
と
例
年
よ
り
も

少
な
い
参
加
人
数
と
な
り
ま
し

た
。
人
数
が
少
な
く
な
っ
た
分
、

全
員
か
ら
の
近
況
報
告
を
じ
っ
く

り
聞
く
こ
と
が
で
き
て
、
ア
ッ
ト

ホ
ー
ム
で
穏
や
か
な
雰
囲
気
で
の

開
催
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
、
人
数
が
少
な
く
な
っ
た

原
因
と
し
て
、
大
阪
万
博
の
影
響

が
あ
っ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

同
じ
週
の
10
月
13
日
（
月
）
に

大
阪
万
博
が
閉
会
し
ま
し
た
。
大

阪
万
博
に
警
備
員
が
集
中
し
て
配

置
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
関
西
の
夏

の
行
事
の
多
く
が
延
期
さ
れ
、
大

阪
万
博
の
終
了
後
、
今
ま
で
延
期

さ
れ
て
い
た
行
事
が
一
斉
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
同
窓
会
を
行
っ
た

10
月
18
日
も
、
毎
年
7
月
末
に
行

う
予
定
で
あ
っ
た
淀
川
花
火
大
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
夏
に
行
わ
れ

て
い
た
各
地
の
お
祭
り
も
行
わ
れ

た
と
こ
ろ
が
多
か
っ
た
と
聞
き
ま

す
。
運
動
会
の
シ
ー
ズ
ン
も
重
な

り
、
子
育
て
世
代
の
若
い
同
窓
生

に
は
、
参
加
が
難
し
か
っ
た
と
思

い
ま
す
。

今
回
は
、
例
年
よ
り
参
加
人
数

は
少
な
か
っ
た
も
の
の
、
少
人
数

な
ら
で
は
の
温
か
い
雰
囲
気
の
中

で
、
同
窓
生
同
士
が
ゆ
っ
く
り
と

近
況
を
語
り
合
う
有
意
義
な
時
間

と
な
り
ま
し
た
。
一
方
で
、
多
く

の
行
事
が
重
な
っ
た
こ
と
で
、
参

加
を
希
望
し
な
が
ら
も
ご
都
合

が
合
わ
な
か
っ
た
方
が
い
ら
っ

し
ゃ
っ
た
こ
と
は
、
残
念
に
思
っ

て
い
ま
す
。

今
後
は
、
よ
り
多
く
の
同
窓
生

の
皆
さ
ま
に
ご
参
加
い
た
だ
け
る

よ
う
、
開
催
時
期
や
周
知
方
法
に

つ
い
て
も
工
夫
を
重
ね
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
大
阪
で
同

窓
会
を
継
続
し
て
き
た
先
輩
た
ち

の
思
い
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
世

代
を
超
え
て
気
軽
に
集
え
る
場
を

守
り
、
広
げ
て
い
け
れ
ば
幸
い
で

す
。次

回
は
、
令
和
8
年
9
月
11
日

（
金
）
午
後
6
時
30
分
よ
り
開
催

予
定
で
す
。
久
し
ぶ
り
の
方
も
、

初
め
て
の
方
も
、
ぜ
ひ
お
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

（
大
坂
支
部
事
務
局
長 

Ｈ
8
卒
）

広
島
支
部

支
部
だ
よ
り
―
広
島
支
部

総
会
・
懇
親
会
―

�

風
呂
橋
　
　
　
誠

広
島
支
部
で
は
、
令
和
7
年
6

月
14
日
（
土
）
午
後
5
時
30
分
か

ら
、
15
名
が
参
加
し
て
、
総
会
と

懇
親
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

久
保
野
恵
美
子
法
学
部
教
授
・

研
究
科
長
・
学
部
長
・
同
窓
会
長
、

清
水
廣
行
同
窓
会
事
務
局
長
に
ご

参
加
を
頂
き
ま
し
た
。

昨
年
よ
り
参
加
者
が
若
干
減
り

ま
し
た
が
、
中
国
四
国
地
方
の
参

加
者
が
集
い
ま
し
た
。
最
近
は
、

居
酒
屋
の
個
室
で
、
会
議
と
懇

親
会
を
行
う
こ
と
に
し
て
お
り
、

ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
で
、
瀬

戸
内
海
の
魚
料
理
や
広
島
の
地
酒

な
ど
を
味
わ
い
な
が
ら
、
会
話
が

は
ず
み
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
学
生
時
代
に
図
書

館
裏
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
大
会
を
し
て
い
た
こ
と

が
話
題
に
な
り
ま
し
た
。
私
事
で

す
が
、
ク
ラ
ス
に
野
球
経
験
者
が

多
か
っ
た
こ
と
か
ら
、「
球
遊
会
」

（
色
々
な
球
技
を
楽
し
む
会
）
を

結
成
し
、
法
学
部
の
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
大
会
に
参
加
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
頃
は
、
別
名
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

ゼ
ミ
と
呼
ば
れ
た
「
岡
本
ゼ
ミ
」

を
筆
頭
に
各
ゼ
ミ
や
無
料
法
律
相

談
所
チ
ー
ム
な
ど
の
強
豪
が
名
を

連
ね
て
い
ま
し
た
。
当
時
、
球

遊
会
の
キ
ャ
プ
テ
ン
（
高
校
野
球

部
）
と
私
は
、
同
時
に
、
岡
本
ゼ

ミ
と
法
相
チ
ー
ム
に
も
所
属
し
て

お
り
、
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
を
勝
ち
上

が
る
と
、「
ど
ち
ら
の
チ
ー
ム
と

し
て
出
場
す
る
の
か
？
」
と
い
う

「
義
務
の
衝
突
」
に
直
面
し
て
い

ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、決
勝
戦
は
、

球
遊
会
と
し
て
出
場
し
、
優
勝
し

ま
し
た
。

今
で
は
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
も
無
く

な
っ
て
お
り
、
当
時
の
ソ
フ
ト
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ボ
ー
ル
大
会
を
知
る
卒
業
生
も
少

な
く
な
り
ま
し
た
。
広
島
支
部
同

窓
会
は
1
年
に
1
度
で
す
が
、
こ

ん
な
昔
話
を
懐
か
し
く
語
り
合

い
、
盛
り
上
が
り
ま
し
ょ
う
！

（
広
島
支
部
事
務
局
長 

Ｓ
62
卒
）

東
北
芝
蘭
会

私
の
市
長
暮
ら
し
～
8
年

間
を
振
り
返
っ
て
～
奥
山

恵
美
子
氏
を
お
招
き
し
て

―
東
北
芝
蘭
会

�

秋
　
場
　
麗
　
湖

１
．
経
過

東
北
芝
蘭
会
は
、
主
に
東
北
地

方
在
住
の
法
学
部
・
法
科
大
学

院
の
女
性
卒
業
生
に
よ
る
Ｏ
Ｇ
会

で
す
。
昨
年
は
全
学
女
性
卒
業
生

の
Ｏ
Ｇ
会
で
あ
る
紫
蘭
会
と
の
合

同
開
催
で
し
た
が
、
今
年
は
紫
蘭

会
会
長
で
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
前
仙

台
市
長
の
奥
山
恵
美
子
さ
ん
（
経

済
・
Ｓ
49
卒
）
を
お
招
き
し
、
講

演
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

※�

芝
蘭
：
よ
き
友
と
交
わ
り
よ
い

影
響
を
受
け
る
（
孔
子
家
語
）

２
．
講
演
会
概
要

（
1
）
市
長
に
な
る
ま
で

仙
台
市
役
所
職
員
、
副
市
長
か

ら
の
出
馬
の
き
っ
か
け
は
「
市
役

所
職
員
を
元
気
に
し
た
い
」
と
い

う
思
い
だ
っ
た
と
の
こ
と
。
出
馬

を
決
め
る
際
、
ご
家
族
に
相
談
せ

ず
自
ら
の
意
志
で
道
を
切
り
拓
い

た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
は
、
会

場
か
ら
も
驚
き
の
声
が
上
が
り
ま

し
た
。
当
選
に
は
「
時
の
運
」
も

あ
っ
た
と
謙
遜
さ
れ
ま
し
た
が
、

２
０
０
９
年
７
月
、
初
陣
の
選
挙

と
い
う
高
い
ハ
ー
ド
ル
を
乗
り
越

え
、
政
令
指
定
都
市
で
全
国
初
の

女
性
市
長
と
し
て
の
歩
み
が
始
ま

り
ま
し
た
。

（
2
）
市
長
の
三
つ
の
仕
事

奥
山
さ
ん
は
、
市
長
の
役
割
を

「
行
政
組
織
の
運
営
」「
市
を
代
表
し

て
の
発
信
・
行
動
」「
住
民
の
方
々

の
苦
労
へ
の
ね
ぎ
ら
い
」
の
三
点

に
集
約
し
て
お
話
し
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
組
織
運
営
の
鍵
と
な
る
市

長
の
補
佐
役
に
つ
い
て
は
、「
性
格

の
相
性
よ
り
も
、
自
分
に
足
り
な

い
能
力
を
い
か
に
フ
ォ
ロ
ー
し
て

く
れ
る
か
が
重
要
で
あ
る
」
と
お

話
さ
れ
た
の
が
印
象
的
で
し
た
。

（
3
）
市
長
の
力
と
は
？

そ
れ
は
「
言
葉
」
で
あ
る
と
表

現
さ
れ
ま
し
た
。
政
治
家
と
し

て
、
美
辞
麗
句
で
は
な
く
「
こ
の

言
葉
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と

い
う
言
葉
を
選
ぶ
こ
と
、
ハ
ー
ト

と
リ
ア
リ
テ
ィ
が
共
存
す
る
言
葉

の
重
要
性
に
つ
い
て
の
お
話
は
、

大
変
示
唆
に
富
む
も
の
で
し
た
。 

最
後
に
市
長
の
仕
事
に
つ
い

て
、
行
政
官
と
し
て
優
秀
で
あ
っ

て
も
政
治
家
と
し
て
優
秀
で
あ
る

と
は
言
え
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
持
ち

味
が
違
う
と
い
う
お
話
も
興
味
深

か
っ
た
で
す
。
政
治
家
は
「
決
め

よ
う
が
な
い
も
の
を
決
め
る
こ

と
」「
理
屈
だ
け
で
は
結
論
が
出
な

い
」
と
い
う
と
こ
ろ
に
難
し
さ
と

面
白
さ
が
あ
る
と
い
う
言
葉
で
締

め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。

奥
山
さ
ん
の
八
年
間
の
歩
み
を

振
り
返
る
に
は
あ
ま
り
に
時
間
が

足
り
ず
、
参
加
者
一
同
も
っ
と
お

話
を
伺
い
た
い
と
い
う
名
残
惜
し

さ
を
抱
き
つ
つ
、
盛
会
の
う
ち
に

幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

（
東
北
芝
蘭
会
幹
事 

Ｈ
26
院
修
了
）

法
科
大
学
院
支
部

令
和
７
年
度
東
北
大
学
法

学
部
同
窓
会
法
科
大
学
院
部

会
総
会
、
記
念
講
演
会
の
ご

報
告

�

布
　
木
　
　
　
陵

１　

は
じ
め
に

令
和
7
年
12
月
6
日
（
土
）
に
、

令
和
7
年
度
東
北
大
学
法
学
部
同

窓
会
法
科
大
学
院
部
会
総
会
、
及

び
、
記
念
講
演
会
、
司
法
試
験
合

格
者
と
の
就
職
説
明
懇
談
会
、
懇

親
会
（
合
格
祝
賀
会
）
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
の
で
、
ご
報
告
い
た
し

ま
す
。
本
年
度
は
、
前
年
度
と
同

様
、
東
北
大
学
法
科
大
学
院
エ
ク

ス
テ
ン
シ
ョ
ン
棟
で
の
現
地
参
加

と
、
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
を
用
い
た
ウ
ェ
ブ

参
加
と
を
併
用
す
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ト
開
催
と
致
し
ま
し
た
。

２　

第
1
部 

記
念
講
演
会

東
北
大
学
法
科
大
学
院
の
第
2

期
の
同
窓
生
で
あ
り
、
現
在
、
弁

護
士
兼
不
動
産
鑑
定
士
と
し
て
ご

活
躍
さ
れ
て
い
る
弁
護
士
中
島
俊

輔
先
生
を
お
招
き
し
、
同
日
午
後

4
時
よ
り
、「
不
動
産
鑑
定
と
法
律

実
務
」
を
演
題
と
す
る
記
念
講
演

会
を
開
催
致
し
ま
し
た
。
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３　

第
2
部 

総
会

講
演
会
終
了
後
、
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
を

併
用
し
て
の
総
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

報
告
事
項
と
し
て
、
ロ
ー
ス

ク
ー
ル
教
育
の
現
状
と
課
題
、
法

曹
資
格
者
に
対
す
る
継
続
教
育
の

取
組
み
、
就
職
支
援
説
明
会
な
ど

の
活
動
等
に
つ
い
て
の
報
告
が
な

さ
れ
ま
し
た
。

特
に
令
和
7
年
司
法
試
験
の
結

果
に
つ
い
て
も
報
告
が
な
さ
れ
、

修
了
生
と
在
学
生
あ
わ
せ
て
49
名

が
合
格
さ
れ
、（
受
験
者
対
比
で

43
．36
％
の
合
格
率
）、
全
国
的
に

見
て
も
上
位
の
合
格
率
で
あ
っ
た

こ
と
に
つ
い
て
報
告
が
な
さ
れ
ま

し
た
。

４　

�

同
窓
生
と
司
法
試
験
合
格
者

と
の
懇
談
会

本
年
度
は
、
同
日
午
後
3
時
よ

り
、
午
後
4
時
ま
で
の
講
演
会
の

間
に
、
同
窓
生
の
有
志
と
、
司
法

試
験
合
格
者
と
の
間
で
、
就
職
活

動
や
司
法
修
習
の
準
備
な
ど
に
関

す
る
情
報
提
供
を
目
的
と
し
た
交

流
会
が
催
さ
れ
ま
し
た
。

遠
方
か
ら
参
加
し
た
同
窓
生
も

加
わ
り
、
多
数
の
合
格
者
・
同

窓
生
に
よ
り
、
用
意
し
た
時
間
を

い
っ
ぱ
い
に
利
用
し
、
非
常
に
活

発
な
懇
談
会
と
な
り
ま
し
た
。

５　

懇
親
会
・
合
格
祝
賀
会

本
年
も
、
同
窓
生
に
よ
る
懇
親

会
と
、
司
法
試
験
合
格
者
が
参

加
し
て
の
合
格
祝
賀
会
を
あ
わ
せ

〇無料法律相談所
１. ゼミの概要
　皆さんこんにちは。東北大学無料法律相談所（通称：法相＝ほうそう）です。私
たちは、宮城県・仙台市を中心として無料で法律相談にお答えする活動をしており
ます。1928 年に設立された伝統のある団体で、現在は約 80 人の学生が所属してい
ます。具体的な活動内容は、市民の皆様から電話やメールで寄せられた契約や労
働、親族、相続等に関する問題について、大学で学んだ法律の知識を用い、所員が
法律上の問題点を考え回答を作成し、教授や弁護士の先生方と検討した上で、土曜
日にお客様に回答をお伝えするというものです。活動の期間は、前期が 4 月から 7
月、後期が 10 月から 1 月となっております。当相談所は学生主体ということもあ
り、法律専門家より敷居の低い相談先としてご利用いただけることや、時間の制約
がないため、じっくりとご相談いただけることが強みと考えております。

２. R7 年度取組みと成果
　令和 7 年度前期は合計 23 件、後期は 21 件の法律相談にお答えいたしました。
活動の中心はお客様からの法律相談に対する回答活動ですが、市内での広報活動等も所員が行っていま
す。また、夏休み中には、東北地方の法的サービスに触れる機会の少ない地域において、その地域の方々
を対象に相談活動（出張相談）も行っています。令和 7 年度は、福島県二本松市に赴きました。さらに、
当相談所では広報誌『欅』を毎年 3 月に発行しており、執筆にあたり他大学訪問を行っています。令和 7
年はオンラインの形にはなりましたが、新潟大学法律相談部との交流をさせていただきました。

自主ゼミだより

て
実
施
し
ま
し
た
。
遠
方
か
ら
も

多
く
の
同
窓
生
に
参
加
し
て
頂
く

と
と
も
に
、
多
く
の
合
格
者
に
も

ご
参
加
頂
き
、
教
員
の
先
生
方
も

交
え
て
、
旧
交
を
温
め
る
と
と
も

に
、
合
格
者
の
前
途
を
祝
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

６　

総
括

前
年
か
ら
引
き
続
き
、
司
法
試

験
合
格
者
と
の
懇
談
会
、
合
格
祝

賀
会
を
同
時
開
催
す
る
こ
と
で
、

司
法
試
験
合
格
後
の
同
窓
生
へ
の

情
報
提
供
や
同
窓
生
と
の
つ
な
が

り
を
作
る
こ
と
の
一
助
と
な
っ

た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
本

年
は
司
法
試
験
合
格
者
が
多
く
輩

出
さ
れ
ま
し
た
が
、
当
部
会
と
し

て
も
、
司
法
試
験
合
格
者
の
増
加

に
向
け
た
サ
ポ
ー
ト
を
引
き
続
き

行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

当
部
会
と
し
ま
し
て
は
、
今
後

も
同
窓
会
の
発
展
に
努
め
て
参
る

所
存
で
す
の
で
、
ご
支
援
の
程
、

何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

（
法
科
大
学
院
部
会
長

�

Ｈ
23
卒
・
Ｈ
25
院
修
了
）
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３. R8 年度の目標と取組み案
　令和 8 年度においても、引き続き法律相談を行ってまいります。また、出張相談や、『欅』執筆に際して
の他大学訪問等も行う予定です。これらの活動に加えて、当相談所は 2028 年に設立後 100 周年を迎えます
ので、100 周年に向けた準備を進めてまいります。具体的には、2028 年 11 月、12 月頃に 100周年記念イ
ベントを行いたいと考えており、イベントの企画内容を練るとともに、これまでの当相談所の歴史・記録
の整理をいたします。イベントの詳細は、『欅』や来年度以降の自主ゼミだより等にて、決まり次第お知ら
せいたします。
　100 周年記念イベントや、回答活動の際に参考にする書籍の購入等のため、当相談所では寄付金を募集
しております。寄付をご希望の方は下記のメールアドレスまでご連絡いただけますと幸いです。

E-mail： muryo-sodan@law.tohoku.ac.jp
ホームページ：https://tohoku-lab.secret.jp/index.html

〇模擬裁判実行委員会
１. ゼミの活動内容
　東北大学法学部模擬裁判実行委員会は「法学部生としての視点から社会問題を取り上げ、裁判劇を通し
て、市民の皆様に法と社会の関わりについて考えていただくきっかけを作る」という理念のもと、毎年川
内萩ホールにて模擬裁判劇の公演を行っています。令和 7 年度は「内部通報」をテーマに公演を行いまし
た。模擬裁判とは、法科大学院等の授業で行われているもので、実際に行われる裁判とほぼ同様の手続き
や法律に則っているため、専門用語が多数使われるなど、法律の知識を前提としたものが多くなっていま

す。それに対し、当委員会が行っている模擬裁判は他の多くの
模擬裁判と異なり、「劇」の形をとっているため、緊張感のあ
る法廷シーンだけでなく日常シーンも描かれ、法律の知識が
少ない方でも親しみやすい内容となっています。
　本年度は 3 年生 13 名、2 年生 12 名、1 年生 14 名の計 39 名
で活動しました。基本的に 1 年生はキャストとして劇に出演
し、上級生は演技指導をはじめとする劇作や、団体の運営を行
います。
　練習頻度は 5 ～ 7 月は月・水・金の週 3 回で 16 時半から 18
時半まで練習し、10 月から 11 月末にかけては月・水・木・金・
土の週 5 回で 16 時半から 20 時まで練習します。

２. 活動成果
　本年度は内部通報をテーマとした劇を 11 月 29 日（土）・30 日（日）に行い、来場者数は両日合わせて
460 名でした。来場者数は昨年度から 50 名増える結果となりました。
　公演後のアンケートには、内部通報制度自体をそもそも知らなかったという感想や、通報制度そのもの
は知っていたが現状や問題は知らなかったという感想が多く寄せられ、今回の公演を通して多くの方々に
通報制度の現状やあるべき姿について考えていただくきっかけを提供することができました。

３. 来年度の目標
　来場者数 500 名を突破することを目標にしたいです。

　詳しい活動内容については、ぜひホームページや SNS をご覧ください。
【連絡先】
E-mail：tohoku.mogisai@gmail.com
HP：https://tohokumogisai.jimdofree.com/
Twitter：@tohoku_mogisai
Instagram：@tohoku.mogisai

〇法社会学研究会
１. ゼミの概要
　当会は、社会問題や政策課題を学ぶ活動を通じて、法と社会の関わりを探求し、現代社会について多角
的に考えられる力を養うことを目的として、日々の活動に取り組んでいます。

２. R7 年度の取組みと成果
　今年度は、前期のテーマを「労働問題・社会保障」、後期のテーマを「憲法問題・選挙」として、週に 1
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回の担当者によるレジュメ発表と議論の活動を通して学びを
深めました。特に、後期からはレジュメ発表の際に、その時点
での発表者の意見を示すことで、議論によって新たに得られ
た学びを明確化できるようにしました。これによって、議論も
より活発になり、新たに得られる知見もより多い活動になっ
たと感じています。また、令和 6 年度後期から令和 7 年度前期
までの活動内容をまとめた機関誌「轍」を発行し、議論を通し
て得られた発見を確認するとともに、各人が担当した発表回
の活動後記事の執筆を通じて、これまでの学びをさらに深め
ました。

３. R8 年度の目標と取組み案
　来年度も、レジュメ発表と議論を通して、法が社会でどのように使われているのか、現状どのような課
題があるのかを発見し、その課題解決のために法がどうあるべきかを考えていきます。また、今年度後期
からはじめたレジュメ発表の際の意見表示とそれによって明確化された学びの内容を踏まえて、「轍」に掲
載する活動後記事の内容も、より豊かなものとなるよう努力したいと考えています。議論によって新たに
得られた視点から自分の意見を考え直してみたり、議論を通して気づいた疑問点について追究してみたり
することによって、課題をより多角的に、深く考える機会としたいと思います。さらに、フィールドワー
クを実施し、議論の際に言及されたような法が実際に使われる現場に足を運ぶことで、現実にどのような
法や解決策が必要とされているのかを考える機会としたいと思います。

e-mail： hoshaken_tohoku@outlook.jp
X：https://twitter.com/hoshaken

〇倶楽部国際法
１. ゼミの概要
　私たち倶楽部国際法は、その名の通り日々国際法に関する知識を深め、研究を行っています。主な活動
内容としては、夏に行われる Japan Cup と冬に行われる Jessup と呼ばれる模擬裁判大会に出場すること、
また大会に向けた準備をすることが挙げられます。

２. R7 活動実績
　Japan cup において、総合 2 位・メモリアル書面原告 1 位被告 2 位の成績を納め、Jessup では総合 3 位、
被告メモリアル 2 位を獲得しました。個人の成績も非常に高く、Japan cup では弁論者として外務大臣賞・
原告 1 位・被告 1 位・被告 2 位を獲得しました。このように他の自主ゼミと比べても精力的に活動してい
ます。次に、具体的にどのような活動を行っているのかを知って頂くために、まずは大会の内容について
説明します。大会において、私たちは架空の国際紛争の当事国代理人として法廷に立ち、原告・被告それ
ぞれの立場から弁論を行います。弁論の際には、裁判官役である弁護士の方々や国際法学者の方々と質疑
応答を交えながら、自国の主張の説得性をアピールします。また、大会の際に採点の対象となるのは、弁
論だけでなく、メモリアルと呼ばれる各参加チームの主張を書面にまとめたものも含まれます。メモリア
ルは、大会の 1 ～ 2 ケ月前に提出し、その時までに主張の大半の内容を決めることになります。大会で出
題される国際紛争は非常に難解ですが、それだけにやりがいは大きく、何より部員同士で意見をぶつけ合
い、より完成度の高いメモリアルや弁論を目指していくことの面白さを感じることが出来ます。

３. R8 の目標
　Jessup の日本大会で優勝し、ワシントンで行われる世界大会に出場することです。そのために、より密
接に連携をとり、より資料を読み込み、大会に臨みたいと考えています。
　ここまでの紹介から、倶楽部国際法は硬派なサークルと思うかもしれません。しかし、本サークルでは、
大会後の旅行や芋煮会、クリスマス会など、日頃から部員の交流の場を多く設け、大会中により親密な連
携を図ることができるよう、日々活発に活動しています。以下、メールアドレスと Instagram・Twitter の
アカウントを載せておきますので、私たちの活動に興味をもっていただけましたら、ご連絡のほどよろし
くお願いいたします。

メールアドレス：tohokukokusaihou@gmail.com
Twitter アカウント：@clubkokusaiho
Instagram アカウント：tu_international_law_club
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〇Negoistic!
１. ゼミの概要
　我々は、11 月に開催される「大学対抗交渉コンペティション（Intercollegiate Negotiation Competition）」

（以下、INC）での入賞を目指して活動しております。本大会では 1 日目には仲裁を、2 日目には交渉を行
います。仲裁も交渉も、国際的なビジネスを題材とした問題であり、約 2 カ月かけて英文契約書を含む数
十頁の問題に取り組みます。仲裁では、国際商事仲裁を扱いま
す。国際商事仲裁について規定した「ユニドロワ（国際的な
商取引等のルールの作成機関。ローマに本部）」と「アンシト
ラル仲裁規則（国連国際商取引法委員会が作成した仲裁ルー
ル）」を法規として扱い、主張・反論や仲裁人からの質問への
応答を行います。交渉では、主にビジネスの国際商談を扱いま
すが、年によっては紛争の和解も扱います。相手の利益を考え
つつ自社の利益を最大化できる合意ができるよう、ハーバー
ド流交渉術に基づいて交渉します。大会の準備を通し、法的論
理的思考力や交渉能力の向上に励んでいます。
　また、昨年度から「Visionary World Cup」という他大学の
学生とチームを組んで交渉を行う大会にも出場し、技術の交
流にも励んでいます。

２. R7 年度取組みと成果
・大学対抗交渉コンペティション（INC）：全体 27 大学中　22 位
	 日本語 1 チームの成績：仲裁 101.5 点　交渉 93.5 点（各分野 150 点満点）
	 日本語 2 チームの成績：仲裁 87.5 点　交渉 89.5 点
	（出場できるチーム数に制限があるため、東北チームは 2 チーム出場しました。
	 以上二つのチームに大きな差はなく、二年生 3 人一年生 1 人で構成しました。）
・Visionary World Cup：日本語の部個人 1 位　二年宍戸天蓮紗（全 9 名）
	 日本語の部チーム 1 位　二年宍戸天蓮紗（全 3 チーム）
	 （交渉を主に担当している二年生 2 人が個人で出場しました。）

３. R8 年度の目標と取組み案
　今年度の INC では結果が振るわず悔しい結果となってしまいましたが、1 チームの成績のみ考慮すれば、
入賞を十分狙える成績でした。来年も変わらずに、全体入賞を目標に活動します。また、Visionary World 
Cup については、今年度と同様、継続して入賞することを目標に活動します。

４. 問い合わせ
　e-mail：negoistic.tohoku@gmail.com
　インスタグラム：negoistic_tohoku

〇公共政策研究会
１. ゼミの概要：目的・趣旨・活動方針など
　公共政策研究会は、東北大学唯一の政治系自主ゼミとして地方創生、外交・安全保障、選挙制度、文化
理解など、様々な分野について日々議論を行っています。我々の活動は、通常活動、発展活動、特別活動
があります。弊団体の目的は、授業での知識の拡大と実践です。授業で得た座学の知識を実社会に生かす
ためのプロセスを学ぶ場として機能することを目指しています。弊団体は、公務員志望の学生が最も多く
在籍していますが、法曹志望や民間企業志望の学生も多数在籍しており、社会に出て役立つ知識や教養を
養える団体でありたいと考えています。

２. R7 年度取組みと成果
　それぞれの活動について紹介いたします。通常活動では、商店街の後継者不足や外国人政策、死刑制度
など、宮城県の問題から日本国内、さらには海外での問題に至るまで幅広い分野の議題を取り扱い、毎週
一回レジュメを作成して議論を深めています。この議論を通じて社会問題への見識を深め、その解決に向
けてどのような事情を勘案すべきかを学んでいます。また、発展活動では通常活動をより実践に生かした
活動を展開しています。具体的には内政と外交という特定のテーマに絞って、少数で議題に対する理解を
深めるための活動を行っています。R7 年度の内政分野では、宮城県の職員の方にご協力いただき、副知事
に政策提言を行いました。宮城県の若年層の人口流出に着目し、みやぎポイント（みやぎ県民公式アプリ

「ポケットサイン」上でもらって使えるポイントのこと。1 ポイント＝ 1 円。）を使った就活支援システム
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ン
ト
）
に

長
け
た
繋
が
り
（「
非
常
時
に
強

い
」
く
ら
い
の
意
味
）
の
一
端
を

綴
っ
て
み
た
い
。

現
役
学
生
の
頃
は
ご
多
分
に
漏

れ
ず
自
宅
通
学
の
会
員
宅
で
徹

夜
麻
雀
に
興
じ
た
。
あ
る
晩
、
会

員
か
ら
借
り
た
象
牙
と
竹
か
ら
で

き
た
値
打
ち
物
の
麻
雀
牌
を
交
番

35
Ｊ
会

▼�

清
水
君
事
務
局
長
退
任
を
労
う
会

清
水
君
が
18
年
間
続
け
て
き
た

同
窓
会
事
務
局
長
を
退
任
す
る
こ

と
に
な
っ
た
の
で
、
最
終
の
全
体

35‌

Ｊ
会
の
幹
事
で
あ
っ
た
カ
行
幹

事
に
も
声
を
か
け
て
「
労
う
会
」

を
7
月
29
日
に
法
学
部
小
会
議

室
で
開
催
し
ま
し
た
。
カ
行
幹
事

の
菊
地
君
、
古
口
君
を
加
え
て
仙

台
で
の
定
例
会
の
常
連
で
あ
る
秋

山
・
阿
部
・
千
葉
・
田
村
の
諸
氏

と
池
上
と
、
40‌

Ｊ
の
阿
見
君
も
参

加
し
て
く
れ
て
、
清
水
君
の
ご
苦

労
を
ね
ぎ
ら
い
ま
し
た
。
久
保
野

学
部
長
も
お
菓
子
の
差
し
入
れ
を

持
参
し
て
の
ご
あ
い
さ
つ
と
終
わ

り
の
エ
レ
ベ
ー
タ
前
で
の
見
送
り

と
二
度
も
顔
出
し
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
こ
れ
も
清
水
君
の
人
徳

の
表
れ
で
し
ょ
う
。
こ
の
会
に
合

わ
せ
て
、清
水
君
が
「
同
窓
会
報
」

に
掲
載
さ
れ
た
同
期
の
皆
さ
ん
の

文
章
を
拾
い
出
し
１
０
０
ペ
ー
ジ

の
冊
子
を
作
っ
て
く
れ
た
の
で
、

当
日
皆
さ
ん
に
配
り
ま
し
た
。
最

近
の
18
年
に
わ
た
る
35
Ｊ
会
報
告

も
網
羅
さ
れ
、
我
々
に
と
っ
て
は

格
好
の
記
録
集
と
な
り
ま
し
た
。

「
35
Ｊ
会
忘
年
会
」

12
月
5
日
仙
台
駅
ビ
ル
東
口
の

仙
台
キ
ッ
チ
ン
で
忘
年
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
秋
津
君
も
入
っ
て

の
い
つ
も
の
メ
ン
バ
ー
に
加
え
て

山
梨
の
芦
沢
君
も
参
加
し
合
計
8

名
の
会
で
し
た
。
7
月
の
「
清
水

君
を
労
う
会
」
を
フ
ォ
ロ
ー
す
る

28
ペ
ー
ジ
建
て
の
小
冊
子
「
記
録

集
」
を
配
布
し
な
が
ら
、
お
互
い

の
近
況
を
交
換
す
る
楽
し
い
会
で

し
た
。
令
和
8
年
か
ら
は
春
の
観

桜
会
（
何
時
に
な
る
か
は
桜
次

第
）
と
12
月
第
一
土
曜
日
昼
の
忘

年
会
を
定
例
会
合
と
し
て
、
遠
方

の構築を提言しました。最後に、特別活動では、宮城県庁での業務説明会や、国会議員の方や地方議員の
方を講師としてお招きした意見交流会を行っています。宮城県庁での業務説明会では、公務員の働き方に
ついて R7 年度は、国会議員の岡本あきこ議員、市議会議員の菊地崇良議員をお呼びして、国債発行やガ
ソリン減税の問題、政令指定都市としての仙台市の役割について意見交流を行いました。さらに 8 月には、
東北大法学部の OB である、青森県知事宮下氏をお招きし、講演会を開催いたしました。地方行政を担う
最前線の宮下知事のお話は非常に学びの深い経験となりました。幅広い活動を展開し、弊団体のメンバー
にとって実りの多い活動になったと実感しております。

３. R8 年度の目標と取組み案
　弊団体は 100 名以上のメンバーがいる東北大法学部唯一の政治系ゼミであり、それぞれの興味関心に対
応できる活動を目指します。通常活動では、より実践的な議論を目指します。特別活動や発展活動では、
議員や行政官との意見交流会や宮城県庁への政策提言を継続します。

４. 問合せ email・HP・インスタグラム・X・LINE ほか
　e-mail：tu.koseiken@gmail.com
　X：＠ kouseikentohoku
　インスタグラム：tohoku_koseiken
　HP：無し
　匿名質問箱 ※法社研など
　インスタグラムのリンクから飛べます。
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前
で
撒
き
散
ら
し
た
が
、
す
わ
と

ば
か
り
に
交
番
に
駆
け
込
み
懐
中

電
灯
を
借
り
、
１
３
６
枚
全
て
を

暗
闇
で
回
収
で
き
た
珍
事
は
Ｒ
Ｍ

発
揮
の
始
ま
り
と
い
え
る
。
遊
興

面
だ
け
で
は
な
く
、
教
養
ク
ラ
ス

時
代
に
は
必
修
科
目
の
単
位
取
得

の
た
め
会
員
直
筆
の
講
義
ノ
ー
ト

を
、
当
時
決
し
て
安
く
は
な
か
っ

た
コ
ピ
ー
代
を
負
担
し
、
必
要
と

す
る
会
員
に
配
り
進
級
へ
事
無
き

を
得
た
勉
学
面
で
の
Ｒ
Ｍ
も
あ
っ

た
。
就
職
内
定
の
連
絡
を
待
つ
下

宿
住
い
の
会
員
の
た
め
、
自
宅
通

学
の
会
員
の
実
母
が
終
日
外
出
を

控
え
て
電
話
番
を
請
け
負
っ
た
こ

と
な
ど
、
会
員
家
族
ま
で
加
わ
っ

た
Ｒ
Ｍ
だ
。
極
め
付
き
は
あ
の
大

震
災
の
直
後
、
仙
台
在
住
の
会

員
が
自
身
も
被
災
し
た
に
も
拘
ら

ず
、
首
都
圏
在
住

の
た
め
即
座
に

帰
省
で
き
な
い

会
員
に
代
わ
っ

て
、
そ
の
家
族
や

実
家
の
状
況
を

見
舞
う
Ｒ
Ｍ
も

あ
っ
た
。
こ
う
し

た
律
義
さ
や
正

義
感
、
そ
し
て
利

他
の
心
、
思
い
遣
り
と
い
う
堅
い

絆
で
結
び
付
い
た
間
柄
が
、
営
々

と
続
い
て
50
有
余
年
に
な
る
。

卒
業
後
は
法
曹
界
、
官
公
庁
、

中
央
銀
行
、
民
間
金
融
機
関
、
電

機
・
石
油
製
造
業
等
各
方
面
に
勤

務
、
勤
務
先
も
内
外
各
所
に
分
か

れ
た
。
在
京
者
が
2
週
間
程
公
務

で
関
西
出
張
時
、
転
勤
で
彼
の
地

に
在
住
し
て
い
た
会
員
宅
に
招
か

れ
宿
泊
も
し
、
侘
し
さ
か
ら
解
放

さ
れ
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
に

浸
っ
た
心
理
面
の
Ｒ
Ｍ
も
あ
る
。

卒
業
後
約
10
年
目
に
は
、
浜
松
町

の
和
食
店
2
階
を
借
り
切
り
夫
婦

同
伴
は
も
と
よ
り
小
児
や
乳
飲
み

子
ま
で
交
え
た
一
大
宴
会
ま
で
催

さ
れ
た
。
と
き
に
、
会
員
諸
氏
の

役
得
に
与
り
、
温
泉
地
の
名
旅
館

Ｖ
Ｉ
Ｐ
ル
ー
ム
の
宿
泊
や
、
都
内

51
Ｊ
2
組

▼
51
Ｊ
2
組
ク
ラ
ス
会

昭
和
51
年
入
学
の
鬼
木
で
す
。

私
た
ち
昭
和
51
年
入
学
2
組
の
ク

ラ
ス
会
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

卒
業
後
、
有
志
が
時
々
集
ま
っ
て

い
ま
し
た
が
、
ク
ラ
ス
全
体
と
し

て
は
、
２
０
１
１
年
に
ク
ラ
ス
メ

イ
ト
の
桑
島
く
ん
の
声
か
け
で
、

連
絡
の
取
れ
る
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
全

員
に
連
絡
し
て
、
東
京
で
集
ま
っ

た
の
が
最
初
で
し
た
。
そ
の
後
年

に
一
回
、
み
ん
な
が
集
ま
っ
て
、

お
互
い
元
気
な
の
を
確
認
で
き
る

と
い
い
ね
と
い
う
こ
と
で
、
各
地

の
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
が
幹
事
を
引
き

受
け
て
く
れ
て
、
毎
年
開
催
場
所

を
変
え
て
集
ま
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
２
０
２
０

年
、
21
年
を
除
い
て
２
０
２
５
年

で
13
回
目
に
な
り
ま
す
。

11
月
8
日
、
横
浜
、
中
華
街
の

重
慶
飯
店
新
館
に
、
19
人
の
仲
間

が
集
ま
り
ま
し
た
。
今
回
は
法
学

部
同
窓
会
事
務
局
の
ご
厚
意
で
、

東
北
大
学
の
お
酒
「
萩
丸
」
の
秋

の
新
酒
を
提
供
い
た
だ
き
ま
し
た

の
で
、
会
の
始
め
に
今
年
天
国
に

旅
立
っ
た
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
と
こ
れ

一
等
地
に
あ
る
閑
静
な
佇
ま
い

で
、
気
前
良
く
あ
の
ド
ン
ペ
リ
ニ

ヨ
ン
を
味
わ
っ
た
こ
と
も
あ
っ

た
。今

回
は
約
2
年
振
り
に
仙
台
に

集
ま
り
、
栄
誉
あ
る
母
校
法
学

部
特
注
の
銘
酒
「
萩
丸
」
の
提
供

を
受
け
た
。
酒
宴
は
、
ご
婦
人
と

ご
子
息
ま
で
ご
家
族
総
出
で
の
饗

応
を
し
て
く
れ
た
同
窓
会
副
会
長

の
事
務
所
で
の
語
ら
い
（
写
真
参

照
）。
そ
こ
で
は
叙
勲
を
授
け
ら

れ
た
副
会
長
が
用
意
し
た
皇
室
御

用
達
の
銘
酒
「
鷲
の
尾
雋
（
せ
ん

と
読
み
優
れ
る
意
）」
ま
で
嗜
む

こ
と
が
で
き
た
。
仙
台
集
合
時
に

は
そ
の
都
度
事
務
所
で
の
宴
会
を

快
諾
し
て
く
れ
る
会
員
の
寛
容
さ

に
は
い
つ
も
頭
が
下
が
る
想
い
で

あ
る
。
こ
う
し
た
会
員
同
士
の
集

い
はreal

飲
み
会
だ
け
で
な
く
今

風
に
ｗ
ｅ
ｂ
で
も
定
例
的
に
行
わ

れ
て
い
る
が
、
あ
の
浜
松
町
で
の

集
ま
り
の
よ
う
に
、
夫
婦
同
伴
で

の
会
食
か
温
泉
地
へ
の
宿
泊
旅
行

が
再
現
で
き
な
い
も
の
か
模
索
中

で
い
る
。
そ
し
て
新
た
な
Ｒ
Ｍ
を

開
拓
し
て
み
た
い
。

�

（
大
場　

輝
喜　

Ｓ
52
卒
）

ま
で
に
旅
立
っ
た
ク
ラ
ス
メ
イ
ト

に
献
杯
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
大
変
お
い
し
い
お
酒
で
、雲
の

上
で
喜
ん
で
も
ら
え
た
と
思
い
ま

す
。
同
窓
会
事
務
局
に
感
謝
で
す
。

そ
の
後
、
今
年
の
幹
事
鷲
山
く

ん
の
名
司
会
で
、
お
い
し
い
料
理

と
お
酒
の
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過

ご
し
ま
し
た
。

同
じ
く
幹
事
の
秋
林
く
ん
が
、

今
回
欠
席
さ
れ
た
方
も
合
わ
せ

て
、
近
況
を
取
り
ま
と
め
て
当
日

配
っ
て
く
れ
ま
し
た
の
で
、
お
互

い
の
最
近
の
様
子
が
よ
く
共
有
で

き
た
と
思
い
ま
す
。
当
時
の
ゼ
ミ

や
講
義
の
話
題
で
話
が
盛
り
上

が
っ
た
中
、
秋
林
く
ん
の
音
頭
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で
、
入
学
後
最
初
の
ク
ラ
ス
コ
ン

パ
の
頃
の
気
分
に
戻
っ
て
、
学
生

歌
を
歌
い
、
会
を
締
め
ま
し
た
。

改
め
て
、
学
生
時
代
の
出
会
い

が
今
で
も
続
い
て
い
る
の
は
本
当

に
貴
重
な
縁
だ
と
思
い
ま
す
。
卒

業
後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
指
す
場
所

へ
、
果
て
し
な
く
続
く
道
を
歩
ん

で
き
た
仲
間
の
青
春
の
原
点
が
、

入
学
時
の
ク
ラ
ス
に
あ
る
と
思
え

る
の
は
幸
せ
な
こ
と
で
し
ょ
う
。

今
ま
で
続
け
ら
れ
た
の
は
、
毎
年

幹
事
を
引
き
受
け
て
く
れ
る
仲
間

と
参
加
し
て
く
れ
る
仲
間
が
い
た

か
ら
こ
そ
で
、
改
め
て
感
謝
で

す
。

来
年
は
我
々
の
入
学
か
ら
50
年

の
記
念
の
年
、
こ
ん
ど
は
仙
台
で

ま
た
集
ま
ろ
う
ね
と
誓
っ
て
ク
ラ

ス
会
を
終
え
ま
し
た
。

�

（
鬼
木　

元
弘　

Ｓ
55
卒
）

53
Ｊ
同
期
会

▼�

53
Ｊ
同
期
会
を
開
催
し
ま
し

た
！

昨
年
4
月
24
日
、
都
内
の
居
酒

屋
で
、
在
京
者
を
中
心
に
、
模
擬

裁
の
メ
ン
バ
ー
だ
っ
た
53
Ｊ
6
名

（
う
ち
1
名
は
仙
台
か
ら
参
加
）

に
先
輩
、
後
輩
も
加
わ
り
、
計
10

名
ほ
ど
で
同
期
会
（
兼
模
擬
裁
同

窓
会
）
を
開
催
し
ま
し
た
。
参
加

者
の
多
く
は
60
歳
台
後
半
と
な

り
、
最
初
の
就
職
先
は
す
で
に
卒

業
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
何

ら
か
の
仕
事
を
さ
れ
ま
だ
ま
だ
忙

し
い
中
で
、
都
合
の
つ
く
方
々
が

集
ま
り
ま
し
た
。

そ
の
場
で
は
最
年
長
の
51
Ｊ
の

先
輩
が
ち
ょ
う
ど
古
希
を
迎
え
ら

れ
る
タ
イ
ミ
ン
グ
だ
っ
た
の
で
、

同
窓
会
か
ら
「
萩
丸
」
の
差
し
入

れ
を
い
た
だ
い
て
祝
賀
感
が
よ
り

高
ま
る
と
と
も
に
、
参
加
者
は
美

酒
に
酔
い
し
れ
、
旧
交
を
温
め
る

楽
し
い
ひ
と
時
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
原
稿
を
書
い
て
い
る
の
は

2
月
初
め
の
衆
院
選
の
真
っ
た
だ

中
で
す
。
失
わ
れ
た
30
年
、
大
震

災
、
コ
ロ
ナ
禍
、
ト
ラ
ン
プ
の
再

登
場
な
ど
を
経
て
、
こ
れ
か
ら
ど

ん
な
世
の
中
に
な
る
の
か
は
予
断

を
許
し
ま
せ
ん
が
、
ど
ん
な
に
世

の
中
が
移
り
変
わ
ろ
う
と
も
同
期

会
で
元
気
を
も
ら
え
る
こ
と
に
変

わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
体
の
あ
ち

こ
ち
が
少
し
ず
つ
傷
み
出
し
て
き

て
も
お
か
し
く
な
い
年
代
に
は
な

り
ま
し
た
が
、
同
期
会
に
は
出
続

け
ら
れ
る
よ
う
多
少
な
り
と
も
節

制
し
な
け
れ
ば
と
の
思
い
を
新
た

に
し
て
い
ま
す
。

�

（
菊
池　

泰
文　

Ｓ
58
卒
）

56
Ｊ
4
組

▼
56
Ｊ—

４
仙
台
を
楽
し
む
会

令
和
7
年
11
月
8
日
（
土
）
は

「
56
Ｊ
―
4
仙
台
を
楽
し
む
会
」

と
称
し
た
ク
ラ
ス
会
で
し
た
。

最
初
は
仙
台
街
あ
る
き
。
地
下

鉄
東
西
線
で
川
内
駅
へ
。
駅
を
出

る
と
Ｔ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
Ｋ
Ｕ 

Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｖ

Ｅ
Ｒ
Ｓ
Ｉ
Ｔ
Ｙ
の
ロ
ゴ
が
あ
る
小

広
場
が
あ
っ
て
集
合
写
真
。
紅
葉

進
む
立
派
な
高
木
の
間
を
抜
け
、

学
部
構
内
か
ら
坂
を
下
り
、
仙
台

緑
彩
館
の
前
か
ら
青
葉
山
を
見
上

げ
、
遠
く
に
伊
達
政
宗
公
の
騎
馬

像
を
発
見
し
、
歓
声
を
上
げ
ま
し

た
。そ

し
て
、
地
下
鉄
で
青
葉
通
一

番
町
駅
へ
。
ま
ず
伊
達
政
宗
公

が
仙
台
の
町
割
り
に
使
用
し
た
縄

が
地
中
に
あ
る
と
い
う
野
中
神
社

を
参
拝
し
、
昭
和
感
満
載
の
壱
弐

参
横
丁
（
い
ろ
は
横
丁
）
を
回
遊

し
、
ア
ー
ケ
ー
ド
を
仙
台
駅
に
向

い
、
閉
店
し
た
旧
ダ
イ
エ
ー
近
く

仙
台
空
襲
爆
心
地
の
モ
ニ
ュ
メ
ン

ト
を
確
認
し
た
の
ち
、
仙
台
四
郎

さ
ん
で
有
名
な
三
滝
不
動
尊
に
お

参
り
。
最
後
は
仙
台
駅
前
ア
エ
ル

31
階
の
展
望
テ
ラ
ス
か
ら
薄
暮
の

仙
台
を
見
渡
し
て
、
街
あ
る
き
を

し
め
く
く
り
ま
し
た
。

続
い
て
、
駅
ホ
テ
ル
内
レ
ス

ト
ラ
ン
を
会
場
に
14
名
で
大
懇

親
会
。
持
込
み
地
酒
は
東
北
大

学
オ
リ
ジ
ナ
ル
萩
丸
四
号
瓶
2

本
、
伯
楽
星
純
米
大
吟
醸
一
升
瓶

1
本
！
。
中
に
は
会
う
の
が
卒
業

以
来
と
い
う
人
も
い
て
、
そ
れ
ぞ

れ
外
見
も
随
分
と
変
化
し
た
け
れ

ど
、「
み
ん
な
と
同
じ
時
代
に
同
じ

空
気
を
吸
っ
て
、
一
緒
に
学
ん
で

同
じ
時
を
共
有
し
な
が
ら
も
、
そ

れ
ぞ
れ
に
色
々
な
こ
と
考
え
た
り

悩
ん
だ
り
し
て
道
を
選
ん
で
歩
ん

で
き
た
ん
だ
な
（
あ
る
参
加
者
の

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
。
原
文
マ
マ
）」と
感
じ

た
素
晴
ら
し
い
時
間
で
し
た
。
最

後
は
、
山
形
か
ら
参
加
の
Ｏ
さ
ん

が
、
定
番
の
花
笠
音
頭
流
で
シ
ャ

ン
シ
ャ
ン
シ
ャ
ン
！ 

と
締
め
て

下
さ
い
ま
し
た
。

そ
し
て
二
次
会
は
、
昭
和
56
年

オ
ー
プ
ン
の
ジ
ャ
ズ
バ
ー
仙
台
ビ

レ
バ
ン
で
、
名
残
惜
し
さ
の
中
お

開
き
と
な
り
ま
し
た
（
こ
の
後
、

話
し
足
り
な
か
っ
た
数
人
が
三
次

会
に
行
き
、
牡
蠣
と
ホ
ヤ
を
食
べ

た
よ
う
で
す
）。

こ
う
し
て
ク
ラ
ス
会
は
大
好
評

古希の先輩と 「萩丸」
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で
終
了
。
次
回
三
年
後
は
さ
ら
に

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
た
開
催
を
め
ざ

し
ま
す
。
今
回
、
事
細
か
に
街
あ

る
き
な
ど
を
書
き
ま
し
た
が
、
こ

れ
か
ら
仙
台
で
会
を
計
画
さ
れ
る

方
の
参
考
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

�

（
松
岡　

仁　

Ｓ
60
卒
）

61
Ｊ
懇
親
会

▼�

入
学
以
来
の
61
Ｊ
の
懇
親
の

場
！

２
０
２
５
年
１
月
17
日
に
、
61

Ｊ
の
プ
チ
同
期
会
を
開
催
し
ま
し

た
。一

昨
年
に
開
催
し
た
仙
台
在
住

同
期
生
の
集
ま
り
で
の
「
仙
台

で
、
61
Ｊ
の
同
期
会
が
開
催
で
き

た
ら
よ
い
ね
」
が
始
ま
り
で
し

た
。同

期
生
が
少
人
数
で
は
集
ま

る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
、
全
体

を
意
識
し
て
集
ま
る
の
は
、
そ
も

そ
も
入
学
以
来
か
も
し
れ
な
い
の

で
、
一
抹
の
不
安
が
あ
り
ま
し
た

が
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
の
お
か
げ

で
、ま
ず
は
15
名
が
参
加
し
て
、3

時
間
半
も
学
生
時
代
～
こ
れ
か
ら

の
お
話
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

お
店
も
、
仙
台
の
同
期
生
か
ら

の
提
案
で
、
仙
台
発
祥
の
「
恵
比

寿
Ａ
Ｌ
Ｍ
Ａ
」
で
し
た
の
で
、
壁

イラスト投稿

「61J 懇親会似顔絵」　作：大村和久（H2 卒）

に
は
東
北
地
方
の
写
真
や
モ
ニ
ュ

メ
ン
ト
が
あ
り
、
懐
か
し
か
っ
た

で
す
。

同
期
生
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
作
成
し
ま

し
た
の
で
、
参
加
で
き
な
か
っ
た

人
、
近
々
会
う
人
に
参
加
し
た
方

か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
今
回
の

集
ま
り
を
紹
介
す
る
機
会
を
い
た

だ
き
、
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

当
日
の
集
ま
り
の
写
真
と
、
同

期
生
の
大
村
和
久
さ
ん
に
参
加
者

の
似
顔
絵
を
描
い
て
い
た
だ
き
ま

し
た
の
で
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

�

（
宮
川　

司　

Ｈ
2
卒
）
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◆
―
社
会
に
出
た
ら
八
方
美
人
で

な
く
、
六
方
（
法
）
美
人
に
な
ら

な
け
れ
ば
だ
め
だ
よ
。「
か
わ
い
い

け
ど
仕
事
は
任
せ
ら
れ
な
い
」
と

言
わ
れ
る
の
で
な
く
、
二
三
方
か

ら
嫌
わ
れ
て
も
、「
生
意
気
だ
が
仕

事
は
任
せ
ら
れ
る
」
と
言
わ
れ
る

人
に
な
り
な
さ
い
―
卒
業
時
、
民

法
の
鈴
木
禄
弥
先
生
か
ら
頂
戴
し

た
言
葉
で
す
。
落
語
が
好
き
な
先

生
ら
し
い
洒
落
の
効
い
た
ア
ド
バ

イ
ス
で
し
た
。

◆
時
は
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
の

制
定
を
翌
年
に
控
え
た
１
９
８
４

年
。
筆
者
は
こ
の
言
葉
を
胸
に
仕

事
人
生
を
生
き
て
き
ま
し
た
。
お

か
げ
さ
ま
で
な
ん
と
か
公
務
員
生

活
（
宮
城
県
職
員
）
を
全
う
し
、

定
年
と
と
も
に
片
平
本
部
に
新
設

さ
れ
た
共
創
戦
略
セ
ン
タ
ー
特
任

教
授
（
国
際
産
学
官
連
携
）
と
し

て
迎
え
ら
れ
、
第
二
の
人
生
を
送

り
ま
し
た
。

◆
５
年
後
の
令
和
７
年
７
月
に
同

窓
会
事
務
局
長
職
を
正
式
に
引
き

継
ぎ
ま
し
た
。
前
任
の
清
水
先
輩

の
よ
う
に
格
調
高
い
文
章
は
書
け

ま
せ
ん
が
、
同
窓
会
の
発
展
に
向

け
て
精
一
杯
務
め
ま
す
の
で
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
局

長
補
佐
だ
っ
た
岡
崎
さ
ん
の
後
任

に
は
次
長
職
が
新
設
さ
れ
松
田
敬

男
さ
ん
が
就
任
し
ま
し
た
。

◆
全
国
12
支
部
の
う
ち
、
前
局
長

が
東
海
、
広
島
支
部
を
、
総
会
を

開
催
し
た
他
の
８
支
部
を
久
保
野

会
長
、
戸
澤
前
会
長
、
成
瀬
元
会

長
と
回
り
ま
し
た
。
久
保
野
会
長

の
ミ
ニ
講
義
が
好
評
で
す
。「
総

理
も
女
性
、
学
部
長
（
研
究
科

長
）
も
女
性
、
同
窓
会
事
務
局

長
も
女
性
！
」
と
、
応
援
団
の

エ
ー
ル
を
い
た
だ
い
た
福
島
支

部
。
北
海
道
・
新
潟
支
部
で
は
ご

配
意
に
よ
り
同
級
生
と
40
年
ぶ
り

に
再
会
、
秋
田
支
部
で
は
東
北
大

に
ち
な
ん
だ
ク
イ
ズ
で
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。
大
阪
支
部
で
は
い
ろ

い
ろ
あ
っ
た
兵
庫
県
議
会
の
自
民

党
議
員
団
総
務
会
長
に
よ
る
渾
身

の
エ
ー
ル
、
東
京
支
部
は
明
治
屋

ホ
ー
ル
で
趣
向
を
凝
ら
し
た
芋
煮

会
、
岩
手
支
部
で
は
藤
田
教
授
の

最
新
の
自
由
論
文
を
賜
り
、
宮
城

支
部
は
現
役
学
生
が
多
数
参
加
、

と
各
支
部
で
熱
い
思
い
と
感
動
を

得
ま
し
た
。

◆
９
月
に
は
、
約
20
年
の
長
き
に

わ
た
り
事
務
局
を
運
営
し
て
き
た

�

（
令
和
７
年
度
に
判
明
の
方
）

逝
去
年
月　

お
名
前　
　
　
　

卒
年

Ｒ
７
・
11	
村
島　

英
夫
様　

Ｓ
24
・
３

Ｒ
６
・
６	

相
澤　
　

武
様　
Ｓ
28
・
３
旧

Ｒ
６
・
３	

守
中　

和
實
様　

Ｓ
29
・
３

Ｒ
７
・
９	

吉
村　

英
三
様　

Ｓ
29
・
３

Ｒ
６
・
12	

田
中　

英
夫
様　

Ｓ
31
・
３

Ｒ
５
・
12	

井
畑　

明
男
様　

Ｓ
31
・
３

Ｒ
６
・
９	

遊
馬
勝
次
郎
様　

Ｓ
32
・
３

Ｒ
６
・
３	

佐
藤　

洋
夫
様　

Ｓ
32
・
３

Ｒ
８
・
１	

相
澤　

正
昭
様　

Ｓ
33
・
３

Ｒ
６
・
12	

小
倉　

素
夫
様　

Ｓ
34
・
３

Ｒ
４
・
３	

佐
々
木　

正
様　

Ｓ
34
・
３

Ｒ
７
・
８	

泉
山　

禎
治
様　

Ｓ
34
・
３

Ｒ
８
・
１	

門
脇　
　

崇
様　

Ｓ
35
・
３

Ｒ
７
・
12	

小
池　

次
男
様　

Ｓ
35
・
３

Ｒ
７
・
11	

矢
田　

宗
介
様　

Ｓ
35
・
３

Ｒ
７
・
２	

山
本　

洋
光
様　

Ｓ
35
・
３

Ｒ
７
・
７	

和
田　

圭
司
様　

Ｓ
36
・
３

Ｒ
７
・
11	

髙
山　

裕
行
様　

Ｓ
36
・
３

Ｒ
８
・
１	

金
子　

元
一
様　

Ｓ
36
・
３

Ｒ
８
・
１	

那
須　

慶
寿
様　

Ｓ
37
・
３

Ｒ
５
・
８	

枡
潟　

晴
夫
様　

Ｓ
37
・
３

Ｒ
８
・
１	

平
林　

和
男
様　

Ｓ
37
・
３

Ｒ
７
・
４	

小
林　

照
穂
様　

Ｓ
39
・
３

Ｒ
６
・
10	

田
中　

清
史
様　

Ｓ
40
・
３

Ｒ
７
・
１	

高
木　

徳
郎
様　

Ｓ
41
・
３

清
水
・
岡
崎
両
先
輩
の
感
謝
の
集

い
を
片
平
キ
ャ
ン
パ
ス
の
「
レ
ス

ト
ラ
ン
萩
」
で
行
い
ま
し
た
。
20

名
以
上
の
同
窓
生
、
教
員
の
皆

様
が
全
国
か
ら
参
加
し
両
氏
の
健

闘
を
称
え
ま
し
た
。
Ｊ
Ｒ
東
日
本

元
社
長
・
会
長
の
清
野
先
輩
と
原

田
副
会
長
か
ら
い
た
だ
い
た
シ
ャ

ン
パ
ン
で
乾
杯
。
ま
た
、
荒
副
会

長
は
じ
め
先
輩
諸
氏
か
ら
も
ワ
イ

ン
、
日
本
酒
の
差
し
入
れ
や
ご
祝

儀
を
頂
戴
し
ま
し
た
。
生
命
力
あ

ふ
れ
る
メ
タ
セ
コ
イ
ア
が
オ
レ
ン

ジ
色
に
輝
く
片
平
キ
ャ
ン
パ
ス
で

秋
の
午
餐
を
楽
し
み
ま
し
た
。

◆
法
学
部
棟
４
階
に
同
窓
会
事
務

局
が
あ
り
ま
す
。
時
々
、
自
主
ゼ

ミ
の
学
生
が
姿
を
見
せ
、
代
表
の

交
代
時
な
ど
律
儀
に
あ
い
さ
つ
に

来
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
や
活
動
の
相

談
な
ど
も
あ
り
ま
す
。
難
題
は
各

界
の
同
窓
生
に
つ
な
ぐ
と
、
快
く

引
き
受
け
て
く
だ
さ
り
感
謝
に
堪

え
ま
せ
ん
。

◆
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
の
制
定

か
ら
40
年
。
あ
の
米
国
よ
り
先
に

日
本
に
女
性
総
理
が
誕
生
す
る
と

は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
会
報
第

53
号
は
女
性
の
寄
稿
が
増
え
、
時

代
を
映
す
記
念
号
に
な
り
ま
し
た
。

�

（
成
田　

美
子
）

Ｒ
７
・
６	

鈴
木　
　

進
様　

Ｓ
41･

３

Ｒ
７
・
２	

上
野　

昭
彦
様　

Ｓ
43
・
３

Ｒ
６
・
７	

唐
澤　

規
夫
様　

Ｓ
44
・
３

Ｒ
８
・
４	

嵐
田　

光
宏
様　

Ｓ
44
・
３

Ｒ
７
・
１	

柿
崎
喜
世
樹
様　

Ｓ
45
・
３

Ｒ
６
・
７	

枝
川　
　

哲
様　

Ｓ
48
・
３

Ｈ
30
・
９	

照
井　

克
洋
様　

Ｓ
48
・
３

Ｒ
７
・
１	

真
田　

雅
行
様　

Ｓ
50
・
３

Ｒ
４
・
９	
青
木　

裕
一
様　

Ｓ
50
・
３

Ｒ
７
・
９	
船
山　

弘
美
様　

Ｓ
52･

３

Ｒ
６
・
４	

野
村　

俊
介
様　

Ｓ
54
・
３

Ｒ
６
・
９	

大
島　

康
明
様　

Ｓ
55
・
３

Ｒ
６
・
８	

川
原　

眞
人
様　

Ｓ
59
・
３

Ｒ
７
・
１	

山
腰　

茂
人
様　

Ｈ
９
・
３

Ｒ
７
・
４	

片
桐　

昌
弥
様　

Ｒ
３
・
３

Ｒ
７
・
９	

小
田　
　

滋
様　
（
旧
教
官
）

�

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
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